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本調査研究では学力を「①基礎的・基本的な知識・技能の習得、②知識・技能を活用して課題を解決するため

に必要な思考力・判断力・表現力等、③学習意欲」ととらえた。 

「活用するための思考力、判断力、表現力等を育成する指導の工夫改善」を研究のテーマとして、学習指導改

善に資するよう小中学校の系統を入れた実践事例を作成し、指導方法の工夫改善や具体的方策等について調査研

究を行った。 

実践事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果（◎）と課題（◆） 

◎発表することを通して思考力や表現力を高めることができた。 

◎日常的な事象の数式化を図ることで、活用する力を高めることができた。 

◎グループでの話合い活動を通して、筋道を立てて説明することや根拠を明らかにすること、友だちに説明する活

動の大切さを理解させることができた。 

◎全国学力・学習状況調査の記述式問題のタイプから、生徒に身に付けさせたい表現力を明確にして授業に組み入

れることにより、筋道立てて説明することの大切さを実感させることができた。 

◆生徒が他者との相互交流、コミュニケーションの重要性を理解した授業、思考活動と表現活動の時間配分を考え

た授業を継続して行い、生徒の変容を調査する必要がある。 

◆生徒に身に付けさせたい表現力として、全国学力・学習状況調査の記述式問題のタイプを意識した授業展開をさ 

らに進め、生徒の意識をどう高めていくか、研究を進める必要がある。 

  ◆中教審答申で述べられた、知識・技能の活用など思考力・判断力・表現力等をはぐくむために示された学習活動 

を意識した授業を進める必要がある。 

◆小学校と中学校のなだらかな接続を図るため、算数・数学の系統性、連続性を意識した授業交流を取り入れる必 

要がある。 

○実践事例１ 「方程式」（第１学年） 

・グループ学習を取り入れた「考え→まとめ→

発表する」授業 

○実践事例２ 「比例と反比例」（第１学年） 

・ＩＣＴ活用による数学の学力向上を図る授業 

○実践事例３ 「一次関数」（第２学年） 

・グループ学習を取り入れた「帰納的な考えを

基に演繹的な検証ができる」授業 

○実践事例４ 「平行線と角」（第２学年） 

・根拠を明らかにしながら数学的な表現を用い

て表現する力を育てる授業 

○既習内容の系統１ 

「角の指導に係る既習内容の系統について」 

・第５学年算数科学習指導案 

○既習内容の系統２ 

「数量関係に係る既習内容の系統について」 

○実践事例５ 「方程式」（第１学年） 

・操作活動、学び合い活動を取り入れた数学の

学力向上を図る授業 

○実践事例６ 「比例と反比例」（第１学年） 

・自分の考えを数学的な言葉・用語を用いて表

現する力を養う授業 

○実践事例７ 「式の計算」（第２学年） 

・根拠を明らかにして、筋道を立てて説明し、

伝え合う授業 

○実践事例８ 「図形の調べ方」（第２学年） 

・自らの授業を振り返り授業改善を行い、思考

力・表現力を高める授業 

○既習内容の系統３ 

「図形指導に係る既習内容の系統について」 

・第４学年算数科学習指導案 

○既習内容の系統４ 

「文字式・方程式に係る既習内容の系統につい

て」 
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「数学の学力向上に関する調査研究」

１ はじめに

学校教育法第３０条第２項を踏まえて中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高

等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について（答申）」（平成20年１月17

日）では、学力の要素を「①基礎的・基本的な知識・技能の習得、②知識・技能を活用

して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等、③学習意欲」であるとし

ている。

学力の重要な三つの要素

基礎的・基本的な 知識・技能を活用して課題を解決するた
学習意欲

知識・技能の習得 めに必要な思考力・判断力・表現力等

本調査研究においても、学力について上記のとおりとらえて、数学の学力向上に関す

る調査研究を進める。

２ 研究の目的

本調査研究の目的は、各中学校での「数学の学力向上」の取組を推進するために、数

学の学力向上のための学習指導方法について調査研究を進め、授業の工夫改善に資する

よう具体的に授業実践を提案していくことである。

(1) 数学の学力向上のための授業改善の視点

これまでの全国学力・学習状況調査から、次のような全国的な結果が出ている。

・正負の数、整式の計算、方程式等の計算技能については、相当数の生徒ができ

ている。

・文字式が表す意味、方程式における移項の意味、確率の意味等の理解や、文字

式を具体的な事象と関連付けることに課題がある。

・事象を数学的に解釈して判断し、その理由や方法を数学的な表現を用いて説明

することについて課題がある。

・仮定と結論の意味を理解して証明を構想することや、提示された方針に基づい

て証明することに課題がある。

そこで、上記の結果を踏まえて、本調査研究を進めるにあたって数学の学力向上の

ための授業改善の視点を、次のようにまとめた。

① 単純化・理想化を図ることや、筋道を立てて考え数学的に表現したり、得ら

れた結果を振り返り、発展的に考えたりするような、数学的なプロセスを生徒

が意識できるようにすること。

② 数学的活動を取り入れ、生徒が自分で数学を考えたり、学級で話し合ったり
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する学習を大切にすること。

③ 抽象化された文字や記号を使って数学的に表現する学習を取り入れること。

④ 生徒の実生活や日常事象を授業で取り上げ、事象を数学的に解釈し、問題解

決に数学を活用できるようにすること。

⑤ 既習事項を解決のための道具として意識させ、適切に用いることができる経

験をさせ、数学を学ぶ価値を味わわさせること。

授業改善の視点は１年目の調査研究を進めるためにまとめたものである。授業改善

の視点は、生徒や学校の実態によって様々であり、すでに具体的な取組が進んでいる

学校もあると思われる。

(2) 数学の学力向上のための指導の視点

上述したこれまでの全国学力・学習状況調査の結果から、次のように数学の正答率

が高い生徒及び学校の傾向が表れている。

【生徒質問紙と教科の相関関係の調査より】

・テストで間違えた問題について、間違えたところを後で勉強している。

・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。

・数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考え

る。

・数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考える。

・数学の授業で公式やきまりを習うとき、その根拠を理解するようにしている。

・数学ができるようになりたいと思う。

・数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考える。

・数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いている。

・普段の授業で自分の考えを発表する機会が与えられていると思う。

・解答を言葉や式を使って説明する問題について、最後まで解答を書こうと努力

している。

・家で自分で計画を立てて勉強をしたり、学校の宿題をしている。

・学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明したり、文章を書いたりするの

は難しいと思っていない。

【学校質問紙と教科の相関関係の調査より】

・数学の指導として、発展的な学習の指導を行っている。

・数学の指導として、実生活における事象との関連を図った授業を行っている。

・数学の指導として、家庭学習の課題(宿題)を与えている。

・数学の指導として、家庭学習の継続的な実施や習慣付けを図るために家庭学習

の課題を与えている。

・数学の指導として、授業の内容と関連させて、調べさせたり、発展的に考えさ

せたりするために家庭学習の課題を与えている。

・数学の指導として、生徒が行った家庭学習の課題について、評価・指導を行っ

ている。

・生徒の様々な考えを引き出したり、思考を深めたりするような発問や指導をし

ている。
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・学習方法（適切にノートをとる、テストの間違いを振り返って学習するなど）

に関する指導をしている。

・数学の指導として、計算問題などの反復練習をする授業を行っている。

・数学の指導として、補充的な学習の指導を行っている。

・学習規律（私語をしない、話をしている人の方を向いて聞く、聞き手に向かっ

て話をするなど）の維持を徹底している。

これらの調査結果より、数学の成績や学習への意欲の向上に結び付けることができ

る指導の仕方について、次のようにまとめた。

① 数学の授業の中で、よりよいものを求めよう、なぜを考えようとする指導

② 数学的に表現しようとする指導

③ 数学的に見たり、考えたりすることを位置付けようとする指導

④ 日常生活と数学を関連付けようとする授業

⑤ 授業規律などの学習環境を整えた授業

⑥ 家庭学習などのきめ細かな指導

上記の指導を進めることで、生徒はできること、わかること、考えること、そして

数学を学ぶことの楽しさを感得することができる。

３ 研究の内容

(1) 数学の学力向上のための学習指導方法の工夫改善について

(2) 数学の学力向上のための指導事例の開発について

(3) 実践授業を通しての数学の学力向上の検証について

(4) 小学校算数との系統について

４ 研究計画

２年間の調査研究とし、研究協力委員を委嘱し、所員と協力して調査研究を行う。

(1) １年次

１年次は全国学力・学習状況調査を基に学習指導改善に資するよう小・中学校の系統

を入れた実践事例を作成し、指導方法の工夫改善や具体的方策等について調査や研究

を行った。

(2) ２年次

１年次の研究を基に各調査研究協力委員の学校で継続的に学習指導改善を進め、生徒

の具体的な変容を追うことから、学力向上について「表現する力」の育成に焦点を当て

た授業実践を行った。また、小・中学校の連携、算数・数学の系統等の視点からも具体

的な手立てを考察し実践を進めた。

５ 研究テーマ

活用するための思考力、判断力、表現力等を育成する指導の工夫改善
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(1) 本県の取組と課題

平成20年３月に学習指導要領が告示され、「生きる力」をはぐくむという理念は引

き継がれた。基礎・基本を確実に身に付け、いかに社会が変化しようと、自ら課題を

見つけ、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力などの育成と

充実が求められている。

また、本年度から「生きる力と 絆 の埼玉教育プラン－埼玉県教育振興基本計画－」
きずな

に基づく様々な取組を行っており、その基本目標の一つとして「確かな学力と自立す

る力の育成」を挙げている。その施策として「確かな学力の育成」が挙げられており、

「現状と課題」として、『これからの「知識基盤社会」の時代を子どもたちが主体的、

創造的に生きていくためには、基礎的な学力とともに応用力や発展的な学力を身に付

けることが必要』としている。さらに、『全国学力・学習状況調査（平成20年度）の

結果を見ると、本県の子どもたちの学力は全国平均とほぼ同じレベルであるものの、

知識の活用に課題がある。』、『学んだ知識や技能を活用するための思考力、判断力、

表現力等の育成とともに、子どもたちに目的意識や興味・関心をもたせ、学習意欲を

向上させることが必要である。』としている。

そこで、課題として挙げられている「活用」に焦点を当てて「活用するための思考

力、判断力、表現力等を育成する指導の工夫改善」を研究のテーマとした。

(2) 中央教育審議会答申（平成20年１月17日）より

中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導

要領等の改善について（答申）」では、「活用」は教科で培った知識・技能を活用し

て、レポート作成、論述などの学習を行うこととされている。そして、次のような説

明がある。

「知識・技能の活用など思考力、判断力、表現力等をはぐくむためには、例えば以

下のような学習活動が重要であると考えた。

① 体験から感じ取ったことを表現する。

② 事実を正確に理解し伝達する。

③ 概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用したりする。

④ 情報を分析・評価し、論述する。

⑤ 課題について、構想を立て実践し、評価・改善する。

⑥ 互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる。

ここからは、「活用」としての「思考力・判断力・表現力」の育成が読み取れる。

授業実践を行う際に①～⑥の学習活動を授業の中に組み入れることが大切である。

(3) 活用する力の分類

全国学力・学習状況調査の主として「活用」に関する問題作成の枠組みを参考に、

「活用する力と数学的なプロセス」として示された種々の活動を基に、数学の活用す

る力を育成する授業のねらいを分類して授業実践を行った。

○活用する力 ○数学的なプロセス

α： α１ 日常的な事象を数学化すること

知識・技能な α１(1) ものごとを数・量・図形などに着目して観察す

どを実生活の ること
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様々な場面で α１(2) ものごとの特徴を的確にとらえること

活用する力 α１(3) 理想化・単純化すること

α２ 情報を活用すること

α２(1) 与えられた情報を分類整理すること

α２(2) 必要な情報を適切に選択し判断すること

α３ 数学的に解釈することや表現すること

α３(1) 事象を数学的に解釈すること

α３(2) 自分の考えを数学的に表現すること

β： β１ 課題解決のための構想を立てること

様々な課題解 β１(1) 筋道を立てて考えること

決のための構 β１(2) 立式や証明（説明）の方針を立てること

想を立て実践 β１(3) 方針にもとづいて証明（説明）すること

し評価・改善 β２ 結果を評価し改善すること

する力 β２(1) 結果を振り返って考えること

β２(2) 結果を改善すること

β２(3) 発展的に考えること

γ： γ１ 他の事象との関係をとらえること

上記α、βの γ２ 事象を統合してとらえること

両方にかかわ γ３ 多面的にものを見ること

る力

(4) 記述式問題の分類

全国学力学習状況調査の B 問題での記述式問題には、次の３つのタイプがある。

これらの説明形式をもとに、『生徒に身に付けさせたい「表現する力」』を明確にし

た授業実践を目指した。

(a) 見いだした事柄や事実を説明すること

「○○は△△である。」の形式での解答

見いだした事柄を的確にとらえ直し，数学的に正しく表現すること。

数量や図形などの考察場面で見いだした事柄や事実を説明するといった、数学

的な表現力をみる。

(b) 事柄を調べる方法や手順を説明すること

「○○を用いて、△△をする。」の形式での解答

問題を解決する方法や手順を的確に説明できるようにすること。

事象を数学的に解釈する場面でのアプローチの仕方や手順の説明を求めるとい

った、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力をみる

(c) 事柄が成り立つ理由を説明すること

「○○であるから、△△である。」の形式での解答

ある事柄が成り立つ根拠を説明できるようにすること。

説明すべき事柄についてその根拠を示して理由を説明するといった、論理的な

思考力や表現力をみる
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６ 実践事例

(1) 実践事例と小学校算数との系統

８本の実践事例を提案する。これらは、上記の表の数学的なプロセスとして示され

た数学の「活用する力」を育成する授業のねらいのいずれかに焦点を当てて行った授

業である。このうち、事例５～８は特に全国学力学習状況調査の B 問題の記述式問

題の説明形式をもとに、生徒に身に付けさせたい「表現する力」の育成に焦点を当て

た実践事例である。

また、小学校算数との系統は、各事例に対する中学校数学との既習内容の系統をま

とめたものである。生徒が学習につまずいたときに、どこに遡ればよいのかを確認で

きるようにした。

事例 学年・題材 数学的なプロセス 表現する力

事例１ 第１学年「方程式」 α１(1)、α３(1)、β１(3)

事例２ 第１学年「比例と反比例」 α１(2)、α２(2)

事例３ 第２学年「一次関数」 α２(2)、β１(3)

事例４ 第２学年「平行線と角」 α２(2)、α３(2)、β１(3)

事例５ 第１学年「方程式」 α１(1)、α２(2) （ｂ）

事例６ 第１学年「比例と反比例」 α３(2)、β２(1) （ｃ）

事例７ 第２学年「式の計算」 α３(2) （ｃ）

事例８ 第２学年「図形の調べ方」 α１(3)、α２(2)、β１(3) （a ）（ｃ）

小学校算数との系統

既習内容の系統１「角の指導に係る既習内容の系統性について」

第５学年算数科学習指導案「図形の角の大きさ」

既習内容の系統２「数量関係に係る既習内容の系統性について」

既習内容の系統３「図形指導の系統性について」

第４学年算数科学習指導案「垂直・平行と四角形」

既習内容の系統４「文字式・方程式につながる系統性について」

(2) 実践事例の内容

各実践事例は、次の項目立てを基本にまとめた。

１ 改善の方向

２ 研究および授業改善の視点

３ 実践のねらい

４ 実践概要

(1) 題材名 (2) 題材について (3) 指導目標 (4) 研究とのかかわり

(5) 課題の工夫 (6) 指導計画 (7) 本時の目標 (8) 展開

○ワークシート

５ 授業分析

(1) 生徒の反応 (2) 授業の分析

６ 成果と課題

(1) 成果 (2) 課題
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７ 成果と課題

(1) 成果

① 発表することを通して思考力や表現力を高めることができた。

② 日常事象の数式化を図ることで、活用する力を高めることができた。

③ 生徒に数学の用語を用いて説明することの大切さを実感させることができた。

④ 根拠を明らかにすることの大切さを、友だちに説明する活動を通して理解させる

ことができた。

⑤ 全国学力・学習状況調査の記述式問題のタイプから、生徒に身に付けさせたい表

現力を明確にして授業に組み入れることにより、筋道立てて説明することの大切さ

を実感させることができた。

(2) 課題

① 生徒が他者との相互交流、コミュニケーションの重要性を理解した授業展開を継

続して行い、生徒の変容を調査する必要がある。

② 生徒に身に付けさせたい表現する力として、全国学力・学習状況調査の記述式問

題のタイプを意識した授業展開をさらに進め、生徒の意識をどう高めていくか、研

究を進める必要がある。（参照【資料１】）

③ 中教審答申で述べられた、知識・技能の活用など思考力・判断力・表現力等をは

ぐくむために示された①～⑥（Ｐ５（２））の学習活動を意識した授業を進める必

要がある。

④ 小学校と中学校のなだらかな接続を図るため、算数・数学の系統性、連続性を意

識した授業交流を取り入れる必要がある。（参照【資料２】）

８ 研究協力委員

研究協力委員は中学校教諭４名、小学校教諭２名とする。

学 校 名 職名 氏 名
担 当

指導主事

所沢市立上山口中学校
教諭 三浦 光

入 間 市立 金子 中学 校 （１年次）

草 加 市立 松江 中学 校 教諭 飯島 隆 池田 孝司

騎 西 町立 騎西 中学 校
教諭 後上 文男

加 須 市立 騎西 中学 校 （２年次）

加須市立加須平成中学校 教諭 野本 貴史 中里 正

川口市立木曽呂小学校
教諭 佐藤 秀雄

川口市立青木中央小学校

鳩 ヶ 谷市 立辻 小学 校 主幹教諭 小堀 貴紀
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【資料１】「平成21年度 全国学力・学習状況調査結果の概要【中学校】」より

文部科学省初等中等教育局学力調査室

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部学力調査課

１ 生徒質問紙と教科の相関関係の調査より

○数学の記述式問題の正答率が高い生徒の傾向

・普段の授業で自分の考えを発表する機会が与えられていると思う。

・数学ができるようになりたいと思う。

・数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考え

る。

・数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考える。

・数学の授業で公式やきまりを習うとき、その根拠を理解するようにする。

・数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書く。

２ 学校質問紙と教科の相関関係の調査より

○記述式問題の平均無解答率が低い学校の傾向

・生徒の様々な考えを引き出したり、思考を深めたりするような発問や指導をし

ている。

・生徒の発言や活動の時間を確保して授業をすすめている。

・私語をしないなど学習規律の維持を徹底している。

・学習規律(私語をしない、話をしている人の方を向いて聞く、聞き手に向かって

話をするなど)の維持を徹底している。

・適切にノートをとるなど学習方法に関する指導を行っている。

・本やインターネットなどを使った資料の調べ方が身に付くよう指導している。

・資料を使って発表ができるよう指導している。

・自分で調べたことや考えたことを分かりやすく文章に書かせる指導をしている。

・数学の指導として、発展的な学習の指導を行っている。

【資料２】「平成２２年度 全国学力・学習状況調査【中学校】報告書」より

１ 小学校と中学校の連携を図る上で中学校として配慮すべき事項

小学校調査と中学校調査の結果の差異

○小学校調査における児童質問紙の結果と中学校調査における生徒質問紙の結果につ

いて，20 ポイント以上小学校の方が肯定的であった質問は以下のとおりである。

・普段の授業では，本やインターネットを使って，グループで調べる活動をよく行

っていると思いますか。

・普段の授業では，学級の友達との間で話し合う活動をよく行っていると思います

か。

・算数（数学）の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えます

か。
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・算数（数学）の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思い

ますか。

○小学校調査における学校質問紙の結果と中学校調査における学校質問紙の結果につ

いて，20 ポイント以上（※）の差異があった質問

・算数（数学）の指導として，保護者に対して児童（生徒）の家庭学習を促すよう

働きかけを行っていますか。

２ 学校質問紙と教科の相関関係の調査より

平均正答率が高い学校の傾向

・数学の指導について，家庭学習の取組として，調べたり文章を書いたりしてくる

宿題を出している。

・数学の指導について，家庭学習の取組として，学校では，生徒に家庭での学習方

法等を具体例を挙げながら教えるようにしていると回答している割合が高い傾向

が見られる。

参考・引用文献

(1) 平成21年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 中学校数学 国立教育政策研究所

教育課程研究センター 平成21年４月

(2) 平成21年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校数学 国立教育政策研究所

教育課程研究センター 平成21年12月

(3) 平成22年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 中学校数学 国立教育政策研究所

教育課程研究センター 平成22年４月

(4) 平成22年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校数学 国立教育政策研究所

教育課程研究センター 平成22年10月

(5) 中学校学習指導要領解説 数学編 文部科学省 平成20年９月

(6) 小学校学習指導要領解説 算数編 文部科学省 平成20年８月

(7) 幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善につい

て（答申） 中央教育審議会 平成20年１月17日

(8) 「キー・コンピテンシー」に基づく学習指導法のモデル開発に関する研究－「知識・

技能を活用する思考力・判断力・表現力」の育成を中心として－ 国立教育政策研究所

平成20年３月

(9) 埼玉県中学校教育課程編成要領 埼玉県教育委員会 平成21年３月

(10) 埼玉県小学校教育課程編成要領 埼玉県教育委員会 平成21年３月

(11) 平成21年度埼玉県小・中学校学習状況調査報告書 埼玉県教育委員会 平成21年10月

(12) 指導と評価 図書文化 平成21年11月
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＜実践事例１＞

第１学年「方程式」

グループ学習を取り入れた

「考え→まとめ→発表する」授業

１ 改善の方向

α１：日常的な事象を数学化すること

α１(1) ものごとを数・量・図形などに着目して観察すること

限りある授業時間で、教師は「教えること」と「子どもたちが自ら学ぶこと」を明

確にして授業に位置付け、基礎的・基本的な知識･技能を習得させる。

α３：数学的に解釈することや表現すること

α３(1)事象を数学的に解釈すること

日常的な出来事を数学的にとらえることで、興味･関心をもたせ、知的好奇心を喚

起して学習意欲を高める。

β１：課題解決のための構想を立て実践すること

β１(3) 方針に基づいて証明（説明）すること

「～だから～である」、「～なので～である」など、「自分の考えを書く力」やそれ

を自らの言葉で「説明する力」を身に付けるなど、論理的な思考力・判断力・表現力

を伸ばす。

２ 研究および授業改善の視点

数学科では「学んだ知識や技能を活用するための思考力、判断力、表現力等の育成と

ともに、子どもたちに目的意識や興味・関心をもたせ、学習意欲を向上させる」ことが

求められている。そのために、「教師が教えること」と「子どもたちが自ら学ぶこと」

の両方を授業に位置付け、学習意欲を喚起しながら指導することが大切であると考える。

また、「自分の考えを書く力」「説明する力」などの思考力・判断力・表現力を伸ば

すために、教師は、１時間ごとの学習目標を明確にして生徒に目的意識をもたせて学習

意欲を高める必要がある。

本授業では学習課題を読み個人で考えた後に小グループで貼り絵を動かしたり、プレ

ゼンテーションソフトの動画を見ながら学習課題を理解して課題解決していく。その際

に適切な発問や助言をしながら、考える時間を充分に取り学習を進める。

個人で考えたことをグループ内で意見交換しながら、さらに考えを深めて自分の言葉

で文章にまとめて発表する学習を進める。このように、生徒の活躍の場を多く取り入れ

た学び合いの場を設定して、「考え→まとめ→発表する」授業を行い、思考力・判断力

・表現力を高める。

３ 実践のねらい

前時に、「姉が自宅を出発して10分後や25分後に妹が姉を追いかけると、何分後に追

いつくことができるか。」、「追いつく地点は自宅からどのくらい離れた地点か。」の課

題を貼り絵を使い、姉と妹の位置を動かして、動的に見ることをさせながら取り組ませ

た。



数学 実践事例①- 2 -

本時は、前時の発展として「妹が姉に追いつく時間の限界を求める。」という課題を

設定した。発展的な学習を行い、さらに学習意欲を高めて思考力、判断力、表現力を育

てることを行った。

また、本時は３人で編成したグループ学習を取り入れた。課題解決の過程で生徒が互

いに解決の見通しや考え方を話し合い、一人一人が学習の主体者であるという自覚をも

って課題解決に取り組めるようにした。

４ 実践概要

(1) 題材名 第１学年「方程式」

(2) 題材について

小学校では、本題材と関係ある内容として、式の計算方法や読み方、（ ）や□な

どを用いた式、交換法則、結合法則、分配法則、加減乗除の計算の手順、等式の意味、

公式や言葉の式について学習している。

生徒は本題材の学習を通して、小学校算数での考え方と比較したり、具体的な場面

で能率的に問題が解決できるなど、方程式の有用性を実感してきた。

前時の学習では、「姉が分速80ｍの速さで家を出発した10分後に妹が分速240ｍの速

さで姉を追いかけると何分後に追いつくか。」を課題に、貼り絵を動かして姉と妹の

動きや時間の関係を考えたり、プレゼンテーションソフトを見て妹が姉に追いつくと

は姉と妹が進んだ道のりが等しくなることであることを理解しながら方程式を立式し

て解を求めることを行った。

本時は、「妹が姉に追いつくためには、妹は姉が家を出発してから何分以内に家を

出ればよいのか。」が課題となる。この課題に取り組む際、まず初めに生徒が理解し

ておかなければならないことは、妹が姉に追いつく最も遠い地点（妹が姉に追いつく

最大の時間）は、家から2400ｍ離れた美術館である（姉と妹が同時に到着する）とい

うことである。この時の姉と妹の動きについて各グループで貼り絵を動かしてながら、

等しい関係を見いだし方程式を立式させ解を求めさせたい。

① 時間の関係から等しい関係を見つけた生徒は、姉と妹の動きから

姉が家からＡ地 姉がＡ地点から美 妹が家を出るま 妹が家から美術

点まで歩く時間
＋

術館まで歩く時間
＝

での時間
＋

館まで進む時間

と考え、このことから、

姉が家から美術館まで歩く時間をx分とすると、

80x＝2400

x＝30

よって、姉は家から美術館まで30分で到着する。

また、妹が家から美術館まで進む時間をy分とすると、

240y＝2400

y＝10

よって、妹は家から美術館まで10分で到着する。

この姉と妹の時間差（30分－10分）より姉が家を出発してからＡ地点まで歩く時

間は20分となり、姉が家を出発してから20分以内に妹が家を出れば妹は姉に追いつ

くことが分かる。

② 道のりの関係から等しい関係を見つけた生徒は

姉が家からＡ地点まで
＋

姉がＡ地点から美術
＝2400

歩く道のり 館まで歩く道のり

と考え、このことから、
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妹は家から美術館まで10分で到着するので

姉がＡ地点から美術館まで歩く道のりは80×10＝800ｍだから

80x＋800＝2400

x＝20

姉は家からＡ地点まで歩いて20分かかるので、姉が家を出発してから20分以内に

妹が家を出れば妹は姉に追いつくことが分かる。

姉と妹の動きから、必ずしもこのような手順で課題を解決していくとは限らない。

方程式と言葉による説明を組み合わせながら、他者が聞いて理解できる説明ができる

よう指導していきたい。

(3) 指導目標

文字を含む等式から、文字の値を求める方法を理解し、これを用いることによって、

実際の問題が形式的、能率的に処理できることを知り、さらにその方法が活用できる

ようにする。そのために、

① 方程式とその解の意味を理解する。

② 等式の性質を見いだし、それを利用して式を形成することで、方程式が解けるこ

とを知る。

③ 一元一次方程式の解法を理解し、その解法に習熟する。

④ 方程式を利用して問題解決ができるようにする。

(4) 研究との関わり

方程式の導入では上皿天秤を用いて具体的なイメージで等式の性質を把握したり、

方程式を形式的に操作して解を求めることを学習した。

次に、方程式の利用では、等式の関係が比較的考えやすいものから順に、代金に関

する問題、個数の過不足に関する問題、道のり･速さ・時間に関する問題を言葉の式

や図、表などを利用して方程式を立式して問題を解くことを学習した。

本時は教科書の問題から、「妹が姉を追いかける場合に、姉に追いつくには姉が出

発してから何分以内に追いかければよいのか。」という発展的な課題を設定した。姉

と妹を貼り絵で表したり、パワーポイントを用いたりして姉と妹の動きを、動的に見

ることができるようにした。そして、姉と妹の動きから時間や距離について等しい関

係を見つけ出させた。これらの工夫により、課題読み取りの個人差を補うとともに、

知的好奇心を高揚させることができた。

学習課題に合わせて貼り絵を動かした動的な見方は、まず各グループで行い、その

後に学級全体で確認を行った。課題解決の大切な見方である妹が姉に追いつくとはど

のようなことか、追いつかない場合とはどのようなことを学級全体で確認した。

【追いつく場合】 【追いつかない場合】
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また、貼り絵やプレゼンテーションソフトを使うことで、生徒に動的に見るという

ことを意識させることができた。

生徒が互いに学び合い、思考力・判断力・表現力等を高めることができるようにす

るために、次のような授業の工夫を行った。

① 貼り絵を用いながら、姉や妹の動きを確認し合う。

② 言葉の式や方程式の妥当性を確認するために貼り絵を用いる。

③ 理解や説明が不十分である生徒の考えを引き出すために用いる。

④ プレゼンテーションソフトのシートは生徒の反応によってすべてを見せずに、

生徒の考えや説明を引き出すための補助として用いる。

(5) 課題の工夫

① 貼り絵を動かしながら姉と妹の動きから等しい関係を見つける。

② 等しい関係から言葉の式や表、方程式をつくる。

③ 動的な見方ができるように貼り絵やプレゼンテーションソフトを用いる。

(6) 指導計画

次 項 主 な 内 容 時間数

１ 方程式とその解 ○等式、右辺、左辺、両辺、方程式の解 １

方程式を解く意味

２ 等式の性質と方程式 ○等式の性質 ２

○等式の性質を利用して、簡単な方程式を解く

こと 13

３ 方程式の解き方 ○移項の考え ３ 時

○一元一次方程式を解く手順 間

○形式的に解くという代数的な操作のよさ 扱

４ 方程式の利用 ○問題の中から、等しい数量関係を方程式にし ５ い

て表すこと 本時

○方程式を使って求めた答えが問題にあってい 5／5

るかどうかの吟味

５ 章末問題 ２

(7) 本時の目標

① 等しい関係を見つけて方程式を立式しようとする （関心・意欲・態度）

② 図、表、言葉の式から方程式を立式して、課題を考察することができる。

（数学的な見方や考え方）

③ 課題を解決するまでの道筋を説明することができる。 （表現・処理）

④ 課題の解決に方程式が活用できることを理解している。 （知識・理解）
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(8) 展開

学習活動 指導上の留意点 観点別学習状況の評価 具体的な手立て

１ 前時を振り返る。

・等しい関係から方程式を立

てて答えを求めた。

・貼り絵を使って姉や妹の動

きを確認した。

・妹が家を出る時間によって

は姉に追いつけない場合も

あった。

２ 学習課題を提示する。 ・学習課題を黒板

に掲示する。

学習課題

姉が、2400ｍ離れた美術館に向かって家を出発しました。妹が姉の忘れ物に気づき、

自転車で同じ道を追いかけました。

姉は分速80ｍ、妹は分速240ｍで進むとすると、姉が家を出てから何分後までなら妹は姉

に追いつくことができるでしょうか。

①前時の課題との違いを確認 ・ワークシートを ○学習課題を理解して ・求めること、

する。 配布する。 いるか。（知・理） 分かってい

・求めるものは何だろうか。 ることを読

・妹が追いつくことができる み取るよう

時間を求める課題である。 促す。

②学習目標を確認する。

学習目標

・学習課題から方程式をつくろう。

・方程式を解いて課題を解決しよう。

・前時の学習を利用して解け ・学習目標を掲示

ないだろうか。 し読み上げる。

・妹が25分後に家を出る場合

は追いつけなかった。

３ グループ学習を行う。

①解決の見通しを立てる。 ・グループに貼り ○意見を交換しながら ・貼り絵を動

・追いつくとは、姉と妹の道 絵を配布して姉 姉と妹の動きを考え かしながら

のりが等しくなることだ。 と妹の動き考え ようとしているか。 考えるよう

・姉が家を出てすぐに追いか させる。 （関・意・態） 促す。

ければ必ず追いつく。 ・妹が姉に追いつ

・追いつく最も遠い場所は美 く場所を家から ○等しい関係について ・前時の図や

術館のところだ。 2400ｍ離れた美 図や言葉の式、方程 考え方、解

・美術館で追いつく場合を考 術館であると考 式で考えることがで き方を参考

えればよい。 えればよいこと きるか。 （見・考） にするよう

を押さえる。 促す。
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②全体で姉と妹の動きを確認 ・必要に応じてプ ○方程式を解き、解を ・等式の性質

する。 レゼンテーショ 求めることができる や移項を確

・黒板で貼り絵を使って確認 ンソフトのスラ か。 （表・処） 認させる。

する。 イド１を見せる

③自力解決する。

ア 姉が出発してｘ分後に妹が家を出るとして、道のりから考える。

(ｱ) 図示する。

2400ｍ 10分 80ｘｍ ｘ分 姉

美術館 Ａ 家

2400ｍ 10分（2400÷240） 妹

(ｲ) 言葉の式をつくる。

姉が家からＡ地点
＋

姉がＡ地点から美術
＝2400

まで歩く道のり 館まで歩く道のり

(ｳ) 方程式を立てる。

2400÷240＝10 より、妹は家を出てから10分後に姉に追いつくので、

80ｘ＋80×10＝2400

80ｘ＝2400－800

ｘ＝20 答え 20分後

イ 姉が出発してｘ分後に妹が家を出るとして、時間の関係から考える。

さらに姉がＡ地点から美術館までｙ分かかるとする。

(ｱ) 図示する。

2400ｍ
美術館 Ａ 家

ｙ分 ｘ分
姉

（10分） 妹
妹美術館 家

2400ｍ ０ｍ

240ｙ＝2400 より ｙ＝10

(ｲ) 言葉の式をつくる。

姉が家からＡ 姉がＡ地点か 妹が家を出る 妹が家から美

点まで歩く時 ＋ ら美術館まで ＝ までの時間 ＋ 術館まで進む

間 歩く時間 時間

(ｳ) 方程式を立てる。

姉から 80ｘ＋80ｙ＝2400

妹から 240ｙ＝2400

80ｘ＝2400－800

ｘ＝20 答え 20分後

(ｴ) 方程式を立てる。

妹から 240ｙ＝2400 よって、ｙ＝10 だから

姉から 80ｘ＋80×10＝2400

80ｘ＝2400－800

ｘ＝20 答え 20分後
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ウ 姉と妹がそれぞれ家を出てから美術館に着くまでの時間をｘ分、ｙ分として考える。

(ｱ) 図示する。

2400ｍ
美術館 家

ｘ分 姉

2400ｍ
妹

妹美術館 家
ｙ分 （ｘ－ｙ）分

妹が家を出るまでの時間は（ｘ－ｙ）分と表せる。

(ｲ) 言葉の式をつくる。

姉が家から美術館
－

妹が家から美術館ま
＝

妹が家を出るまで

までかかる時間 でかかる時間 の時間

(ｳ) 方程式を立てる。

姉から 80ｘ＝2400 より、ｘ＝30

妹から 240ｙ＝2400 より、ｙ＝10

よって、ｘ－ｙ＝30－10

＝20 答え 20分後

エ 妹が家を出るまでの時間を基にして考える。

(ｱ) 表化する。

・姉と妹の速さの差から、姉との道のりは１分間に160ｍずつ縮まる。

妹が家を出るまでの時間(分） １ ２ ３ ４ ・・・ ｘ

姉の家からの道のり（ｍ） 80 160 240 320 ・・・ 80ｘ

妹が追いつくまでの時間（分） 0.5 １ 1.5 ２ ・・・ 80ｘ／160

追いつくまでの道のり（ｍ） 120 240 360 480 ・・・ 2400

・妹が家を出るまでの時間と追いつくまでの道のりは比例の関係にある。

(ｲ) 方程式を立てる。

・変化から、 １：ｘ＝120：2400 80：80ｘ＝120：2400

120ｘ＝2400 １：ｘ＝１：20

ｘ＝20 ｘ＝20

答え 20分後 答え 20分後

・対応から、 １:120＝ｘ：2400 80：120＝80ｘ：2400

120ｘ＝2400 ２：３＝ｘ：30

ｘ＝20 ｘ＝20

答え 20分後 答え 20分後

オ 前時の解答を利用して考える。

(ｱ) 表化する。

・姉が家を出た10分後に追いかけると、妹は５分後に追いつき、その地点は家から

1200ｍで家と美術館の道のりのちょうど中間であった。

姉が家を出てからの時間（分） 10 ｘ

妹が追いつくまでの時間（分） ５ 80ｘ／160

追いつくまでの道のり（ｍ） 1200 2400

・姉が家を出てからの時間と追いつくまでの道のりは比例の関係にある。
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(ｲ) 方程式を立てる。

・変化から、 10：ｘ＝1200：2400 ５：80ｘ／160＝1200：2400

1200ｘ＝24000 10：ｘ＝１：２

ｘ＝20 ｘ＝20

答え 20分後 答え 20分後

・対応から、 10:1200＝ｘ：2400 ５：1200＝80ｘ／160：2400

1200ｘ＝24000 １：240＝ｘ：4800

ｘ＝20 ｘ＝20

答え 20分後 答え 20分後

④グループ内で解決のしかた ・意見交換の様子

について意見交換する。 や考え方等を確

・姉と妹の動きを貼り絵を使 認する。

って確認する。 ・必要に応じてプ

・考え方の共通点や相違点に レゼンテーショ

ついて確認し合う。 ンソフトのスラ

・分かりやすく説明する。 イド２、３を見

・分からないことは質問する。 せる。

・図、表、言葉の式と方程式 ・全体での発表の

を対置させながら意見交換 準備をさせる。

をする。

４ グループの代表が解き方を

発表する。

①発表する。 ・黒板に図や解き ○友達に理解してもら ・図や表と方

・図や表を用いて考え方を説 方等をかくよう えるような説明がで 程式を対置

明する。 に指示する。 きるか。 （表・処） させるなど

・何をｘとして方程式を立てた ・発表の支援をす 工夫を示唆

のか発表する。 る。 する。

・等しい関係にあるものを何と

したのか発表する。

②意見交換する。

・理解できない点を質問する。

・新たに気付いたことを理解す

る。

５ 本時のまとめをする。

①本時の学習を振り返る。 ・前時の学習を含

・課題の困難点、着想、手続 めて振り返らせ

き等を基に振り返る。 る。

・友達の考えや発表等のよか

った点を振り返る。

②本時をまとめる。

・図や表により姉と妹の動き

が分かりやすくなる。
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・等しい関係に着目して方程

式を立式する。

(9) 資料 プレゼンテーションソフトのスライド

スライド１ スライド２

スライド３ スライド４

スライド５ スライド６
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ワークシート

学習課題

姉が、2400ｍ離れた美術館に向かって家を出発しました。妹が姉の忘れ物に

気づき、自転車で同じ道を追いかけました。

姉は分速80ｍ、妹は分速240ｍで進むとすると、姉が家を出てから何分後まで

なら妹は姉に追いつくことができるでしょうか。

(1) 問題文より、「追いつく」ことをどのように考えたらよいでしょうか。姉と妹の動

きを理解しましょう。

(2) 姉と妹の動きの中で、等しい関係を見つけ、言葉の式や方程式をつくりましょう。

(3) 方程式を解いて、姉が家を出てから何分後までなら妹は姉に追いつくかを求めまし

ょう。

Ａ

組 番 氏名
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５ 授業分析

(1) 生徒の反応

（Ｔ：教師の発問、指示 Ｓ：生徒の反応）

① 学習課題について個人で考えた後に貼り絵を動かしながらグループで姉と妹の動

きを確認する場面

Ｔ ・学習課題を読み、姉と妹の貼り絵を動かしながら等しい関係を見つけよ

う。

Ｓ１ ・「追いつくこと」を姉と妹が進んだ道のりが等しいと考えると、姉が家

を出てから妹が姉に追いつく時間と場所はたくさんあります。

Ｔ ・そうですね。ですから、姉と妹の貼り絵を動かしながら妹が姉に追いつ

く限界の場面を理解する必要がありますね。

Ｓ２ ・姉と妹との貼り絵を動かしながら、妹が姉に追いつくぎりぎりを考える

と姉と妹が同時に美術館に到着する時だとわかりました。

Ｔ ・姉と妹が同時に美術館に到着するためには、姉が家を出てから何分後に

妹は家を出るかを求めることになります。

Ｓ３ ・そのためには、姉がある地点を通過するまでに妹は家を出れば姉に追い

つけます。でも、姉がその地点を過ぎてから妹が家を出たのではできま

せん。

Ｓ４ ・だから、姉が通過するその地点や姉妹が進む道のり2400ｍを考えて答え

が出せると思います。

Ｔ ・では、これまでに学習したことを使って答えを導き出しましょう。

〔考察〕 妹が追いかける間にも姉も動く様

子を念頭操作で考えることが困難な

生徒もいる。しかし、貼り絵を用い

ることで姉や妹の動きを動的に見る

ことができている。教具の工夫が生

きた。

また、教師の支援が生徒同士の考

えを結び付け、生徒が解き方の見通

しを立てている。伝え合うこと、解

釈することで学び合いが進められて

いる。

② グループで確認した姉と妹の動きを全体で共有する場面

Ｔ ・学習課題を読んで姉と妹の貼り絵を動かしながら解決していきます。

（姉の貼り絵をゆっくり動かす。）

Ｓ１ ・あれ、姉は美術館に到着しちゃったよ。妹の貼り絵も動かさないと姉に

追いつけないよ。

Ｓ２ ・先生、もう１回お願いします。

Ｔ ・姉が家を出ました。（生徒が時間差を付けて妹の貼り絵を動かす。）

Ｓ１ ・姉に追いつきました。

Ｓ２ ・まだ、美術館に行く途中だから、もう少し妹が遅く家を出ても姉に追い

つけます。

Ｔ ・もう１回貼り絵を動かしてみましょう。

Ｓ３ ・姉と妹の貼り絵が同時に美術館に到着しました。これが、妹が姉に追い

つくぎりぎりの場所です。
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（グループ学習で姉と妹の動きを確認できた生徒の発言）

Ｓ４ ・姉と妹の貼り絵を美術館から逆に動かすと、妹が家を出たときの姉の位

置が分かるよ。（黒板上で貼り絵を固定して説明する。）

Ｔ ・それでは、これまで学習してきたことを活用しながら解答を導き出して

みよう。

〔考察〕 グループ学習では、グループによっ

ては話合が不十分であったり、理解が

できていない生徒がいたりする場合な

どがある。

学級全体でグループのなかで考えた

事柄を出し合い、補い合いながら課題

解決へと向かうことが大切である。あ

きらめない、分からないままで終わら

ない生徒の育成を行っている。

また、理解していたつもりでもあっても他者の意見から新しい見方や考

え方を知ったり、気付いたりすることがある。Ｓ４の発言によって他の生

徒は新たな見方を知ることができた。このような経験を積ませ、学び合い

を通して、知識・技能を習得し、活用していくことを進めることができた。

(2) 授業の分析

① 前時の学習

課題１

姉が、2400ｍ離れた美術館に向かって家を出発しました。それから10分たって

妹が姉の忘れ物に気づき、自転車で同じ道を追いかけました。

姉は分速80ｍ、妹は分速240ｍで進むとすると、妹は出発してから何分後に姉

に追いつくでしょうか。

課題２

妹が25分後に姉を追いかけた場合、妹は姉に追いつくことができますか。

② 授業の様子

課題１について生徒は「追いつく」という言葉をキーワードに、

「姉が進んだ道のり＝妹が進んだ道のり」

の言葉の式を作った。

このことより、生徒は

妹が姉に追いつくまでの時間をｘ分とし、

240ｘ＝80（10＋ｘ）より

ｘ＝５

妹は５分後に姉に追いつく。

ことを導いた。

しかし、５分後という答えが題意にあっているかの吟味を必要とすることに気

付く生徒はいなかった。そこで、課題２の布石として「妹が姉に追いつく場所は

家からどのくらい離れた地点であるか。」を問い、家から1200ｍ離れて地点である

ことを確認させた。
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課題２についても生徒は同様に、

240ｘ＝80（25＋ｘ）より

ｘ＝12.5

妹は12分30秒後に姉に追いつくことができる。

と、多くの生徒は導いた。妹が姉に追いつくと思われる12分30秒後の地点までの

距離を求めた生徒から追いつくと言えるだろうかという疑問が出され、全員で吟

味することになった。家からの距離が3000ｍとなるため、家から美術館までの間

では追いつけない、妹も美術館に入館しなければならない、妹が入館してもすぐ

に姉に会えるとは限らないなど、日常現実社会の文脈に落とし込んだ学習が行わ

れた。

③ 本時の学習へのつながり

前時の授業を受けて、「知識・技能を実生活に活用する力」を育成する授業を行

うために、学習が日常現実社会の文脈のなかに組み込まれていることが意識できる

授業を行った。

④ 本課題の発展的な取組

第２学年で、一次関数を用いて説明することをねらいとして、本課題を取り上

げることも考えられる。

グラフを用いて、妹が家を出る時間を考える。

妹が姉と一緒に 妹が家を出る時間を 姉に追いつく

家を出る。 少しずつ遅らせる。 限界の地点

上のグラフは、姉と妹の動きをグラフで示したものである。このグラフより生徒

は以下のことを読み取ることができる。

・家から2400ｍ離れた美術館に到着するまで姉は30分、妹は10分かかる。

・姉と妹のグラフの交点（30、2400）より、姉と妹は姉が家を出てから30分後に、

家
か
ら
美
術
館
ま
で
の
道
の
り
ｙ
（
ｍ
）

姉が家を出てから美術館に着くまでの時間 x（分）
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2400ｍ離れた美術館で追いつく。

・妹は姉が家を出てから20分後までに出発すれば、姉に追いつくことができる。

・
ｙ＝80x

ｙ＝240x－4800

連立方程式から、（x、y）＝（30、2400）となる。

グラフの交点から姉と妹は同じ時間に同じ場所にいること、つまり、妹は姉に追い

つくことを明確にすることができる。

本時の学習課題は、表を用いる、方程式を用いる、関数を用いるなど学習内容に

応じて学習を進めることができ、学力向上を図ることができる。

⑤ 生徒の感想

・はじめは、問題を読んでもよく理解できませんでしたが、グループで話し合った

り、黒板で貼り絵を動かしたりしているうちに問題が理解できて答えを導き出

す こ と が で き ま し た 。

・姉と妹の動きが分からなかったので、前の時間に勉強した表を作って問題を解き

ました。

・黒板上で動かした姉と妹の貼り絵を見て、方程式をつくり、問題を解くことがで

きました。

・貼り絵やプレゼンテーションソフトの動きで姉と妹の動きが理解できました 。

・姉と妹が同時に美術館に着けばよいと分かった後は、簡単に問題を解くことがで

きました。

・姉が歩く時間、妹が自転車で追いかける時間、妹 が 家 を 出 る ま で の 時 間

が ご ち ゃ ご ち ゃ に な っ て よ く 分 か り ま せ ん で し た 。

６ 成果と課題

(1) 成果

① 数学が得意でない生徒も貼り絵を使いながら、姉と妹の動きを理解し、表や方程

式を用いて学習課題を解決することができた。

② 個人で考えたことをグループで話し合うことや全体の場で発表することを通して

思考力、表現力を育成し学力の向上につなげることができた。

③ プレゼンテーションソフトの自作教材で姉と妹の動きを見せることによって、生

徒に動的な見方をさせることができた。

(2) 課題

① 方程式を立てる際に未知数ｘの定義を書いていない生徒が多く、何を求めるのか

明確になっていない。記述や発表の仕方について指導を充実させる必要がある。

② 方程式を立てて、解くことはできるが、説明する際に接続詞（～なので～です。

～だから～です。）がうまく使えず、筋道を立て論理的に説明することが充分では

なかった。

③ 思考力、表現力を高める手立てとして、ノートづくりや板書の仕方に一層の工夫

改善を進める必要がある。
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<実践事例２>

第1学年「比例と反比例」

ＩＣＴ活用による数学の学力向上を図る授業

１ 改善の方向

学力の定着・向上を図るためには、基礎的・基本的な内容の確実な定着と思考力・判断力・

表現力の育成、学習意欲を高めることが重要である。そこで、その手法として、ＩＣＴの活用

に着目した。

α１：日常的な事象を数学化すること

α１(2) ものごとの特徴を的確にとらえること

ＩＣＴの活用により、日常的な事象をビデオやＰＣの画面で視覚的にとらえることができ、

事象が理解しやすく、考えやすくもなる。このことが、分かる授業、楽しい授業の創造につ

ながる。

α２：情報を活用すること

α２(2) 必要な情報を適切に選択し判断すること

生徒に関心の高い視聴覚教材・コンピュータを用いることで、視覚的に情報をとらえて理

解力を高めること、また、これらのコンテンツを他の教師や学校と情報共有することによっ

て、より多くの子どもに還元する。

２ 研究および授業改善の視点

全国学力・学習状況調査の結果から、本校は知識

の活用に課題があることが分かった。そこで、生徒

がなかなかイメージできない数式と日常事象との関

わりを、ＩＣＴを活用した映像などの視覚的な教材

を用いることから理解力の向上を図った。

また、関数の根本的な考えである具体的な事象の

中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応

を調べることを通して、数量関係を見いだし、思考

力を高めることができる授業づくりに取り組んだ。

３ 実践のねらい

二つの数量の関係から関数関係をとらえることは

大切である。そのためには、二つの数量を関数的に

見ることや日常的な事象を関数と関連付けて考察す

ることができるように授業を工夫改善することが重

要である。

そこで、本実践ではガソリンの量と料金という日

常事象を用い、次に発展問題として日常事象から離

れた図形を用いて授業を進めた。そして、発展問題

ではＩＣＴの活用により、生徒が関心・意欲をもっ

て学習が進められるように工夫するとともに、二つの

数量の関係を生徒に見つけさせ、式化して考察できる

ことをねらいとした。
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４ 実践概要

(1) 題材名 第１学年「比例と反比例」

(2) 題材について

小学校においては、第４学年では伴って変わる二つの数量について、関係を調べたり、変

化の様子を折れ線グラフに表し、変化の特徴を読み取ったりすることや身の回りから伴って

変わる二つの数量を見つけ、数量の関係を表やグラフに表し調べることを学習している。第

５学年では、表を用いて、伴って変わる二つの数量の関係を考察し、簡単な場合について比

例の関係があることを知ることを学習している。また、数量の関係を表す式について理解を

深め、簡単な式で表される関係について対応や変わり方に着目することを学習している。第

６学年では、比例の関係について理解し、これを用いて問題を解決することや、比例の関係

について理解を深めることをねらいとして反比例について知ることを学習している。

本題材の比例は、小学校では第５学年と第６学年でスパイラルな教育課程に基づいて取り

扱われている題材であり、簡単な場合について表やグラフを用いてその特徴を調べている。

中学校第１学年では、小学校の基礎の上に立ち、具体的な事象の中にある二つの数量の変

化や対応を調べることを通して、比例、反比例の関係を見いだし表現し考察する能力を伸ば

すとともに、具体的な事象の中から伴って変わる二つの数量を取り出して、その変化や対応

の様子に着目し、関数関係の意味を理解できるようにしている。そして、関数関係を見いだ

し表現し考察する能力を中学校３年間を通して徐々に高めていく。

(3) 指導目標

具体的な事象の中にある伴って変わる２つの数量に注目して、比例や反比例の関係を見い

だし、その変化や対応の様子を考察することを通して理解を深め、利用できるようにする。

そのために、

① 具体的な事象の考察を通して、比例、反比例の意味を理解する。

② 座標の意味を理解する。

③ 比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を理解する。

④ 比例、反比例の見方や考え方を、具体的な事象の考察に活用できるようにする。

(4) 研究との関わり

第１学年で扱う「比例と反比例」はこれから先の関数の学習の基礎となるものである。特

に、座標の意味を確実に理解し、比例や反比例の関係をグラフに表すことを通してその特徴

を把握することは、今後の学習にもつながる内容であるので、その手法をきちんと理解させ

ておきたい。また、式やグラフの扱いなどで形式的な指導に偏ることのないよう、場面設定

を工夫し、生徒が意欲的に関数関係をとらえ、学ぶ意義を理解できるように展開することが

大切である。そして、これまでに学んだ比例や反比例の知識や見方・考え方を基にして、日

常生活における様々な事象を考察することで「振り返り」を図る、理解を一層深めるととも

に、比例や反比例を学習することの意義や有用性を理解させたい。

本実践では、ガソリンの量を２倍、３倍…になると、料金も２倍、３倍…になることから

比例していることを学習した。発展問題として段数の問題ではコンピュータを使用すること

で、生徒に学習意欲や考える力を高める実践を行った。

これらの「日常事象を扱うこと」、「生徒に関心の高いＩＣＴの活用を行うこと」により、

活用する力を養い、思考力・表現力を高め学力を向上させることを目指した。
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(5) 課題の工夫

① 日常事象を取り扱う場面を設定する工夫

第１学年で扱う「比例と反比例」はこれから先の関

数の学習の基礎となるものである。特に、式やグラフ

の扱いなどが形式的な指導に偏ることのないよう、「ガ

ソリンの量と料金」という日常の事象を取り扱い、実

際に料金がガソリンの量に伴い変化していく様子をビ

デオで見せるなど学習素材の提示を工夫した。そして、

生徒が意欲的に関数関係をとらえ、学ぶ意義が理解で

きるように展開した。

② 発展問題とＩＣＴ活用による理解の向上を図る工夫

これまでに学んだ比例や反比例の知識や見方・考え

方を基にして、様々な事象を考察することで学習の振

り返りを図り、理解を一層深めるとともに、比例や反

比例を学習することの意義や有用性を考えさせた。

そこで、正方形の段数が増えるに伴って変わる量を

課題として取り扱った。伴って変わる量を念頭でイメ

ージすることは難しいが、ＩＣＴを活用し、視覚的に

とらえることで理解することができた。

③ コースの違い

ア 基礎コース

基礎コースの生徒は、数学に対して苦手意識をもっている生徒が多い。表やグラフから関

係を見いだしたり、様々な事象を考察したりすることを難しいと感じている生徒も多い。ま

た、既習事項が身に付いていないため、一人で課題解決するのは困難であると考えられる。

そのために、一斉指導で他の生徒の考えを聞いたり、教師からヒントを与えたりと指

導方法の工夫が大切になってくる。そこで、ブラックボックスを教材で用いた。「猿」

というカードをブラックボックスに入力すると「ザル」になって出力される。その様子

を見せてブラックボックスでどのような変化が生じたか考えさせる。

その後、「３」を入力すると「６」が出力され、「４」を入力すると「８」が出力さ

れることからｙ＝２ｘという比例の式化へつなげた。

また、グループで話し合うなど授業形態も工夫し、できるだけ自らの力で課題を解決

させ、問題が解ける達成感を味わわせるようにした。

イ 発展コース

発展コースの生徒は、計算は速く数学は得意であるという意識がある。しかし、文章

題や数学的に表現することには、まだまだ苦手意識をもっている生徒が多い。はやとち

りをしてしまうこともあるので、じっくりと問題を読み、適切な解答を導けるようにし

たい。

比例の学習では、特にｘに伴ってｙが変わるという変数について充分に理解させたい。

そこで第２学年の一次関数、第３学年の関数ｙ＝ａｘ２の事象も含まれる正方形を積み

重ねていく問題を与えた。求めた関数の式が比例していない理由を考察させ、第２、３

学年の学習につながっていくことも視野に入れて、考える力や学ぶ意欲の向上につなが

るように、個に応じた指導を工夫した。
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(6) 指導計画

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

単 具体的な事象の中にある二つの 事象の中にある対応関係や依存、 二つの数量の変化を比例、反比例 比例、反比例の関係や座標の意味、
元 数量の変化や対応を調べること 因果などの関係に着目するなどし の関係としてとらえ、表、式、グ 比例、反比例の関係を表す表、式、
の を通して、比例、反比例の関係 て、変化や対応などについての見 ラフなどを用いて表現したり、数 グラフの特徴、問題解決への利用
評 を見いだし表現し考察したりす 方や考え方を身に付け、事象に潜 学的に処理したりすることができ の仕方を理解している。
価 ることに関心をもち、こうした む関係やきまりをとらえたり、見 る。
規 見方や考え方を意欲的に問題の 通しをもち順序よく筋道を立てて
準 解決に活用しようとする。 考えたりすることができる。

基礎コース 発展コース 基礎コース 発展コース 基礎コース 発展コース 基礎コース 発展コース

①ブラックボ ①具体的な事象 ①伴って変わる ① 2 つの数量関 ①比例の関係を ①比例の関係を ①変数、定数、 ①変数、定数、
ックスについ の中から、比例 2 つの数量が比 係に着目し、変 式に表すことが 手際よく式に表 比例、比例定数 比例、比例定数
て、はたらき の 関 係 を み つ 例の関係にある 化や対応から的 できる。 す こ と が で き の意味を理解し の意味を説明す
を見つけるこ け、式に表そう か判断すること 確に比例の関係 る。 ている。 る こ と が で き
とに関心をも とする ができる。 を見いだすこと る。
ち、意欲的に ができる。
問題の解決に
取り組もうと
する。

②座標平面に ②自ら進んで、 ②平面上の点の ②平面上の点の ②座標平面に表 ②座標平面に表 ②ｘ軸、ｙ軸、 ②ｘ軸、ｙ軸、
表された点の 座標平面に表さ 位置を表すため 位置を表すため された点の位置 された点の位置 座標軸、原点、 座標軸、原点、
座標を読みと れた点の座標を に、負の数まで に、負の数まで を 読 み 取 っ た を 読 み 取 っ た 座標、ｘ座標、 座標、ｘ座標、
ったり、点を 読みとったり、 拡張した座標を 拡張した座標を り、与えられた り、与えられた ｙ座標などの意 ｙ座標などの意
座標平面に表 点を座標平面に 用いることがで 考え、座標を用 点を座標平面に 点を座標平面に 味を理解してい 味を説明するこ
したりしよう 表したりしよう きる。 いて平面上の点 表したりするこ 的確に表したり る。 とができる。
とする。 とする。 が一意的に表さ とができる。 することができ

れている見方が る。
できる。

③ｘの変域を ③ｘの変域を負 ③比例のグラフ ③比例のグラフ ③比例のグラフ ③比例のグラフ ③比例のグラフ ③比例のグラフ
負の数にまで の数にまで広げ の特徴を見いだ の特徴やグラフ をかいたり、グ を正確かつ能率 のかき方やグラ のかき方やグラ
広げた比例の た比例のグラフ す こ と が で き をかく方法を見 ラフから比例の 的にかいたり、 フの特徴を理解 フの特徴を十分
グラフをかこ を明瞭にかこう る。 いだすことがで 式を求めたりす グラフから比例 している。 に 理 解 し て い
うとしたり、 としたり、かい きる。 る こ と が で き の式を正しく求 る。
その特徴を調 たグラフを基に る。 めたりすること
べたりしよう して、その特徴 ができる。
とする。 を調べたりしよ
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うとする。

④面積一定の ④面積一定の長 ④ 2 つの数量関 ④ 2 つの数量関 ④反比例の関係 ④反比例の関係 ④反比例、比例 ④反比例、比例
長方形の縦と 方形の縦と横の 係に着目し、変 係に着目し、変 を式に表すこと を手際よく式に 定数の意味を理 定数の意味を説
横の長さの関 長 さ の 関 係 か 化や対応から反 化や対応から的 ができる。 表すことができ 解している。 明することがで
係から、反比 ら、反比例の関 比例の関係を見 確に反比例の関 る。 きる。
例の関係を見 係を見つけ、式 いだすことがで 係を見いだすこ
つけようとす に 表 そ う と す きる。 とができる。
る。 る。

⑤反比例のグ ⑤反比例のグラ ⑤反比例のグラ ⑤比例のグラフ ⑤反比例のグラ ⑤反比例のグラ ⑤反比例のグラ ⑤反比例のグラ
ラフをかこう フを明瞭にかこ フの特徴を見い の特徴と対比し フをかいたり、 フを正確かつ能 フの特徴や双曲 フの特徴や双曲
としたり、そ うとしたり、か だすことができ て、反比例のグ グラフから反比 率 的 に か い た 線について理解 線について十分
の特徴を調べ いたグラフをも る。 ラフの特徴を見 例の式を求めた り、グラフから している。 に 理 解 し て い
ようとする。 とにして、その いだすことがで りすることがで 反比例の式を正 る。

特徴を調べよう きる。 きる。 しく求めたりす
とする。 る こ と が で き

る。

⑥コピー用紙 ⑥コピー用紙の ⑥身の回りの事 ⑥身の回りの事 ⑥身の回りの事 ⑥身の回りの事 ⑥比例、反比例 ⑥比例、反比例
の枚数や体育 枚数や体育館の 象から、比例や 象から、比例や 象を、比例、反 象を、比例、反 が事象のどのよ が事象のどのよ
館の椅子並べ 椅子並べなどの 反比例の関係を 反比例の関係を 比例の考え方を 比例の考え方を うな場面で用い うな場面で用い
などの身のま 身のまわりのこ 見つけたり、身 見つけたり、身 用いて正しく表 用いて正しく表 られているかを られているかを
わりのことが とがらを、比例 のまわりの事象 のまわりの事象 現したり、正確 現したり、正確 十分に理解して 十分に理解して
らを、比例や や反比例の考え を、比例、反比 を、比例、反比 かつ能率的に処 かつ能率的に処 いる。 いる。
反比例の考え 方を積極的に利 例の見方や考え 例の見方や考え 理したりするこ 理したりするこ
方を積極的に 用して解決しよ 方を通して考え 方 を 通 し て 考 とができる。 とができる。
利用して解決 うとする。 たり、問題の解 え、問題の解決
しようとする。 決に利用してい に利用していく

く こ と が で き ことができる。
る。
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指導と評価の計画（13時間扱い □が本時）
学習内容とねらい 学習活動における

時 具体な評価規準との関連
間 ※表中の①～⑥は、指導計画の４観点 関心・ 見方・ 表現・ 知識・ 評価方法

の項目番号示す。 意欲・ 考え方 処理 理解

態度

基 発 基 発 基 発 基 発
礎 展 礎 展 礎 展 礎 展

１ 比例 ・観察
１ （１）比例の式 ・発表

・比例、反比例の意味を理解すること。 ① ① ① ① ① ① ① ① ・ノート
・比例、反比例を表、式、グラフなどで

表し、それらの特徴を理解すること。

２ （１）比例の式 ・観察
・比例、反比例を表、式、グラフなどで ① ① ・ノート

表し、それらの特徴を理解すること。

３ （１）比例の式 ・発表
・比例、反比例を表、式、グラフなどで ① ① ・ノート

表し、それらの特徴を理解すること。 ・小テスト

４ （２）座標 ② ② ② ② ② ② ② ② ・ノート
・座標の意味を理解すること。

５ （３）比例のグラフ ・ノート
・比例、反比例を表、式、グラフなどで ③ ③ ③ ③ ③ ③

表し、それらの特徴を理解すること。

６ （３）比例のグラフ ・ノート
・比例、反比例を表、式、グラフなどで ③ ③ ④ ④ ③ ③ ③ ③ ・小テスト

表し、それらの特徴を理解すること。

７ ２ 反比例 ・観察
（１）反比例の式 ・発表
・比例、反比例の意味を理解すること。 ④ ④ ④ ④ ・ノート
・比例、反比例を表、式、グラフなどで

表し、それらの特徴を理解すること。

８ （１）反比例の式 ・ノート
・比例、反比例を表、式、グラフなどで ④ ④ ④ ④

表し、それらの特徴を理解すること。

９ （２）反比例のグラフ ・ノート
・比例、反比例を表、式、グラフなどで ⑤ ⑤ ⑤ ⑤

表し、それらの特徴を理解すること。

10 （２）反比例のグラフ ・ノート
・比例、反比例を表、式、グラフなどで ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ・小テスト

表し、それらの特徴を理解すること。

11 ３ 比例、反比例の利用 ・観察
（１）比例、反比例の利用 ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ・発表
・比例、反比例の見方や考え方を活用で ・ノート

きること。

12 練習問題 ・ノート
・比例、反比例の見方や考え方を活用で

きること。

13 練習問題 ・小テスト

・比例、反比例の見方や考え方を活用で

きること。
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(7) 本時の目標 ＜発展コース＞

① 具体的な事象の中から、比例の関係を見つけ、式に表そうとする。 （関心･意欲･態度）

② ２つの数量関係に着目し、変化や対応から的確に比例の関係を見いだすことができる。

（数学的な見方や考え方）

③ 比例の関係を手際よく式に表すことができる。 （表現・処理）

④ 変数、定数、比例、比例定数の意味が分かる。 （知識・理解）

(8) 展開

※本校は校内ＬＡＮが整備されており、生徒が自分のパスワードでアクセスできるようにな

っている。本時の発展問題では、生徒がヒントを必要とする場合には、パソコンにログイ

ンして自分にあったヒントを得ることができるようになっている。

学習活動 指導上の留意点 観点別学習状況 具体的な手立て

の評価

１ ガソリンスタンドでガソリ

ンを入れる場面を映したビデ

オを見る。

・変わっていくものは何か考え

る。

・ガソリンの量と料金について

表にまとめる。

２ 式に表せないか考える。 ･表に表すよう促す。

○具体的な事象 ･「料金はガソリ

量（ℓ） １ ２ ３ ・・・ 10 の中から、比 ンの量の127

例の関係を見 倍」を、言葉

料金(円） 127 254 381 ・・・ 1270 つけ、式に表 の式に表して

そうとしてい みるよう促す。

・給油量が１ℓ 増えると127円 ・表を見て気付いた るか。

ずつ増えている。 ことをあげさせる （関・意・態）

・料金はガソリンの量の127倍

である。
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・ビデオの右端に表示されてい

る単価127円／Ｌと同じ数だ。

・給油量が２倍、３倍…になる

と、料金も２倍、３倍…にな

る。

・「料金＝127×量」 ･言葉の式の量のと

・「料金÷量＝127」 ころへ○を、料金

・ガソリンを○ℓ、料金□円と のところへ□をあ

すると、 てはめさせる。

「□＝127×○」 ・簡潔に表すにはど

「□÷○＝127」 うするか考えさせ

・ガソリンをｘℓ、料金をｙ円 文字を使うことに

とすると、 気付かせる。

「ｙ＝127ｘ」

「
＝127

」

○比例の定義と用語を知る。 ○変数、定数、 ・表や式を用い

比例、比例定 ながら説明す

ｙ＝ａｘ(ｙはｘに比例する) 数の意味を説 るよう促す。

↑ 明することが

比例定数 できるか。

・ｘが２倍、３倍…になると、ｙも２倍、３倍…に （知・理）

なる。

３ 発展問題に取り組む。

（問題）次の図のように１辺が２cmの正方形を図のように積み上げていくとき、段数が

変化するとそれにともなって変化していくものを見つけよう。

１段目 ２段目 ３段目

・段数が変わったときに、他に ・すべてが出なくと

変わるものは何か考える。 もよい。

①正方形の数 ・１つ見つけたら、

②全体の面積 他にないか考えさ

③周の長さ せる。

④底辺の長さ

⑤下の正方形の数

⑥高さ

⑦頂点の数

x

y
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４ 課題を知る。

（課題）比例になっているものを見つけて式に表そう。

（段数をｘとして、伴って変わる量をｙとしよう。）

５ 自力解決する。

① 正方形の数 ・必要に応じてパソ ○２つの数量関 ・表にまとめて

（ｙ＝ｘ
2
） コンのヒントを見 係に着目し、 みるよう促す。

段数 1 2 3 4 5 … るように指示する 変化や対応か ・「高さ」と「頂

数 1 4 9 16 25 … ・考えやすそうなも ら的確に比例 点の数」に注

② 全体の面積 のから取り組ませ の関係を見い 目させる。

（ｙ＝４ｘ
2
） る。 だすことがで

段数 1 2 3 4 5 … ・具体的に４段、５ きるか。

面積 4 16 36 64 100… 段の図をかいてみ （見・考）

③ 全体の周の長さ るよう促す。

（ｙ＝12ｘ－４）

段数 1 2 3 4 5 … ・比例になっていな

長さ 8 20 32 44 56 … いものについても ○比例の関係を ・表の変化や対

④ 底辺の長さ その理由を考えさ 手際よく式に 応の様子に着

（ｙ＝４ｘ－２） せる。 表すことがで 目してみるよ

段数 1 2 3 4 5 … きる。 う促す。

長さ 2 6 10 14 18 … ・③、④、⑤は、表 （表・処）

⑤ 下の正方形の数 を見るとｙが一定

（ｙ＝２ｘ－１） の増え方をしてい

段数 1 2 3 4 5 … るので、比例にな

数 1 3 5 7 9 … っていると考える

⑥ 高さ 生徒もいるので、

ｙ＝２ｘ（比例） なぜ比例していな

数 1 2 3 4 5 … いか考えさせる。

さ 2 4 6 8 10 …

⑦ 頂点の数

ｙ＝４ｘ（比例）

段数 1 2 3 4 5 …

数 4 8 12 16 20 …

６ 比例になっているものと、

その式、理由を発表する。

・ｙ＝ａｘの形になっているか ・比例はｙ＝ａｘの

ら、⑥と⑦は比例になってい 形であることを思

る。 い出させる。

・表から、段数が２倍、３倍… ・理解した生徒には

となると、数も２倍、３倍… 理解が不十分な生

になるから⑥と⑦は比例にな 徒の支援をさせる

っている。
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・表から、段数÷数が一定にな

っているから⑥と⑦は比例に

なっている。

７ 本時のまとめをする。

○ｙがｘに比例しているとき、

(1) ｘの値を２倍、３倍、４倍・・・すると、

ｙの値も２倍、３倍、４倍・・・となっていく。

(2) 対応するｘとｙの値の商 は一定で、比例定数 a に等しい。

・比例について確認する。 ・ガソリンや段数の

・本時の学習を振り返る。 問題の表、式と照

らし合わせながら

確認させる。

・生徒の言葉でまと

める。

x

y
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ワークシート

発展問題に挑戦!!

年 組 番 氏名

問題 次の図のように１辺が２cmの正方形を図のように積み上げていきます

・・・

１段目 ２段目 ３段目

(1) 段数が変化すると、それに伴って変化していくものを見つけよう。

(2) に伴って変化するものを記入し、表をうめてみよう。

段数 １ ２ ３ ４ ５ … 段数 １ ２ ３ ４ ５ …

段数 １ ２ ３ ４ ５ … 段数 １ ２ ３ ４ ５ …

段数 １ ２ ３ ４ ５ … 段数 １ ２ ３ ４ ５ …

(3) 比例になるものを見つけて式に表そう。(段数をｘ、伴って変わる量をｙとしよう。）
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５ 授業分析

(1) 生徒の反応について

（Ｔ：教師の発問、指示 Ｓ：生徒の反応）

① 日常事象(ガソリンの量と料金)と関数との関係を示す場面

Ｔ ・これは何でしょう。

Ｓ ・…あれだ、ガソリンスタンド。

Ｔ ・正解です。ガソリンの量が増えるに伴って、

何が増えますか。

Ｓ ・お金です。

Ｔ ・その通りですね。では、ガソリンの量が２倍

になると金額はどうなりますか。

Ｓ ・お金も増える。

Ｓ ・お金は２倍になる。

Ｔ ・そうですね。このように、ある数量が変化す

ると、もう一方も伴って変わっていくものに

ついて勉強していきましょう。

② 段数が変化すると、それに伴って変化していくものを見つける場面

Ｔ ・段数が変化すると、それに伴って変化してい

くものを見つけよう。

Ｓ ・ん～段の高さが高くなる。

Ｔ ・たしかに高くなっていますね。では、図は３

段目しかないので、４段目の高さはどうなる

かな。

Ｓ ・８cm。５段目もわかります。10cmです。

Ｔ ・理由も説明してください。

Ｓ ・１辺が２cmだから４段目は２×４で８cmです。

５段目は２×５で10cmです。

Ｔ ・そうですね。それでは、他にも伴って変化し

ていくものを見つけ、表や式を完成させまし

ょう。

〔考察〕どの生徒も関心をもって取り組んでいた。

また、発展的な段数の問に対しても、段数

が増えるのに伴って変わる量を見つけること

に一生懸命に取り組み考えていた。課題の表

を作成する際に、パソコンのヒントが何を表

しているのか真剣に考え、表の数値が正解し

ていたときの達成感を感得していた
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③ 生徒のワークシートより

段数が変化すると、伴って変化していくものを見

つける課題では、面積、正方形の数、周の長さに着

目する生徒が多かった。コンピュータのヒントを基

に、４段目、５段目の数量を予測して記入する生徒

が多かった。

しかし、一次関数y=aｘ+bの関係となる周の長さ

においても比例だと思い、式化を図る生徒が多かっ

た。そこでｘ(段数)の値を２倍、３倍…した場合、

ｙ(伴って変わる数量)の値はどう変化しているかを

考えさせて比例でないことを確認させた。

また、関数y=aｘ2の関係となる正方形の数の式化

は、発展的な内容となるため、比例の式化ができた

生徒にだけ行わせた。

(2) ＩＣＴの活用について

ＩＣＴの活用は、プロジェクター、パソコン等の準

備に手間がかかると言われがちだが、その苦労以上に

生徒たちの反応がよく、学習の遅れがちな生徒も最後

までしっかりと課題に取り組むことができた。

また、パソコンからヒントが出ることで、そのヒン

トに沿って、生徒自身がつまずきを改善しながら学習

を進めることができた

６ 成果と課題

(1) 成果

① 日常事象の数式化を図ることで、活用する力を育成できた。数学の活用する力を育成す

るため、関数の根本的な考え方である「伴って変わる量」について、ガソリンの量と料金

という日常の事象を数式化した。これにより、普段関数の勉強と日常が結びつかない子ど

もも関数が日常で使われていることを実感できた。

② ＩＣＴの活用により、発展的な課題にも積極的にチャレンジしようとする意欲につなが

った。

教具としてのコンピュータは、教師の指導方法を工夫改善していく道具であると同時に、

生徒が観察、操作や実験などの活動を通して学習を深めたり、数学的活動の楽しさを実感

したりできるようにするための道具でもある。段数が増えるごとに伴って変わる量を、コ

ンピュータで視覚的に得ることができ、また数学的に解釈し、表現することができた。そ

して、ＩＣＴの活用は生徒の関心を高め、発展的な課題にも積極的にチャレンジしようと

する意欲にもつながった。

③ ＩＣＴ活用により、個に応じた支援につながった。

生徒個人がそれぞれのコンピュータにログインし、課題に取り組むことできる。自分の

つまずきに応じて、何度も学習を振り返り確認している生徒もおり、コンピュータが有効

に使われていた。個に応じた支援につながったと考える。

以上の3点から、ＩＣＴ活用により個に応じた指導を充実させることでき学力向上の実践に

つながったと考える。

(2) 課題

① 実体験や視覚的にとらえた情報を理解する力を付けることが学力向上に効果的である。

特に関数関係のように伴って変わる二つの数量の関係をとらえる場面で有効である。
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段数の問題で、段数に伴って変わるものの値を考える場面があるが、コンピュータのヒ

ント(情報)を見ても理解できない生徒もいた。そのヒントが何を表しているのか読み取り、

解釈する力を身に付けることが学力向上に必要である。

② よりよいコンテンツの作成や教師のリテラシーの向上が必要である。

ＩＣＴの活用は生徒の関心や意欲を高め、基礎・基本の定着と思考力や判断力を育成す

るために有効でなければならない。そのためコンテンツの作成や教師自身のリテラシーが

課題である。

③ さらなる手法の選定、また教師間での共有化を図る。

今回はコンピュータを手法として用いたが、コンピュータは一つの道具であり、授業の

ねらいを達成するためにどのような活用の仕方が有効であるかを検討することが重要であ

る。今後、近隣の学校間で数学科教員のネットワーク化を図り、作成したコンテンツの共

有化を進めていくことも重要であると考える。
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＜実践事例３＞

第２学年「一次関数」

グループ学習を取り入れた

「帰納的な考えを基に演繹的な検証ができる」授業

１ 改善の視点

α２：情報を活用する

α２(2) 必要な情報を適切に選択し判断すること

ダイヤグラムを一次関数を基に考えることで、列車の運行の状況を読み取ったり、

追突事故や衝突事故を回避する方策を立てることができる。ダイヤグラムから課題解

決のために必要な情報を取り出し、考察・判断することは活用する力を高め学力を向

上させることにつながる。

β１：課題解決のための構想を立てること

β１(3) 方針にもとづいて証明（説明）すること

生徒がダイヤグラムを読み取り、課題を設定して解決を進めることは、主体的な学

習態度や問題解決能力の育成につながる。

その際にダイヤグラムを一次関数と見て解決の方針を立て、既習事項（式化、グラ

フ化等）を活用した解決の方法や、得られた結果を説明し伝え合うことは学力の向上

に大切なことである。

２ 研究及び授業改善の視点

国立教育政策研究所 教育課程研究センター 学力調査官 高須亮平氏は、中等教育資

料（2009.4）「全国学力・学習状況調査から中学校数学の授業改善へ」で、平成19、20

年度の調査結果から「事象を数学的に解釈して判断し、その理由や方法を数学的な表現

を用いて説明することについて課題がある。」と指摘している。

そして、調査結果と授業改善のポイントとして、関数について以下のようにまとめて

めている。

数学の教科観を問い直す観点から、

① 数学的活動を取り入れ、生徒が自分で数学を考えたり、学級で話し合ったり

する学習を大切にする。

② 式・表・グラフの関係を関連付けて理解できるようにする。

数学のポイントとなる内容を留意する観点から、

① 生徒は抽象化された文字や記号を使って数学的に表現する際に戸惑いを見せ

る。このため、数学的な見方や考え方を問う問題を解決する上で支障となり、

課題となる。

生徒の実生活の内容を取り入れる観点から、

① 生徒の実生活を授業で取り上げ、事象を数学的に解釈し、問題解決できるよ

うにすることが大切である。

また、学習指導要領で中学校数学科の関数指導の意義を、次の二つとしている

① 身の回りの具体的な事象を考察したり理解したりするためには関数的な見方や

考え方を必要とする場面が多いこと。

② いろいろな関数についての理解及びそれらの学習を通して養われる関数的な見
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方や考え方は、数学のいろいろな分野のこれまでの学習のとらえ直しやこれから

の学習において重要な役割を果たすこと。

生徒たちは校外学習や修学旅行でバスや列車の時刻表を利用して活動計画を立てる。

そこで、一次関数の発展的な学習（課題学習）として列車のダイヤグラムを取り上げた。

生徒がダイヤグラムを目的に応じて活用できるようにすることがねらいである。

３ 実践のねらい

文部科学省の「学力向上アクションプラン」の「学力の質の向上」の項目に「学ぶこ

との楽しさを体験させ、学習意欲を高めるとともに、学びの質を向上させる。」が示さ

れている。また、国立教育政策研究所の日常生活教材作成研究会の報告には、「学習内

容が日常生活のどのような場面に活かされているか。」を明らかにすることにより、学

ぶことの意義を伝え、学習意欲を高める旨の報告がある。

学校で学んでいる内容が、日常生活でどのように活用されているか、自分の将来にど

のように役立つのか、といことを具体的に知ったりイメージすることによって学ぶ意義

を見いだすことができる。

本時は一次関数が、列車のダイヤグラムを読んだり、作ったりするのに必要であるこ

とを学ぶ授業である。そして、学習の途中段階で帰納的に得られた事実を、次に式に表

し演繹的に検証できる授業である。このように知識・技能を実生活に活用していく力を

育成する授業を行うことは重要なことである。

４ 実践概要

(1) 題材名 第２学年「一次関数」

(2) 題材について

小学校では第４学年までに、伴って変わる二つの数量の関係を調べたり、変化の様

子を折れ線グラフに表し、変化の特徴を読み取ったりすることや、身の回りから伴っ

て変わる二つの数量を見つけ、数量の関係を表やグラフに表し調べることを学習して

いる。

第５学年においては、表を用いて、伴って変わる二つの数量の関係を考察し、簡単

な場合について比例の関係があることを知ることを学習している。また、数量の関係

を表す式について理解を深め、簡単な式で表される関係について、対応や変わり方に

着目することを学習している。

第６学年においては、比例の関係について理解し、これを用いて問題を解決するこ

とや、比例の関係について理解を深めることをねらいとして反比例について知ること

を学習している。

中学校第１学年では、「…と…は関数関係にある」、「…は…の関数である」ことの

意味を理解し、数量の関係の基本的なモデルとして小学校算数科で学習した比例、反

比例を関数としてとらえ直す。そのために、一方の値が決まれば他方の値が一つ決ま

るという見方、変数と変域、座標などの概念について学習する。

続いて第２学年においては、第１学年の比例の学習の発展として、一次関数を取り

上げ、表、式、グラフを相互に関連付けながら、グラフの特徴や変化の割合など関数

の理解を深めることになる。一次関数の活用については、一次関数を用いて具体的な

事象をとらえ説明する。そのために、具体的な事象を式で表現することによって、そ

れが一次関数であると考えられるかどうかを判断したり、具体的な事象に関する観察

や実験の結果を一次関数とみなすことによって、未知の状況を予測したりできるよう

にする｡その際、判断の根拠や予測が可能である理由を他者に説明することができる
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ようにする。

また、二元一次方程式ax＋by＋c＝0 で、b ≠ 0 の場合は、変数ｘの値が一つ決ま

れば、ｙの値がただ一つ決まることから、二つの変数ｘとｙの関数関係を表す式とみ

ることができる。このような見方を通して、方程式と関数が統合的に理解できるよう

に指導する。

(3) 指導目標

具体的な事象の中から .二つの数量を取り出し、変化や対応を調べることを通して、

一次関数について理解を深めるとともに、関数関係を見いだし表現し、考察すること

ができるようにする。

① 事象の中にある一次関数を見いだし、表現することができる。

② 表、式、グラフを用いて、一次関数の特徴を調べることができる。

③ 具体的な事象の考察に、一次関数を活用することができる。

④ 二元一次方程式を、関数を表す式と見ることができる。

(4) 研究との関わり

前述したように、生徒が学習内容が日常生活でどのように活用されているかなど、

具体的に知ることは学習を進める上で大切なことである。

日常現実社会・人間とのつながりの文脈に落とし込む教材を考える場合、学習内容

が生徒の内面に必要感や有用感を生じさせるものでなければならない。学習内容と現

実社会の事象とのつながりは、学習内容の一つ一つの部分が様々に生かされ合いなが

らより広い分野である現実社会（全体）に活用できる関係にある。断片的な知識の詰

め込みであっては現実社会（全体）に活用させることは難しい。学習内容（部分）と

現実社会（全体）とのつながりをつける視点（ホリスティック（holistic））に立っ

た学習指導方法が必要である。

本時の学習では、時刻表やダイヤグラムを通して、

① 時刻表やダイヤグラムを読んだり、表現したりする。

② ダイヤグラムを読んで、生徒自身が課題を設定する。具体的には、ダイヤグラム

の交点について考察する。

③ 列車が追突する事故（ダイヤグラムの交点）を回避するための手立てを考察する。

これらの学習を通して、

① グループ学習で班員の議論を活発にする。

② ダイヤグラムから目的意識をもって情報を処理し判断する。

③ ダイヤグラムを関数的な考え方（一次関数）で考察する。

④ 一次関数の理解を深め、活用するための思考力・判断力・表現力等を育成する。

⑤ 日常事象を一次関数で考察することのよさを感得する。

〔注釈〕 ホリスティック（holistic）とは、「全体的に」「包括的に」という

意味であり、「全体」と「部分」との関係を大切にするという意味で

ある。

(5) 課題の工夫

「高崎線に自分たちの班の列車を走らせよう！」という課題は、一次関数をダイヤ

グラムから視覚的にとらえることができ、発展的な学習を進めることもできる。そし

て、生徒の実態に応じて展開を工夫することができ、解決に至るまでの過程を大切に

しながら、生徒個々の興味を高め学習を進めることができる。このように、生徒が関

数的な考えを用いて、課題解決していくなかで、一次関数の理解を深めさせたい。

ＪＲ高崎線は上り下りとも単線であり、列車同士の追突事故を回避するために普通

列車を駅で待機させて、速い列車を通過させる方法がとられている。授業では、追突
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事故を回避するためにダイヤグラムが利用できることを実感させる。

課題を設定するに当たり、列車の運行の条件を整える。

① 列車が走る区間は上野駅と鴻巣駅間（約50㎞）とする。

② 午前６時からｘ分後の、鴻巣からの距離をｙ㎞とする。

③ 駅間の所要時間（分）が計算上で自然数となるように、駅間の距離を１km単位で

設定する。

④ 各班で考える列車がそれぞれ異なる運行になるように、【Mission】（始発駅、停

車駅、速さ等）を決める。

(6) 指導計画

次 項 主 な 内 容 時間数

１ 一次関数 ○関数の意味 ２

○一次関数の意味

２ 一次関数の値の変化 ○変化の割合 １

一次関数のグラフ ○比例のグラフとの関係

３ ○傾きと切片 ４

○傾きと切片からグラフをかくこと 19

○一次関数の増減とグラフ 時

○一次関数のグラフと変域 間

４ 一次関数の式の求め方 ○変化の割合と1組のｘ、ｙの値から求めるこ ３ 扱

と い

○２組のｘ、ｙの値から求めること

５ 二元一次方程式と ○二元一次方程式のグラフの意味 ２

グラフ ○二元一次方程式のグラフをかくこと

６ 連立方程式のグラフ ○連立方程式の解をグラフを使って求めること ２

○連立方程式を使って交点の座標を求めること

７ 一次関数の利用 ○一次関数を用いて具体的な事象の問題を解く ３

こと

８ 問題 ○数学展望台「列車のダイヤグラム」 ２

本時

(7) 本時の目標

① 列車の運行をダイヤグラムに表すことで、いろいろな情報を得ることができるこ

とに関心をもつ。 （関心・意欲・態度）

② 列車の運行を一次関数と見て考察することができ、ダイヤグラムを目的に応じて

利用することができる。 （数学的な見方や考え方）

③ 列車の運行を、一次関数の式、グラフを用いて表現したり、処理したりすること

ができる。 （表現・処理）

④ 一次関数が、どのようにダイヤグラムで用いられているかを理解している。

（知識・理解）
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(8) 展開（２時間扱い）

学習活動 指導上の留意点 観点別学習状況の評価 具体的な手立てて

１ ２つの時刻 ・資料１（駅に表示され

表を提示する。 ている時刻表・表１、

①表１と表２に 市販されている時刻表

ついて理解す ・表２）を配布する。

る。

（表１） （表２）

・表２の時刻は ○興味をもって取 ・表２の鴻巣の時

表１の列車毎 り組んでいるか。 刻に着目するよ

の出発時刻を （関・意・態） う促す。

表している。

２ 課題１を提 ・資料２を配布する。

示する。

課題１

右の時刻表で列車番号822Ｍが浦和駅、

上尾駅を発車する時刻を求めましょう。

・駅間距離や時刻の表示

について確認させる。

・列車は５ km を５分で動いている。 ○時刻表を読み取 ・駅間距離から２

・列車の速さは、距離÷時間より り、時刻を求め 駅間の距離の見

５÷５＝１ ることができる 方を考えるよう

よって、分速１kmである。 か。 （表・処） 促す。

・赤羽・浦和間は11kmだから、 ・分速で求めるよ

距離÷速さより う促す。

11÷１＝11

よって、浦和駅の発車時刻は５時10分の

11分後なので５時21分である。
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・分速１kmだから簡単に所要時間を求める

ことができる。

・宮原・上尾間は５kmだから５分かかるの

で、上尾駅の発車時刻は５時32分の５分

後の５時37分である。

３ 課題２を提 ・資料３を配布する。

示する。

課題２

「高崎線に自分たちの班の列車を走らせよう！」

【Mission】「上り」普通列車 １班 【Mission】「上り」特急列車 ２班

①始発駅：鴻巣駅 ①始発駅：鴻巣駅

②停車駅：各駅 ②停車駅：大宮駅・赤羽駅

③終着駅：上野駅 ③出発時間：６時15分

④7時00分に山手線の上野駅に到着 ④終着駅：上野駅

【Mission】「上り」特急列車 ３班 【Mission】「下り」普通列車 ４班

①始発駅：大宮駅 ①始発駅：上野駅

②停車駅：赤羽駅 ②停車駅：各駅

③終着駅：上野駅 ③終着駅：鴻巣駅

④出発時間：６時20分 ④７時00分に鴻巣駅に到着

【Mission】「下り」特急列車 ５班 【Mission】「下り」普通列車 ６班

①始発駅：上野駅 ①始発駅：大宮駅

②停車駅：さいたま新都心 ②停車駅：各駅

③出発時間：６時25分 ③終着駅：鴻巣駅

④出発時間：６時20分

①各班で列車を走らせるための条件を確認 ○課題に意欲的に ・班の中で自由に

する。 取り組んでいる 意見を言い合い

・列車が走る区間は上野駅と鴻巣駅間であ か。 協力し合いなが

る。 （関・意・態） ら取り組むよう

・始発駅、終着駅を確認する。 促す。

・出発時刻、到着時刻を確認する。

・停車駅を確認する。

・列車は一定の速さで走

るものと考えることを

伝える。

・普通列車は１km／分

特急列車は２km／分

で走ることを伝える。
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②【Mission】よ ・模造紙大の資料４を黒

り各班で時刻 板に掲示する。

表を作成する。 ・各班の時刻表を書き込

むように伝える。

（資料４）

４ 作成された ・時刻表から運行上の問

時刻表を確認 題点に気付かせる。

する。

・単線なので走行中に追い抜くことができ

ない。

・追い抜くためには、追い越される列車が

駅に停車していなければいけない。

・乗降するための停車時間が必要である。

・黒板掲示の資料４から追突事故が起きる

列車があることに気付く。

・駅で長く停車している普通列車があるこ
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とに気付く。

①各班を横断する共通課題を見つける。

・追突事故が起きないように運行計画を立

てる必要がある。

５ 列車の運行 ・資料５－１、２、３、

状態を表すダ ４を配布する。

イヤグラムを ・ダイヤグラムの読み方

知る。 を生徒とともに確認す

る。

（資料５－１）

（資料５－２） （資料５－３）

①ダイヤグラムの読み方を確認する。

・各駅の到着時間、出発時間を読み取る。
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・グラフが平らな部分は、停車中のことで

ある。

・グラフが交差しているところは列車がす

れ違うところである。

６ 下り普通列車303Ｄの運行を読み取る。

・資料５－４のダイヤグラムより303Ｄを （資料５－４）

見つけ出す。

・荏原駅から出発している。

・荏原駅を５時35分に発車する。

・グラフが右下向きなので、下り列車であ

る。

・次の井原駅の平らな部分から、５時39分

に到着して５時40分に出発することが分

かる。

・井原駅では１分間の停車である。

①Ｋ301Ｄの列車運行について確認する。

・荏原駅を５時20分に発車する。

・井原駅には５時24分に到着する。

７ 各班でダイ ・白紙の資料６を各班に ○列車の運行をグ ・座標の取り方を

ヤグラムを作 配布する。 ラフや式に表す 想起させ、点を

る。 ことができるか。 プロットするよ

・時刻と駅から点をプロットしてダイヤグ （表・処） う促す。

ラムをつくる。

・時刻と距離の関係を一次関数の式に表し

てダイヤグラムをつくる。

８ ダイヤグラムについて考察する。 ○ダイヤグラムを ・座標の読み方を

・１、２班の列車のダイヤグラムに交点が 読んで時刻と距 想起するよう促

できるので追突してしまう。 離を求めること す。

・５、４班の列車も追突する。 ができるか。

①１、２班の列車が追突してしまう時刻と （見・考）

鴻巣駅からの距離を求める。

・ダイヤグラムの交点の縦軸と横軸の値を

読めばよい

・６時30分に鴻巣駅から30kmの地点で追突

する。

②３班と５班の列車がすれ違う時刻と鴻巣

駅からの距離を求める。

・ダイヤグラムからは正確に求めることが

できない。

・グラフが直線なので一次関数の式に表し

て求めればよい。



数学 実践事例③－ 10 －

（資料６）

（変域を示す前のダイヤグラム）

③一次関数の式 ・時刻を６時ｘ分として ○列車の運行を一 ・ダイヤグラムか

に表すことを 距離（km）は鴻巣駅を 次関数とみて考 ら何をｘ、ｙと

考える。 起点として式化するこ 察することがで すればよいか考

・時間をｘ、距 とを全体で確認する。 きるか。 えるよう促す。

離をｙとすれ （見・考）

ばよい。 ・鴻巣駅と上野駅の間で

・時間ｘは６時 考えるので変域がある

からｘ分後と ことに気付かせる。

すれば、時刻

を表すことが ・早く立式できた者は、

できる ３、５班だけでなく他

・距離ｙは鴻巣 の班の場合についても

駅からの距離 立式するように指示す
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（km）とすれ る。

ばよい。

・１班 鴻巣（０，０）、上野（50,50） ○列車の運行を一 ・各班の列車につ

ｙ＝ｘ （０≦ｘ≦50） 次関数の式に表 いて発車駅、終

・２班 鴻巣（15，０）、上野（40，50） すことができる 着駅のｘ、ｙの

ｙ＝２ｘ－30 (15≦ｘ≦40) か。 （表・処） 値はどのように

・３班 さいたま新都心（20，22）、 表すことができ

上野（34，50） るか考えるよう

ｙ＝２ｘ－18（20≦ｘ≦34） 促す。

・４班 上野（10，50）、鴻巣（60，０） ・一次関数の式の

ｙ＝－ｘ＋60（10≦ｘ≦60） 求め方を想起す

・５班 上野（25，50）、鴻巣（50，０） るよう促す。

ｙ＝－２ｘ＋100（25≦ｘ≦50） ・変域について考

・６班 大宮（20，22）、鴻巣（42，０） えるよう促す。

ｙ＝－ｘ＋42 （20≦ｘ≦42）

⑤３班と５班の一次関数（二元一次方程式） ○一次関数の式を ・一次関数の交点

を連立させ交点を求める。 用いて時刻や距 の求め方を想起

・ ｙ＝２ｘ－18 離を求めること するよう促す。

ｙ＝－２ｘ＋100 ができるか。

ｘ＝29.5 だから29分30秒である。 （表・処）

ｙ＝41 だから41kmである。 ○一次関数がダイ ・各課題を考える

・ｘ＝29.5は両方の式の変域内の数値であ ヤグラムに用い 際に一次関数の

る。 られていること 学習が用いられ

・鴻巣駅からの距離が41kmで、 を理解できたか。 ていたことを振

時刻は6時29分30秒である。 （知・理） り返らせる。

９ 本時のまと ・一次関数が日常生活の ○身近なところに ・一次関数が、他

めをする。 中で重要な役割を果た 一次関数が利用 にどのような場

していることを再確認 されるよさに気 面で生かされて

・本時を振り返 する。 付けるか。 いるか考えさせ

る。 （関・意・態） る。

５ 授業の分析

(1) 生徒の反応

（Ｔ：教師の発問、指示 Ｓ：生徒の反応）

① 「８ ダイヤグラムについて考察する」場面

Ｔ ・各班のダイヤグラムがかき込まれました。これでどの列車もうまく運行で

きるのかな？

Ｓ１ ・２班の列車が１班の列車に追突してしまうのでは？

Ｓ２ ・どういうこと？

Ｓ１ ・ここ（ダイヤグラムの交点を指して）グラフが交わっているから。

Ｓ２ ・そうか、それなら４班の列車も同じく追突するのかな？

Ｓ３ ・１、２班の列車は同じ上りの線路を使っているから追突するけど、グラフ
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の傾きが違うから４班の列車は下りだからすれ違うだけだよ。

Ｔ ・他に事故が起きてしまうところはあるのかな？

Ｓ４ ・４班と５班の列車も、ここ（指し示しながら）で追突事故が起きてしまう。

〔考察〕 ダイヤグラムを読み取り、次の課題につながる問題点（追突事故）を指摘

することができた。

Ｓ２の読み違いに対してＳ３が的確に説明している。Ｓ３のように間違い

の指摘だけではなく、理由や読み方を説明しながら伝え合うことが大切であ

る。グラフの傾きから上り列車、下り列車を区別している点も大切である。

② 「８ ②３班と５班の列車がすれ違う時刻と鴻巣駅からの距離を求める。」場面

Ｔ ・３班と５班のダイヤグラムは交わっているけど、これも追突事故が起きて

しまうのかな？

Ｓ２ ・上りと下りの列車なのですれ違うだけです。

Ｔ ・では、何時にどこですれ違うのかな？場所は鴻巣駅からの距離で表すこと

にしよう。

Ｓ５ ・うーん、微妙なとこだな。鴻巣駅から41kmくらいかな。グラフの線の太さ

があるからなぁ。

Ｔ ・列車の運行だから正確に求めたいね。

Ｓ６ ・先週、連立方程式で求めたじゃない。

Ｓ５ ・ダイヤグラムから一次関数の式を作るの？

Ｔ ・いいアイデアだね。

〔考察〕 ダイヤグラムの座標から読み取ることが困難な場面を提示した。課題の困

難点に対して着想をもつことは既習事項を生かすことにつながる。Ｓ６から

連立方程式を用いて求めるという着想が示された。この着想を受けてＳ５か

ら一次関数の式を作るという手続きが出た。

しかし、６時ｘ分、鴻巣駅からの距離をｙkmと表したこともあり、２点の

座標から直線の式を求めればよいと言うことに結び付かない生徒が多かっ

た。

(2) 授業の分析

生徒の感想から苦労しながらも授業は楽しかったようである。今回の授業は２時間

扱いで行ったが、それでも若干時間が足りなかった。

その理由としては、

① 時刻表の見方やダイヤグラムの説明にかなりの時間を要した。

② ダイヤグラムの作成に時間がかかった。

ことがあげられる。他の部分の授業の流れはよかった。

６ 成果と課題

(1) 成果

① 多くの生徒の知的好奇心が刺激され、学習内容を理解させることができた。

② 生徒の「分かるようになりたい。（80％）」という願いに合った授業ができた。

(2) 課題

① 数学的な考え方を育成する学習課題の開発が急務である。

参考・引用文献

牧田秀昭「多面的にものを見る力、論理的に考える力を育てる数学の授業（北陸本線に

列車を走らせよう）」、東洋館出版社、2004年
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＜実践事例４＞

第２学年「平行線と角」

根拠を明らかにしながら

数学的な表現を用いて表現する力を育てる授業

１ 改善の方向

α２：情報を活用すること

α２(2) 必要な情報を適切に選択し判断すること

ある事柄が成り立つ根拠を説明できるようにすることは、数学を活用する力を育てる上

でとても大切なことである。ある課題を解決するにあたり、「どの既習事項を活用すればよ

いのか。」、「この図形の性質を用いるには、どのような補助線を引けばよいのか。」を考え

るなど、「必要な情報」＝「既習事項」を適切に選択し、判断する力を伸ばす。

α３：数学的に解釈することや表現すること

α３(2) 自分の考えを数学的に表現すること

論証指導においては、その過程を的確に分かりやすく説明する能力、表現できるように

する能力を育てることが大切なねらいの一つである。友だちに説明する場合も、等しい角

や辺に○や×などの印をつけたり、指し示しながら角や辺が等しい理由を数学的な表現を

用いて説明できるようにする。

β１：課題解決のための構想を立て実践すること

β１(3) 方針に基づいて証明(説明)すること

「自分の考えを書く(表現する)力」、「自分の考えを他者に説明する力」などの思考力・

判断力・表現力を育てることは大切である。自分の考えは図形のどの性質(根拠)に基づい

ているのか明らかにすること、友だちに説明する際にどのように説明すれば理解してもら

えるかなど、説明の方針を立てて根拠を明らかにしながら自分の考えを説明したり、数学

的に表現する力を伸ばす。

２ 研究及び授業改善の視点

自分の考えを発表したり表現したりする力を養うことや、授業において自分の考えと友だ

ちの考えを比較検討したりすることはとても大切なことである。しかし、全国学力・学習状

況調査の結果を見てみると、既習事項を活用したり、根拠を明らかにしながら説明する力が

弱い傾向にある。また、自分の考えを分かりやすく友だちに説明したり、数学的に表現する

ことを苦手としている生徒も少なくない。

そこで、いろいろな既習事項を活用できる課題や多様な見方や考え方ができる課題を適宜授業

に取り入れること、生徒に数学を活用する力や数学的な表現力を育成すること、友だちに自分の考

えを説明し互いの考えを比較検討するなどのコミュニケーション能力を育成すること、これらが課

題を克服するために必要なことである。

３ 実践のねらい

多様な解決の方法がある課題を用意し、生徒にいろいろな解決方法を考えさせる学習指導

をすることで、「他の解決方法はないか。」、「これ以外の図形の性質を使った解決方法はない
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か。」など、多様な見方や考え方ができる力を養うことができる。

そして、課題を解決するために、図形のどの性質(既習事項)を使ったかなど、その根拠を

明らかにしながら説明することを通して自分の考えを表現する力や説明する力を育成する。

さらに、生徒相互の考えを交換し合ったり練り上げていく中で、相手に自分の考えを伝え

る力などの数学的に表現する力を身に付けさせることがねらいである。

４ 実践概要

（1） 題材名 第２学年「平行線と角」

（2） 題材について

① 学習事項との関連

平面図形についての小学校での学習は、平面図形と立体図形の意味や性質について

理解し、図形についての感覚を豊かにするとともに、図形の性質を見いだしたり説明

したりする過程で数学的に考える力や表現する力を育てることを主なねらいとしてい

る。

第１学年では、具体物を用いた活動などを通して、図形についての理解の基礎とな

る経験を重ね、図形についての感覚を豊かにする。第２学年では、具体物を用いた活

動などを通して、三角形や四角形などの図形について理解できるようにし、図形につ

いての感覚を豊かにする。第３学年では、図形を構成する要素に着目して、二等辺三

角形や正三角形などの図形について理解できるようにする。第４学年では、図形の構

成要素及びそれらの位置関係に着目し、平行四辺形やひし形などの平面図形及び直方

体などの立体図形について理解できるようにする。第５学年では、図形の性質を見い

だし、それを用いて図形を調べたり構成したりするなどして平面図形についての理解

を深めるとともに、角柱などの立体図形について理解できるようにする。第６学年で

は、縮図や拡大図、対称な図形について理解し、図形についての理解を深めるように

する。

各学年における具体的な学習内容は次のようになっている。

【小学校第１学年】

身の回りにあるものの形の観察や構成などの活動を行い，ものの形を認めたり，形

の特徴をとらえたりすることを指導する。ものの形について，例えば，「さんかく」，

「しかく」，「まる」などと呼んだり，その特徴を調べたりできるようにする。また，

身の回りにある立体については，「箱の形」，「ボールの形」などと呼んだり，その特

徴を調べたりできるようにする。また，積み木や箱などの立体を用いて，身の回りに

ある具体物をつくることを指導する。

【小学校第２学年】

図形を構成する要素に着目し，三角形，四角形などの図形について理解できるよう

にする。平面図形としては，三角形，四角形，正方形，長方形，直角三角形について

指導する。また，身の回りにある箱の形をしたものを取り上げ，立体図形について理

解する上で基盤となる素地的な学習活動となるように指導する。

第１学年では，「さんかく」，「しかく」などと呼んで図形をとらえてきたが，第２

学年では，「３本の直線で囲まれている形を三角形といいます。」，「４本の直線で囲ま

れている形を四角形といいます。」と三角形と四角形の形について学習する。また，「三

角形や四角形の直線のところを辺，かどのところを頂点といいます。」と辺や頂点に
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ついて学習する。

さらに，正方形，長方形の意味や性質について指導する。また，正方形や長方形の

特徴を調べるとともに，身の回りから，かどの形が直角であるものを見つけたり，紙

を折って直角を作ったりするなどの活動を行い，直角の意味をとらえられるようにす

る。立体については，具体物の観察などを通して，頂点，辺，面という構成要素に着

目できるようにする。

【小学校第３学年】

図形についての観察や構成などの活動を通して，図形を構成する要素に着目し，図

形について理解できるようにする。辺の長さに着目して三角形の特徴をとらえたり，

定規やコンパスによる作図などの活動を通して，二等辺三角形や正三角形について理

解する。二等辺三角形では，２つの角の大きさが同じであることや，正三角形では，

３つの角の大きさが同じであることを確かめる。角については，２つの角を重ねるこ

とによって角の大きさを比べることができるようにする。また，合同な二等辺三角形

や正三角形を敷き詰める活動を通して，これらの図形でも平面が敷き詰められること

を理解し，敷き詰めてできた図形の中を観察することによって，その中にほかの図形

を認めること，平面図形の広がりや図形の美しさを感得したりすることなど，図形に

ついての見方や感覚を豊かにしていく。

円と球については，第１学年で，まるい形，ボールのような形としてとらえてきて

いる。第３学年では，観察，分類，構成，作図などの活動を通して円について，また，

観察を通して球について理解する。円の中心や半径，直径という用語もここで学習す

る。さらに，作図などを通して，半径や直径は無数にあることに気付かせる。

コンパスの使用については，コンパスは単に円をかくだけではなく，等しい長さを

測ったり，移したりすることができる道具であることや，長さを比べる場面でも活用

できることを理解させることで，活用する場面に広がりをもたせることができる。

【小学校第４学年】

図形についての観察や構成などの活動を通して，図形の構成要素及びそれらの位置

関係に着目し，図形についての理解を深める。直線の平行や垂直の位置関係について

理解するとともに，直線の位置関係や辺の長さに着目することで，四角形の特徴をと

らえ，分類整理することで，平行四辺形，台形，ひし形という四角形の名称を知り，

それらの性質について調べられるようにする。対角線という用語についても指導する。

また，合同な台形で平面を敷き詰める活動を通して，台形によって平面を敷き詰め

ることができることを確かめ，敷き詰めた図形の中にほかの図形を認めたり，平行線

の性質に気付いたりするなど，図形についての見方や感覚を豊かにする。

【小学校第５学年】

三角形や平行四辺形などの面積及び直方体などの体積を求めることができるように

する。また，平面図形についての理解を深めるとともに，角柱などの立体図形につい

て理解できるようにする。三角形や平行四辺形，ひし形及び台形の面積の求め方を，

既習の求積可能な図形の面積の求め方を基に考えたり，説明したり，公式をつくり出

したりすることや，その過程で筋道を立てて考える力の育成を図ることが大切なねら

いである。

多角形や正多角形などについて学習し，平面図形についての理解をより深めていく。

正多角形については，円と組み合わせて作図したり，性質を調べたりする。

図形の合同について，「２つの図形がぴったり重なるとき，つまり，形も大きさも
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同じであるとき，この２つの図形は合同であるという。」というように，図形の合同

の定義をする。また，２つの図形が合同であるとき，対応する辺の長さや対応する角

の大きさは，それぞれ等しいことなどを，合同な図形を見つけたり，かいたり，作っ

たりする活動を通して確かめるとともに，合同な図形の性質について理解する。

さらに，図形を構成したり分解したりする活動を通して，三角形の内角の和や四角

形の内角の和などの図形の性質を見いだしたり，それを用いて図形を調べたりする。

【小学校第６学年】

図形についての観察や構成などの活動を通して，平面図形についての理解を深める。

第６学年では，図形を考察する新しい見方や観点として，拡大図や縮図，図形の対称

性の見方などを学習する。このような観点から図形の理解を深め，図形に対する感覚

を豊かにしていく。

拡大図や縮図は，中学校第３学年で学習する相似な図形の基礎となる経験を豊かに

するとともに，それらを目的に応じて適切にかいたり読んだりできるようにすること

がねらいである。

対称性については，一つの図形について，線対称，点対称の観点から考察する。線

対称，点対称の意味について，観察や構成，作図などの活動を通して理解できるよう

にし，線対称な図形，点対称な図形，線対称でかつ点対称でもある図形を弁別するな

どの活動を通して，図形の見方をよりいっそう深めていく。対称性については，低学

年から図形を取り扱う際に，具体的な操作に関連して着目してきているが，観察や構

成，作図などの活動を通して，その図形のもつ美しさなどにも着目できるようにして

いく。

このように、小学校においては、平面図形と立体図形の意味や性質について理解し、

図形についての感覚を豊かにするとともに、図形の性質を見いだしたり説明したりす

る過程で数学的に考える力や表現する力を育てることをねらいとしている。そして、

図形についての観察や構成などの活動を通して、図形についての感覚を豊かにし、基本的

な平面図形や立体図形について理解できるようにしている。

中学校第１学年では、小学校算数科に引き続いて、図形に関する観察、操作や実験な

どの活動に基づく直観的な取扱いを中心に、平面や空間における図形の基本的な性質

や構成について理解を深める。さらに、それらを通して第２学年以降における論理的

な考察と論証及びそれを表現することへの関心と意欲を高めるようにする。すなわち、

平面図形の基本的な作図や図形の移動、空間図形の展開などの幾何学的な操作を通し

て、図形の性質の根底にある本質的なものを見抜く直観力を養い、その性質を論理的

に考察し表現する能力を培う。

第２学年では、第１学年で直観的な取扱いや操作的な活動を通して、図形や空間につ

いての理解を深めるとともに、論理的な考察と論証及びそれを表現することへの関心

や意欲を高めるようにしてきたことを踏まえ、三角形や四角形の性質などを観察、操

作や実験などの活動を通して見いだし、それを論理的に確かめることができるように

する。特に、いくつかの事例で成り立っていることが、一般的に成り立つことを明ら

かにするのに、証明という概念が必要であることを理解できるようにする。

また、予想した図形の性質や、図形の中に見いだせる関係の正しさや一般性を保証す

るため、推論の根拠とする事柄や推論に用いる用語の定義を明確にし、仮定と結論の

意味を明らかにして、論理的に筋道を立てて正しい推論ができるようにする。このよ
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うな数学的な推論の必要性と意味及びその方法を理解できるようにするとともに、思

考の過程を振り返って考えるなどして、徐々に論理的に考察し表現できるようにする。

第３学年では、図形の相似については、相似な図形の性質や計量について理解できる

ようにする。また、円周角と中心角の関係、三平方の定理については、観察、操作や

実験などの活動を通してその関係を見いだし理解できるようにするとともに、円や直

角三角形についての理解を深める。

いずれにおいても、その考察を通して、第２学年に引き続き数学的な推論の必要性や

意味及び方法についての理解を深め、図形に対する直観力や洞察力とともに、論理的

に考察し表現する能力を伸ばす。また、図形の性質や計量について一層深く考察する

ことや、見いだした性質や定理を具体的な場面で活用することを重視する。

② 平面図形の指導のねらい

中学校学習指導要領には「Ｂ図形」の各学年の目標は、以下のように示されている。

【第１学年】

平面図形や空間図形についての観察，操作や実験などの活動を通して，図形に対す

る直観的な見方や考え方を深めるとともに，論理的に考察し表現する能力を培う。

【第２学年】

基本的な平面図形の性質について，観察，操作や実験などの活動を通して理解を深

めるとともに，図形の性質の考察における数学的な推論の必要性と意味及びその方法

を理解し，論理的に考察し表現する能力を養う。

【第３学年】

図形の相似，円周角と中心角の関係や三平方の定理について，観察，操作や実験な

どの活動を通して理解し，それらを図形の性質の考察や計量に用いる能力を伸ばすと

ともに，図形について見通しをもって論理的に考察し表現する能力を伸ばす。

また、図形の各学年の内容は以下のように示されている。

【第１学年】

(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，見通しをもって作図したり図形の関係に

ついて調べたりして平面図形についての理解を深めるとともに，論理的に考察し表

現する能力を培う。

ア 角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの基本的な作図の方法を理解し，

それを具体的な場面で活用すること。

イ 平行移動，対称移動及び回転移動について理解し，二つの図形の関係について

調べること。

(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるととも

に，図形の計量についての能力を伸ばす。

ア 空間における直線や平面の位置関係を知ること。

イ 空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されるものととらえたり，空間

図形を平面上に表現して平面上の表現から空間図形の性質を読み取ったりするこ

と。

ウ 扇形の弧の長さと面積並びに基本的な柱体，錐体及び球の表面積と体積を求め

ること。
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【第２学年】

(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし，平

行線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。

ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ説明すること。

イ 平行線の性質や三角形の角についての性質を基にして，多角形の角についての

性質を見いだせることを知ること。

(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を

三角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。

ア 平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件について理解すること。

イ 証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。

ウ 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的

に確かめたり，図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。

【第３学年】

(1) 図形の性質を三角形の相似条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する

能力を伸ばし，相似な図形の性質を用いて考察することができるようにする。

ア 平面図形の相似の意味及び三角形の相似条件について理解すること。

イ 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確かめるこ

と。

ウ 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめること。

エ 基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及び体積比の関係

について理解すること。

オ 相似な図形の性質を具体的な場面で活用すること。

(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，円周角と中心角の関係を見いだして理解

し，それを用いて考察することができるようにする。

ア 円周角と中心角の関係の意味を理解し，それが証明できることを知ること。

イ 円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用すること。

(3) 観察，操作や実験などの活動を通して，三平方の定理を見いだして理解し，それ

を用いて考察することができるようにする。

ア 三平方の定理の意味を理解し，それが証明できることを知ること。

イ 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。

中学校第１学年では、小学校に引き続いて、図形に関する観察、操作的な活動、実

験などの直観的な取扱いを中心に、平面や空間における図形の基本的な性質や構成に

ついて理解を深める。さらに、第２学年以降における論理的な考察と論証への関心と

意欲を培えるようにする。すなわち、図形の対称の意味を理解するとともに、平面図

形の基本的な作図、空間図形の展開などの幾何学的な操作を通して、図形の性質の根

底にある本質的なものを見抜く直観力や空間観念を養い、図形の性質を論理的に考察

する基礎を培う。

第２学年では、三角形や四角形の性質、円周角と中心角の関係などを観察や実験な

どを通して見いだし、それが論理的に確かめられることを知る。特に、物事の本質を

とらえるのに、証明という概念が必要であるという自覚がもてるようにする。数学的

な推論の意義について理解できるようにするとともに、思考の過程を振り返って考え、

徐々に推論の筋道を論理的に表現できるようにする。
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第３学年では、図形の相似を手がかりに、第２学年に引き続いて、数学的な推論の

意義や方法についての理解を深め、図形に対する直観力や洞察力とともに、図形の性

質について論理的に考察する能力を一層伸ばす。

直角三角形については、一つの角が直角である三角形というとらえ方だけでなく、

ここでは、三つの辺の長さの間の関係に着目して三平方の定理を理解し、直角三角形

についての理解を深める。そして、こうした直角三角形の性質や相似の関係を用いて、

図形の性質や計量について一層深く考察することができるようにする。

(3) 指導目標

① 関心・意欲・態度

ア 図形の性質に関心を示し調べようとしている。また、その図形の性質を用いて、別

の性質を論理的に説明しようとしている。

イ 基本となる図形にはどんな性質があるか興味をもって取り組んでいる。

ウ 合同について興味をもち論理的推論で積極的に考察しようとしている。

② 数学的な見方や考え方

ア 角に注目し、平行線の性質を説明したり、この性質を用いて、論理的に説明しよう

とする。

イ 三角形の性質をもとに、多角形一般について、機能的に考えようとする。

ウ 三角形のもつ要素の中から、合同な３つの要素を取り出してとらえられる。

エ 図形の性質を論理的推論によって明らかにすることができることに気付く。

③ 数学的な表現・処理

ア 平行線やその作図を通して、性質並びに条件が言える。

イ 同位角・錯角、三角形の角の性質、多角形の内角の和・外角の和を説明したり、

求めたりすることができる。

ウ 合同な図形を選び出したり、判断することや、簡単な図形の性質を証明すること

ができる。

④ 数量、図形などについての知識・理解

ア 平行線の性質、平行線になるための条件がわかる。

イ 同位角・錯角、三角形の角についての性質、多角形の内角・外角の性質がわかる。

ウ 「合同」の意味を理解し、三角形の合同条件がわかる。

エ 図形の性質の調べ方がわかる。

(4) 研究との関わり

① 多様な見方や考え方を養う視点

与えられた課題を解決しようとはするが、その課題の条件を変えて新しい問題をつく

ったり、自ら課題を発見しようとする生徒は少ない。また、１つの方法で課題を解決し

た後、他の解決方法を考えるなど、課題に対していろいろな見方や考え方をする生徒は

余りいない。さらに、自分の考えに自信がもてず、友達と答えをすぐに確認したり、自

分の考えを発表することを苦手としている生徒が多いのが実態である。

そこで、多様な解決の方法がある課題を用意し、いろいろな解決方法を考えさせる学

習指導をすることで、「これ以外の性質を使った解決方法はないか」、「よりよい解決方法

はないか」など、多様な見方や考え方ができる力を養ったり、図形の性質や既習事項の

理解をより一層深めることができると考え、本授業を設定した。

② どの性質を用いて解決したか、どの既習事項を活用したかなど、根拠を説明する力を

養う視点
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一応の課題解決はできるが、解決するために用いた性質や既習事項、根拠をきちんと

説明できる生徒は少ない。生徒に既習事項の活用や根拠を明らかにさせることは、論証

指導に不可欠である。

同じ課題であっても、生徒によって論証に用いる考えや根拠が異なる場合もある。様

々な解決方法がある課題や既習事項が活用できる課題は、個に応じる指導ができるとと

もに、根拠を明らかにすることの大切さや既習事項を活用することの大切さなどを感得

させることができる。

また、自分の考え方だけではなく、他の生徒と解決方法や考え方を伝え合うことは、

生徒一人一人の見方や考え方が尊重されることであり、生徒の帰属意識が高揚し、数学

に対する興味や関心を高め、学力の向上につながると考える。

(5) 課題の工夫

① これまで学習した図形の性質

① 三角形の内角の和は、１８０°である。

三角形の３つの内角の和は、１８０°である。

∠Ａ＋∠Ｂ＋∠Ｃ＝１８０°

② 多角形の内角の和

ｎ角形の内角の和は、 １８０°×（ｎ－２） である。

③ 多角形の外角の和

多角形の外角の和は、 ３６０° である。

④ 対頂角の性質

∠ａと∠ｃ、∠ｂと∠ｄのように向かい合う

角を対頂角という。

対頂角は等しい

∠ａ＝∠ｃ ∠ｂ＝∠ｄ

Ａ

Ｂ
Ｃ

ａ ｃ

ｂ

ｄ
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⑤ 平行線と角の性質Ⅰ

平行線の同位角は等しい。

ｌ // ｍ ならば ∠ａ＝∠ｂ

平行線の錯角は等しい。

ｌ // ｍ ならば ∠ｂ＝∠ｃ

⑥ 平行線と角の性質Ⅱ

（授業の中で演繹的に導いた。）

平行線の同側内角の和は、 １８０° である。

ｌ // ｍ ならば

∠ａ ＋ ∠ｂ ＝ １８０°

⑦ 三角形の内角と外角の関係

三角形の外角は、それととなり合わない

２つの内角の和に等しい。

∠ＡＣＤ ＝ ∠Ａ ＋ ∠Ｂ

⑧ 三角形の角の性質

（授業の中で演繹的に導いた。）

左の図で、

∠ａ ＋ ∠ｂ ＝ ∠ｃ ＋ ∠ｄ

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

ｎ

ｌ

ｍ
ｂ

ｃ

ａ

ｎ

ｌ

ｍ
ｂ

ａ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ



数学 実践事例④－ 10 －

② 本時の課題

課 題

右の図のように、平行な直線ｌ、ｍ

の内側で１回まがってできる角、∠ｘ

の大きさを求めなさい。

また、どのように求めたか説明しな

さい。

これまでに学習してきた図形や角についての性質を用いて解決できる課題である。本

課題は、様々な解決の方法や用いることができる根拠もたくさんある。「多様な見方や考

え方を養う。」、「課題を解決するために用いた根拠を説明する。」という力を生徒に身に

付けさせるのに適した課題である。

さらに、課題で与えられている条件を変えて発展的に扱うこともでき、より個に応じ

た指導ができる課題でもある。

さて、与えられた図のままでは、課題を解決することはできない。どこに、どのよう

な補助線をひき、どのような補助図形を考えればよいのかをしっかりと考える必要があ

る。

そこで、「どのような補助線をひくと、どの図形の性質が使えるのか。」、「この図形の

性質を使うためには、どのような補助線をひけばよいのか。」など、見通しをもって考え

たり、筋道を立てて考えることが大切である。さらに、「この補助線をひいた根拠は何か。」

を考えることにより、生徒に身に付けさせたい力である「根拠を明らかにし、説明する

力」を養うことができると考える。

また、使える図形の性質も様々であることから、いろいろな考え方で課題を解決する

ことや他の生徒の解決方法を聞き、お互いの解き方や考え方を伝え合うことで、多様な

見方や考え方を養うことができると考える。

③ 課題の条件変え

学習の進んでいる生徒には、課題で与えられている条件を変えることで、例えば、「１

回ではなく、２回曲がっていたら」、「平行線の内側ではなく、外側で曲がっていたら」、

「直線ｌとｍが平行ではなかったら」のように条件を変えて考えることで、発展的に課

題をとらえることもできる。興味や関心が高い生徒には、ぜひ取り組ませたい課題であ

る。

「１回ではなく、２回曲がっている場合」

※ さらに、「３回、４回、・・・、ｎ回曲がっている場合」を考えさせることで、折れている

60°

ｘ

ｌ

ｍ

40°

30°

60°

ｘ

ｌ

ｍ

40°

30°

60°

ｘ

ｌ

ｍ

40°
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ところの角の関係についての性質を考察させる。

「平行線の内側ではなく、外側で曲がっている場合」

「直線ｌとｍが平行ではなかったら」 【ブーメラン型の四角形の角の性質との関連】

(6) 指導計画

次 項 主 な 内 容 時間数

１ 多角形の内角の和 ○三角形の角の性質についての性質を基にして、 ３

多角形の角についての性質を知ること

２ 平行線と角 ○対頂角、平行線の同位角･錯角の性質 ４

○三角形の内角の和、三角形の内角と外角の関係

○平行線や角の性質を理解し、それに基づいて図 本時 15

形の性質を確かめ説明する 3/4 時

３ 基本問題 0.5 間

４ 合同な図形 ○平面図形の合同の意味や性質 １ 扱

５ 三角形の合同条件 ○三角形の合同条件 ３ い

６ 証明のすすめ方 ○証明の必要性と意味及びその方法について理解 ２

すること

○仮定と結論の意味

○三角形の合同条件を用いて、簡単な図形の合同

の証明をすること

７ 基本問題 0.5

８ 章の問題 １

60°

ｘ
40°

ｌ

ｍ

ｘ

ｌ

ｍ

ｘ

ｌ

ｍ
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(7) 本時の目標

① 平行線や角の性質、三角形の内角や外角の性質などを理解し、それらをすすんで活用

しようとする。 （関心・意欲・態度）

② 既習事項を活用して、考察することができる。 （数学的な見方や考え方）

③ 平行線や角の性質、三角形の内角や外角の性質などをもとに、図形の性質を論理的に

説明できる。 （表現・処理）

④ 図形の基本性質を理解し、図形の性質の調べ方がわかる。 （知識・理解）

(8) 展 開

【解き方】の横にある丸数字は、前述した「これまでに学習した図形の性質」の番号である。

学習活動 指導上の留意点 観点別学習状況の評価 具体的な手立て

１ 課題の提示 ・課題プリントを

する。 配布する。

課 題

右の図のように、平行な直線ｌ、ｍ

の内側で１回まがってできる角、∠ｘ

の大きさを求めなさい。

また、どのように求めたか説明しなさい。

①課題の意味を ○課題の意味を理 ・課題にそって図

把握する。 解しようとして 形を板書しなが

いるか。 ら、課題を理解

(関･意･態) させる。

２ 課題を解決 ・課題解決の方法に、見

する。 通しをもたせるように

①結果を予想す する。

る。

②求め方を考え ・図形の基本性質など、 ○既習事項を活用 ・図形の基本性質

る。 既習事項を活用するこ しようとしてい など、既習事項

とを考える。 るか。 (見･考) を活用すればよ

・角を一カ所に集めたり いことに気付か

移動したりすることを せる。

示唆する。 ○他の求め方を考 ・説明できた生徒

えるなど、意欲 には、他の性質

的に取り組んで を使って求める

いるか。 ことができない

(関･意･態) かを考えさせる。

○どの図形の性質 ・用いた図形の性

を用いたか根拠 質は何かを明ら

がわかっている かにさせる。

か。 (見･考)

60°

ｘ

ｌ

ｍ

40°
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③結果を発表す ・図を発表用のボードに ○他の生徒の説明 ・いろいろなと着

る。 かき説明させる。 を聞きいろいろ 方や考え方があ

な解き方や考え ることを知らせ

方があることを る。

【解き方Ⅰ】 （⑤） 理解しようとし

ているか。

(関･意･態)

○どの図形の性質 ・用いた図形の性

を用いたか説明 質は何か既習事

できているか。 項を振り返るよ

(見・考) う促す。

【解き方Ⅱ】 （⑤、⑥） ○どの図形の性質 ・課題を解決する

を使ったかを説 ために用いた図

明することがで 形の性質など根

きたか。(表・処) 拠を明らかにさ

せる

○友達に理解して ・数学的な用語を

もらえるような 使って説明する

説明ができるか。 よう促す。

【解き方Ⅲ】 （①） (表・処)

○他の生徒の発表 ・自分の考え方と

を聞きいろいろ 類似点や相違点

な考え方がある を確認するよう

ことが理解でき 促す。

たか。 (知･理)

【解き方Ⅳ】 （②） 【解き方Ⅴ】 （①、⑥）

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ
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Ｐ

Ｒ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ
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○

△

ｘ

ｘ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｓ
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ｘ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｓ

Ｔ

○

△

40°

60°
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【解き方Ⅵ】 （②、⑤） 【解き方Ⅶ】 （①、⑧）

３ まとめる。 ・他の生徒の発表を聞き ○既習事項を活用 ・本時の学習でど

自分の解き方や考え方 すれば課題を解 のような既習事

と比較させる。 決できることが 項を用いたか振

・平行線をひくことによ わかったか。 り返るよう促す。

って、角を一つの場所 （知・理）

に集めることができた

ことを確認させる。

・今までに学習したこと

(既習事項)を用いれ

ば、課題を解決できる

ことを確認させる。

ワークシート(実際には、Ｂ４版１枚に印刷して使用した。）

ｘ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

40°

60°

60°

60°

ｘ

Ｐ

Ｑ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

40°

60°
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平 行 線 と 角 組 番 氏名

課 題

右の図で、ｌ // ｍ であるとき

∠ｘの大きさを求めなさい。
ｌ

ｍ

４０°

６０°

ｘ

ｌ

ｍ

４０°

６０°

ｘ

ｌ

ｍ

４０°

６０°

ｘ
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ｌ

ｍ

４０°

６０°

ｘ

ｌ

ｍ

４０°

６０°

ｘ

ｌ

ｍ

４０°

６０°

ｘ
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５ 授業分析

(1) 生徒の反応

（Ｔ：教師の発問、指示 Ｓ：生徒の反応）

① 課題提示の場面

Ｔ ・(図をかきながら)どんな図形か、課題の意味は理解できますか？

Ｓ１ ・直線ｌ、ｍは平行です。

Ｓ２ ・∠ｘの大きさを求める問題です。

Ｓ３ ・∠ｘの大きさの求め方を考える問題です。

〔考察〕 課題にある情報を読み取ることは大切なことである。

Ｓ３は本課題は単に∠ｘを求める求答問題としてではなく、求め方を考える課

題であることを指摘してる。この発言により、１つの方法で∠ｘを求めることが

できたら、他にも求める方法はないだろうかと追究する姿勢が生まれた。

② 結果を予想する場面

Ｔ ・∠ｘの大きさは何度になるか予想してみよう。

Ｓ１ ・100°だと思います。

Ｓ２ ・100°かな？

〔考察〕 Ｓ２は、課題から分かっている40°と60°、そして∠ｘの大きさの見積もりか

ら100°であろうとしている。しかし、蓋然的判断であり根拠を示すまでには至

っていない。

Ｓ２は結果の見通しとして100°を出したことで、解析的な思考を進めるきっ

かけを得ることができた。すなわち、∠ｘを求めるために、どうにかして40°

や60°を用いることはできないだろか、といった考え方である。そのために、

次に示した補助線や補助図形へと考えが進んだ。

③ 求め方を発表する場面

Ｔ ・∠ｘの大きさの求め方を考えよう。また、どのような図形の性質を用いたか、

説明しよう。

Ｓ３ ・折れ曲がっているところに平行線

をひき平行線と角の性質(錯角は

等しい)を使いました。

錯角なので、こことここは（指し

示しながら）40°と60°なので、

∠ｘは100°になります。
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Ｓ４ ・一方の線を延長して三角形をつく

り、スリッパ(三角形の内角と外

角の関係)を使いました。

ここは（指し示しながら）平行線

の錯角なので40°です。

この三角形にスリッパを使うこと

ができるので、∠ｘは

60＋40＝100

で答えは100°になります。

Ｓ５ ・直角に線をひき、三角形の内角の

和は180°になることを使いまし

た。

上の直角三角形からここ（指し示

しながら）の角は90－40で50°に

なります。

下の直角三角形では、90－60でこ

こ（指し示しながら）は30°にな

ります。

ここは平らなので、∠ｘは180°か

ら50°と30°をたした80°を引けば

よいので

180－80＝100°

になります。

Ｓ６ ・僕も垂直に線をひいた。ひく場所

が違うけど、考え方は同じで三角

形の内角の和は180°になること

を使いました。

ここ（直線ｌ側を指し示しながら）

は垂直だから90°から40°をひい

て50°になります。

下の直角三角形を見ると、90－60

でここ（指し示しながら）は30°

で、対頂角だからここも30°です。

この三角形で内角の和の180°から50°

と30°を引けば∠ｘが求まるので

180－（50＋30）＝100

同じく100°になりました。
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Ｓ７ ・私も垂直にひきましたが、四角形

の内角の和は360°になることを

使いました。

この四角形でここは垂直で90°

ここは90－60で30°

ここは180－40で140°

だから∠ｘは

360－（90＋30＋140）＝360－260

＝100

100°になりました。

〔考察〕 生徒は既習事項を様々に組み合わせて課題に取り組んでいる。「ここにこの補

助線をひいて、この性質を使おう。」と考えた生徒もいるし、生徒は安定した図

形を好む傾向があるので「垂直に線をひいてみよう。」、「三角形をつくってみよ

う。」と考えやすそうだと思える図形をつくって考えを進めた生徒もいる。また、

とりあえず線をひいて図形をつくり、その図形に既習事項をあてはめて考えを

進めた生徒もいる。

ただ、上記のように∠ｘの値を求めることができたということにとどまらず、

互いの考え方を確認し合い理解し合うことが大切である。

例えば、Ｓ３とＳ４では、同じように平行線の錯角を用いているが補助線の

違いによって図形の見方が随分と異なることに生徒は気付くであろう。また、

Ｓ５、Ｓ６、Ｓ７においてもおなじく垂線をひいているものの、どこにひくか

で∠ｘの求め方が違ってくる。このように自分との類似点、相違点に気付かせ

ることが重要である。

生徒が互いの考え方や求め方を理解し合うためには、いかに相手を納得させ

るかということが大切になる。そのために、生徒は既習事項から根拠を求め、

言葉と図と式を対置させ説明し伝え合う活動を繰り広げる。

説明が理解できなければ質問し、質問を受けた者はどうすれば理解してもら

えるだろうかという視点をもって説明の工夫を行う。また、説明し伝え合う活

動を成立させるためには、それ以前の学習規律も重要な要素である。

④ 今日の学習で分かったことをまとめる場面

Ｔ ・今日の学習で、どんなことが分かりましたか？

Ｓ８ ・同じ課題でも、いろいろな解き方がある。

Ｓ９ ・いろいろな考え方があることが分かってよかった。

Ｓ10 ・自分が考えていなかったことが分かってよかった。

Ｓ11 ・みんないろいろな考え方をしていてすごいと思った。

Ｓ12 ・おもしろかった。

Ｓ13 ・自分もいろいろな考え方をするようにしたい。

Ｓ14 ・ちょっと難しい。

〔考察〕 上記はまとめの段階の一場面である。Ｓ13に代表されるように多くの生徒は

互いのよさを認め合う中で、答えが同じであることで満足しないで、いろいろ

な考え方を追究しようという態度を示している。

生徒は新しい知識や技能を身に付けたこと、説明し伝え合う活動を通して自
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分の考えが深まったこと、発表の技術が向上したことなどを感得している。つ

まり、生徒が自分の変容や高まりを感じ取ることができる。また、生徒の反応

を通して教師は学習のねらいが達成できたかを評価することができる。

まとめから振り返りの段階では、授業の流し方によっては「(5) 課題の工夫

③課題の条件変え」のように、生徒が新たな問いを生み出し課題を発展させる

こともできる。

(2) 授業の分析

生徒がそれぞれの考えを発表する際、どの図形の性質を使ったかなどの説明では、「○○

を使って△△ように考えました。」と言うように、課題を解決するための根拠をしっかりと

説明することができた。自分の考えを的確に他者に伝えようとする授業をすることで、他

者に分かりやすく説明するためには、数学的な表現や言葉を使わなければうまく伝えるこ

とができないことが分かり、数学的な表現の大切さが実感できた。

また、数学的な表現を用いようとすることは、数学へのより深い理解につながるととも

に、学力向上にもつながる。

「(1) 生徒の反応 ③ 求め方を発表する場面」で考察したものを、生徒の反応から

まとめると以下のようになる。

① 課題提示の場面

課題文にそって図形を黒板にかいたので、どんな図形か、何を求めるのかはよく分か

ったようである。

② 結果を予想する場面

図の角度は正確ではなかったが、直感的に100°と答える生徒が多かった。

③ 求め方を発表する場面

補助線をひくとき、身近な図形である三角形をつくる生徒が多いと思ったが、直角を

つくる生徒が多かった。90°が分かりやすい角度であるからだと推測する。解決の見通

しをせず、とりあえず垂線をひくなど、直角をつくる生徒も数名いた。

解き方や考え方の説明では、自分の言葉で説明していたのはよかったが、きちんとし

た用語が使えない場面もあり、今後の課題である。

④ 今日の学習で分かったことをまとめる場面

他の生徒の説明や考え方を肯定的に受け止める生徒が多く、いろいろな見方や考え方

があることが分かったようである。自分も、いろいろな考え方ができるようになりたい

と前向きにとらえる生徒が多かったのも大変喜ばしいことであった。

６ 成果と課題

(1) 成果

「どの既習事項を活用すればよいのか。」、「この図形の性質を用いるには、どのような補

助線をひけばよいのか。」を考え、課題を解決することを通して、既習事項を活用すること

の大切さや既習事項を用いれば課題を解決できることが分かったようである。このような

学習を繰り返すことで、新たな課題に向かうとき、「これまでの経験や体験を生かせないか。」

「既習事項を使って課題を解決できないか。」という姿勢で望むことができるであろう。

自分の考えを発表する場面では、自分なりの言い方で説明することも大切であるが、数

学の用語を用いることで、「より分かりやすく説明できる。」「より相手に自分の考えを理解

してもらえる。」ということが実感できたようである。

等しい理由(根拠)を明らかにすることの大切さを、友だちに説明する活動を通して理解
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できたようである。このことは、今後の論証指導において、大いに役に立つとともに、数

学的な見方や考え方、表現力を養う上でも大切なことである。

授業全般を通しての感想として、次のようなことがあげられる。

① 生徒がとても意欲的に課題に取り組み、最後まで楽しく学習することができた。

② 学習プリント(ワークシート)に自分の考えや解き方を表現することができた。また、

自分が考えていなかった友達の考え方なども、きちんと書き留めることができていた。

③ 生徒が、自分なりの言葉や表現の仕方で発表することができた。また、お互いの発表

をきちんと聞くとともに認め合うことができた。

④ お互いの考え方や解き方を発表しあうことを通して、自分が気付かなかった解き方や

考え方を知り、興味･関心を高めるとともに、別の学習場面にも生かそうとする態度を養

うことができた。

(2) 課題

本時の課題解決の方法はいろいろあるが、本課題を発展的に考えた場合、どのような場

合でも使える解き方は限られてくる。どの解決方法が、より汎用性があるか、いろいろな

場面で活用できるかなどを考えさせることも、よりよく考えたり、数学的な見方や考え方

を養う上でも重要なことである。

本時では、考え方の根拠や他者に分かりやすく説明するためにはどのように表現すれば

よいかということに力点をおいたが、前述したことも大切なことであり、活用する力を育

成するためにも欠かせないことである。

① 自分なりの言葉で説明することは大切なことであるが、根拠を説明する際は、できる

だけ数学的な用語を使うようにさせる必要がある。

② 可能な限り、このような課題を多く授業に取り入れていく必要がある。
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<実践事例５> 
 

 

 

 

 

１ 改善の方向  

数学的なプロセス 

α１：日常的な事象を数学化すること 

 今回の「天秤」を用いた授業では、天秤の性質により天秤がつり合うのかなどの特徴を的確に

とらえ、観察し、自らの操作活動をもとに事象を数学化することを目指した。 

α２：情報を活用すること 

 与えられた 1g、3g、9g の 3 つのおもりを用いて、その与えられた情報を適切に選択し、判断す

ることができることを目指した。また、それらを用いた理由等を説明できるように、学び合い活

動を展開し、より理解を深め、思考力・判断力・表現力をはぐくむことを目指した。 

 

生徒に身に付けさせたい「表現する力」 

(b) 事柄を調べる方法や手順を説明すること 

操作活動では、課題を解決する方法や手順を的確に説明できるように自分の考えをワークシートに

記入させ、学び合い活動では、考えを説明したり聞いたりする活動を取り入れた。また、発表場面で

も、「○○を用いて、△△する。」の形式で説明することを目指した。 

 

２ 研究および授業改善の視点 

 学力の定着・向上を図るためには、 

(1) 「学習意欲を高めること」 

(2) 「基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着」 

(3) 「思考力・判断力・表現力の育成」 

が重要である。そこで、以下に授業改善の視点を示す。 

(1) 「学習意欲を高めること」 

 学習意欲を高める手段の 1 つとして、操作活動を取り 

入れた。天秤のおもりをのせるなど数学的活動を楽しみ、 

数学を学習することの意義を実感するだけでなく、見通 

しをもって得た答えや成果を共有するなど数学的活動の指導を一層充実することで、学習意欲を

高めようとした。 

(2)  「基礎的・基本的な、知識・技能の確実な定着」 

 基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着として、反復(スパイラル)による授業を考えた。算

数・数学の内容の系統性を重視しつつ、等式の性質については、小学校でも用いる天秤を扱い、

等式の性質を具体的なイメージをもって把握し、方程式の解法に活用できるようにすることを重

視した。 

(3) 「思考力・判断力・表現力の育成」 

  言語活動や体験活動を重視した指導を目指し、生徒同士の学び合い活動を取り入れた。学び合

いでは、生徒同士のやりとりにおいて、質問と説明場面が発生する。ここで、学び合いにおける質問

者と説明者の表現力育成のポイントを考える。 

  説明者は、ワークシートに自分の考えを記入することで、自分の考えを整理する。質問者から質問

されることで、自分なりに解決したことを説明しなければならない立場におかれるが、自分では分か

ったつもりでも、人に伝えようとするともう一度自分の思考を振り返る必要が出てくる。また、質問

者は、説明者の説明を理解しなければならない立場におかれる。質問者は、分からない点や間違って

いる点を指摘する等の活動を行うことも必要である。そうすることにより、説明者は、自分の説明の

よさや改善点に気付くことになる。 

  このように、生徒同士の学び合いによるコミュニケーションを通して思考力・判断力・表現力が

育成できると考えた。 

第１学年「方程式」 

操作活動、学び合い活動を取り入れた数学の学力向上を図る授業 

荷物 
１ ３ 

９ 

１次方程式 天秤のつり合い 
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３ 実践のねらい 

思考力・判断力・表現力等をはぐくむためには、 

① 体験から感じ取ったことを表現する 

② 事実を正確に理解し、伝達する。 

③ 概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用したりする。 

④ 情報を分析・評価し、論述する。 

⑤ 課題について、構想を立て実践し、評価・改善する。 

⑥ 互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる。 

といった学習活動が大切である。(中央教育審議会答申 平成 20 年 1 月 17 日) 

本事例では、天秤を用い、決まったおもりを考えて置く「操作活動」を通して、体験したことを

表現し、概念を解釈したり、説明したりする活動を取り入れた。 

また、グループ活動における「学び合い活動」により、互いの考えを伝え合い、自らの考えや集

団の考えから課題を解決していく学習活動を通して、思考力・判断力・表現力の育成を図りたい。 

 

４ 実践概要 

(１) 題材名  方程式 

(２) 題材について 

ア 生徒観 

本学級は、授業にほとんどの生徒が熱心に取り組めている。しかしながら、発言に対しては消

極的で自ら発表する生徒は尐ない。家庭学習については、塾に通い、休日は塾の宿題に追われて

いる生徒と、まったく学習しない生徒と極端である。そのために、自ら進んで学習できる生徒と、

基礎となる部分が身に付いていない生徒に分かれている。数学の授業への取組も意欲的ではある

が、家庭学習が不足しがちであり、技能の習得はなかなか得られていない。また物事を説明する

など、「表現する」ことが苦手としている生徒も多い。 

イ 教材観 

        方程式を利用することの利点は、文字を使うことにより、問 

題を機械的、形式的に解くことができる点である。しかしなが 

ら、機械的、形式的解法に早くから走りすぎて、根拠となる考 

えを怠ることが多々あり、数学的な思考・判断・表現する力を 

伸ばすことができない生徒もいる。 

    そこで、右図のような天秤という具体物を操作したり、考えたり説明したりする等の数学的 

活動を結び付けることを通して、「表現力」の育成を図りたい。 

ウ 指導観 

     本時では、主に「表現力」を育成するために数学的活動として、操作活動・学び合い活動を重

視している。その考えを以下に示す。 

 （ア） 学び合いなどの数学的活動の充実と表現力の育成 

         学び合いでは、生徒同士のやりとりにおいて、質問と説明場面が発生する。ここで、学び合い 

における質問者と説明者の表現力育成のポイントを考える。 

説明者は、ワークシートに自分の考えを記入することで、自分の考えを整理する。質問者から

質問されることで、自分なりに解決したことを説明しなければならない立場におかれるが、自分

では分かったつもりでも、人に伝えようとするともう一度自分の思考を振り返る必要が出てくる。

また、質問者は、説明者の説明を理解しなければならない立場におかれる。質問者は、分からな

い点や間違っている点を指摘する等の活動を行うことも必要である。そうすることにより、説明

者は、自分の説明のよさや改善点に気付くことにもなる。 

 （イ） （ア）の根拠をもとに、表現力を育成するための視点 

  方程式の根本的な考え方である等式の性質について、天秤を用いた操作活動を取り入れ、具体

的なイメージを持たせたい。また、その操作活動をグループで行うことで生徒同士の学び合い活

動を行うことで説明する立場、質問する立場の生徒個々の「表現力」を育成したい。さらに、ど

のような操作活動を行ったか発表する場合には、「事柄を調べる方法や手順を説明すること」の

記述のタイプである「○○を用いて、△△する。」の形式で説明できるようにさせたい。 

図 1 天秤 

荷物 
1 3 
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(３) 題材の目標 
方程式について理解し、それを用いることができるようにする。 

・方程式およびそのなかの文字や解の意味を調べることができるようにする。 
・等式の性質に基づいて方程式を変形して解くことができるようにする。 
・簡単な方程式を能率よく解くことができるようにする。 
・方程式を利用して、問題を解決することができるようにする。 
・比例式の意味とその性質を理解し、それを利用して問題を解決することができる。 
(４)研究とのかかわり 

ア 本時は、単元名「方程式」で、方程式を解く基になる等式の性質を理解する実践場面であ

る。ここでは、小学校でも教材として扱われる「上皿天秤」を用いて、操作的な活動を取り

入れること学習意欲を高める。この操作活動を基に、等式の性質を具体的なイメージをもって

把握し、方程式の解法に活用できるようにする。 

イ おもりののせ方を考え、それを操作して確かめることで知的充足を高めることにつなげて

いく。学び合い活動で、具体物を操作する活動と、考えたり説明したりする活動を結び付け、

相互に考えを活性化させることで思考力、判断力、表現力の育成を図る。 

 (５) 実践事例の流れ 

ア 課題１のプリントの 1g、3g、9g の 3 種類のおもりを切り取る。 

イ 個人で操作活動を行う。この 3 つだけのおもりと天秤を使って、1g～13g の荷物の重さの量

り方を切り取った図を用い、ワークシートに記入する。 

ウ グループになり、学び合い活動を行う。終了していない生徒は、どの問題が分からないの

かを伝え、終了した生徒から解決のためのヒントの説明を受ける。その結果をワークシート

に書き入れ、理解の程度を確認し合う。 

エ 各班で分担して黒板の前で 1～13g のおもりの量り方を説明する。 

オ 課題２で簡単な方程式をつくり、解を求める過程を通して「等式の性質（差の場合）」を見

いだす。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 本時の目標である等式の性質をまとめる。 

(６) 指導計画 

 

節 
項 指導内容 

指導 

時数 

1 1 方程式とその解 方程式の意味、方程式の解、方程式を解く意味 1 

2 等式の性質と方程式 等式の性質、等式の性質を利用して方程式を解くこと 2(1/2) 

3 方程式の解き方 移項、移項して方程式を解くこと、いろいろな方程式を解くこと 3 

2 1 方程式の利用 方程式をつくる手順、方程式を利用して実際の問題を解くこと 4 

 章末  2 

 比と比例式 比と比の値、簡単な比例式を解くこと 3 

課題 2 荷物の重さを求めよう。 

 つり合っている天秤がある。荷物の重さを x g とするとき、つり合っている天

秤の両方の重さは等しいことから方程式をつくり、荷物の重さを求めなさい。 

 

          

 荷物 

1 1 1 1 

 
 

荷物を x g とし、左右の皿の重さを式に表す。 

左の皿＝右の皿 

x+1＝3 

x+1－1＝3－1 

 x＝2 

等式の両辺から同じ数を引いても、等式が成り立つことを確認する。 
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(７) 本時の目標 

   天秤を用いた、操作活動・学び合い活動や簡単な方程式を導く過程を通して、等式の性質を

見いだすことができる。 

 ・ 天秤の左右のつり合いに着目し課題を解決しようとする。         (関心・意欲・態度) 

 ・ 天秤の性質から、荷物ののせ方を、説明することができる。     (数学的な見方や考え方) 

 ・ 天秤の性質を使って、見通しをもちながら方程式を解くことができる。     (数学的な技能) 

 ・ 等式の性質を理解している。                             (知識・理解) 

(８) 本時の展開 

段

階 
学習活動 指導上の留意点 

観点別学習状

況の評価 

具体的な手だ

て 

導

入 

５

分 

１ 天秤の性質を確認

する。 

○小学校で用いた天秤を思い出さ

せる程度にとどめ、簡易的な説明で

終わらせる。 

  

展

開 

40

分 

２ 課題１について考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○例として図を切り取

り、２g について、説明

する。 

 

 

 

 

○５ｇの場合の説明を

言葉で書いてみよう！ 

 

 

【操作活動】 

○個人で操作活動を行

う。 

３種類のおもりと天

秤を使って、１g～13g の

荷物の重さの量り方を、

切り取った図を用い、ワ

ークシートに記入する。 

 

３ グループになり、学

び合い活動を行う。 

【学び合い活動】 

○終了していない生徒

は、どの問題が分からな

いかを伝え、終了した生

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○例において、天秤のつり合う性質

を使って荷物の重さを量ることを

示すことで、おもりののせ方を理解

させる。このとき、「○○を用いて、

△△する。」の形式で説明し、説明

のしかたを明らかにする。 

 

○５ｇの場合は、ワークシートに２

ｇの場合を参考におもりののせ方

を言葉で書き表させる。 

 

 

○３種類のおもりを１つずつ用い

て、13種類の重さの荷物を量ること

ができるのか操作活動により確認

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

○終了した生徒は、自分の図を見せ

ずに、解決のためのヒント(おもり

の個数、左右の皿等)を終了してい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○天秤の左右

のつり合いに

着目し課題を

解決しようと

しているか。 

<関・意・態> 

(観察) 

 

 

 

 

○天秤の性質

から、荷物の

のせ方を、説

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・左の皿と右の

皿が同じ重さ

になることで

天秤がつり合

い、荷物の重さ

が分かること

を理解させる。 

 

 

 

 

・班内で解決で

きそうにない

ときは他の班

2g 

説明例 

２ｇの荷物の場合について説

明します。おもりは、１ｇと

３ｇを使います。図のように

１g のおもりを左の皿に荷物

と一緒にのせます。３g のお

もりは右の皿にのせます。こ

うすることによって左右の皿

の重さがつり合い２ｇの荷物

の重さを量ることができま

す。 

課題１ 荷物の重さは何 g？？ 

 1g、3g、9g の 3 種類のおもりが 1 つずつある。この 3 つだけのおもりと天秤を使って、

1g～13g の荷物の重さを量ることができるでしょうか？切り取った図を用い、下の天秤に図

をかこう！！ 

 
荷物 

荷物 
1g 3g 9g 
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徒から解決のためのヒ

ントの説明を受ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○終了していない生徒

は、終了した生徒の説明

を聞き、理解する。 

 

 

○発表する。 

 各班で分担して黒板

の前で 1～13g（２ｇを除

く）のおもりののせ方を

説明する。 

 

４ 課題２について考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

荷物を x g とし、左右

の皿の重さを式に表す。 

 左の皿＝右の皿 

x+1＝3 

x+1－1＝3－1 

 x＝2 

 

 

○等式の両辺から同じ

数をひいても、等式が成

り立つことから等式の

性質（差の場合）を導く。 

 

 

 

 

ない生徒に説明させる。 

 

 

○説明する生徒は、説明を受ける生

徒のワークシートを見て、どのよう

なヒントを示せば、解決に至るかを

考えて説明するように説明の要点

を指示する。 

例 

・おもりを３つ使うよ。 

・右の皿におもりが２つのるよ。      

・つり合うためには左の皿をどうす

ればいいかな？ 

 

○説明を聞いた生徒は、ワークシー

トに理解した様子を書き入れ、説明

した生徒に見てもらうように指示

する。 

 

○発表の際には、「○○を用いて、

△△する。」の形式で説明すること

再確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○両方の重さが等しいことから、同

じ 1g をとることを方程式で表すと

方程式の両辺から1をひくことにな

ることに気付かせる。 

 

 

 

 

○課題２で考えた方程式を基に等

式の性質（差の場合）を導き出す。 

明することが

できるか。 

<見・考> 

(観察) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○天秤の性質

を使って、見

通しをもちな

がら方程式を

解くことがで

きるか。 

<技能>(観察) 

 

に聞きに行か

せ、異なる説明

で理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・左の皿の重さ

は、荷物とおも

りの合計の重

さで、（x+1） g

と表せること

を示す。 

 

課題２ 荷物の重さを求めよう。 

 つり合っている天秤がある。荷物の重さを x g とするとき、つり合っている天秤の

両方の重さは等しいことから方程式をつくり、荷物の重さを求めなさい。 

荷物 
1 1 1 1 

等式の性質（差の場合） 

② A=B ならば、A－C=B－C 
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ま

と

め

５

分 

６ 等式の性質をまと

める。 

 

 

 

 

○等式の両辺に同じ数をたしたり、

かけたり、同じ数でわったりする場

合は、具体的な数を用いて例を示

し、①③④の性質のまとめにつなげ

る。 

○まとめるときは、式だけでなく、

言葉でどう言い表すか分かるよう

に括弧書きで示す。 

○等式の性質

を理解してい

るか。 

<知・理> 

(観察) 

・等式の性質を

再確認させる。 

(９) 備考 

ア 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

イ 資料 ワークシート 

等式の性質 

① A=B ならば、A＋C=B＋C (等式の両辺に同じ数をたしても等式は成り立つ) 

② A=B ならば、A－C=B－C (等式の両辺から同じ数をひいても等式は成り立つ) 

③ A=B ならば、A×C=B×C (等式の両辺に同じ数をかけても等式は成り立つ) 

④ A=B ならば、A÷C=B÷C (等式の両辺を同じ数でわっても等式は成り立つ) 

課題１ 

 

1g、3g、9g の 3 種類のおもりが 1 つずつある。この 3 つだけの 

 

おもりと天秤を使って、1g～13g の荷物の重さを量ることができ 

 

るでしょうか？切り取った図を用い、下の天秤に図をかこう！！ 

 

等式の性質 

① A=B ならば、A＋C=B＋C  

(等式の両辺に同じ数をたしても等式は成り立つ) 

② A=B ならば、A－C=B－C  

(等式の両辺から同じ数をひいても等式は成り立つ) 

③ A=B ならば、A×C=B×C  

(等式の両辺に同じ数をかけても等式は成り立つ) 

④ A=B ならば、A÷C=B÷C  

(等式の両辺を同じ数でわっても等式は成り立つ) 

課題２ 荷物の重さを求めよう。 

 

 つり合っている天秤がある。荷物の重さを x g とするとき、 

 

つり合っている天秤の両方の重さは等しいことから方程式を 

 

つくり、荷物の重さを求めなさい。 

   

  左の皿＝右の皿 

x+1＝3 

x+1－1＝3－1 

                  x＝2 
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ワークシート 

課題 天秤について考える 

 ☆荷物の重さは何 g？？ 

(1) 1g、3g、9g の３種類のおもりが１つずつある。この３つだけのおもりと天秤を使って、1g～13g

の荷物の重さを量ることができるでしょうか？切り取った図を用い、下の天秤に図をかこう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1g 2g 

荷物 

4g 5g 6g 

3g 

7g 8g 9g 

10g 11g 12g 

13g 

1 3 

おもり 

9 g 

おもり 

3 g 
おもり 

1 g 

荷物 

５ｇの場合の説明を言葉で書いてみよう！ 
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５ 授業分析     

(1) 生徒の反応

① 自分で天秤、おもりを切り取る 

【操作活動】 

③各グループで、教え合う。 

【学び合い活動】 

④各グループでのおもりののせ方を発表する。 

【学び合い活動】 

 

実践事例は、授業後の反省をもとに修正しているので、写真にあるワー

クシートと内容が多尐違っています。 

②切り取った天秤、おもりで荷物の重さを考える。 

【操作活動】 

②切り取った天秤、おもりで荷物の重さを考える。 

【操作活動】 
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（２）授業の分析 

① 学習課題は、与えられた 1g、3g、9g の 3 つのおもりを

用いて、13 種類の荷物の重さを天秤を用いて求める課題で

ある。 

天秤のつり合う性質を考え、おもりを動かす操作活動を

するにあたって、どの生徒も積極的に取り組んでいた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

② グループで学び合う活動により、説明者は、自分の図を見せてはいけないという条件によ

り、どのような説明ができるのか言葉を選んでヒントを促していた。また、教えられる側は、

クラスメイトのヒントを真剣に理解しようとしている生徒が多かった。 

 

        各グループで、ヒントを出し合い、学び合う場面 

S1 

S2 

S1 

S2 

7g ってどうおもりをのせればいいのかな？ 

ヒントは、おもりは 3 つとも使うよ。 

それでも分からないな…。 

おもりをたし算するだけでなく、ひき算でも考えてみれば？ 

 

６ 成果と課題 

(1) 成果 

 ① 日常的事象の数学化を図ることで、活用力を育成できた。 

  天秤の性質により天秤がどのようにつり合うのか等の特徴を的確にとらえ、自らの操作活動

をもとに事象を数式化した。操作活動を通して、荷物の重さを求めることができ、事象と方程
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式とのつながりを実感できた。数学を日常事象の問題へ活用することで、活用に関する学力向

上に効果的であると考えられる。 

 ② 情報を活用することで思考力・判断力・表現力を育成できた。            

 与えられた 1g、3g、9g の 3 つのおもりを用いて、課題解決に取り組んだ。その与えられた情

報を適切に処理する過程において、操作活動での自分の考えを記述し、互いに説明し合う学び

合い活動を展開することで、思考力・判断力・表現力をはぐくむことができた。事象を説明し、

的確に表現することで生徒の学力向上の一端を担うことができた。 

(2) 課題      

 ア 時間配分 

  学び合い活動による表現力の育成を図ることはできたが、等式の性質という学習事項の確実な

定着を図る上で時間配分が課題となった。学力向上の視点では、表現力の育成は重要であるが、

表現力を育成させる時間、学習事項の定着を図る時間などの時間配分が今後の課題である。 

 イ 表現力のさらなる定着 

  今回の授業において、グループ内で理解の不十分な生徒に説明する場はあったが、それがどの

程度理解できたのかを確認するための手立てが不十分であった。さらなる表現力の定着を図るた

めには、どのように理解したかを逆質問するなど、思考活動と表現活動の一体化を進める場を設

ける必要性がある。 
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＜実践事例６＞

自分の考えを数学的な
言葉･用語を用いて表現する力を養う授業

１ 改善の方向
数学的プロセス
α３：数学的に解釈することや表現すること
α３(2) 自分の考えを数学的に表現すること
自分の考えを分かりやすく説明する能力や表現する力を育てることは大切なことである。友達
に説明する場合も、必要に応じて図や表に指し示しながら自分の考えを数学的な表現を用いて説
明できるようにする。
β２：結果を評価し改善すること
β２(1) 結果を振り返って考えること
自分と友達の考えを比較・検討したり、結果を振り返ってよりよい解決方法を考えたりするた
めには、「自分の考えを書く（表現する）力」、「自分の考えを他者に説明する力」などの思考力
・判断力・表現力を育てることが不可欠である。自分の考えを友だちに理解してもらうことで生
徒相互の見方や考え方を比較・検討したり、よりよい解決方法を見いだしたりすることができる。
このようなコミュニケーション能力を高めることで、数学的に表現する力を伸ばす。
生徒に身に付けさせたい「表現する力」
(c) 事柄が成り立つ理由を説明すること
説明すべき事柄についてその根拠を示して理由を説明するといった，論理的な思考力や
表現力を高める。

２ 研究及び授業改善の視点
自分の考えを発表したり、表現したりする力を養うことや、授業において、自分の考えと
友達の考えを比較検討したりすることはとても大切なことである。しかし、全国学力・学習
状況調査の結果をみると、既習事項を活用したり、根拠を明らかにしながら説明する力が弱
い傾向にある。また、自分の考えを分かりやすく友だちに説明したり、数学的に表現するこ
とを苦手としている生徒も少なくない。
そこで、多様な見方や考え方ができる課題を適宜授業に取り入れること、生徒に数学を活
用する力や数学的な表現力を育成すること、友だちに自分の考えを説明し互いの考えを比較
検討するなどのコミュニケーション能力などを育成すること、これらが課題を克服するため
に必要なことである。
(1) 実践事例を通して育てたい表現力
伴って変わる２つの数量の間の関係を調べたり考察する際、対応表をつくって関係を調べたり、
式やグラフに表して調べることが効果的である。表から関係を考察する場合も、表を横に見たり、
縦に見たりすることで、いろいろな関係を見つけることができる。
例えば、表を横に見たときに、「ｘが２倍、３倍、４倍、･･･になると、ｙも２倍、３倍、４
倍、･･･になるからｙはｘに比例している。」と、変化の様子から比例していることを確認した
り、比例することの根拠を明らかにすることができる。また、比例はしていなくても、「ｘの値
とｙの値の増減のしかたが同じである。」など、１次関数の変化の割合に関することまで考察す
ることができる。
ｙとｘの関係を式に表す場合でも、「ｙ＝ａｘという形になるから、ｙはｘに比例している。」
というように、式から数量関係を把握するとともに、比例や反比例することや、していないこと
の根拠を明らかにすることができる。さらに、友達に説明する場合も、表をつくって説明したり、
式に表すことで、根拠を明らかにしながら、数学的な表現で説明することができる。
本実践事例でも、ただ単に表や式にするだけではなく、表や式に表すことのよさを実感できる
ようにするとともに、数学的に表現することを通してそのよさを実感させるとともに、数学的な
表現力を身につけさせたい。
(2) 表現力を育成するためのポイント
数量の間の関係を数理的に考察する力は、表現することによって深められる。表現する力を高
めることで、数量関係を考察したり、根拠を明らかにしながら説明したり、自分の考えを伝えあ
い、それらを共有したりするなど、質的に高めることができる。
本実践事例では、数量関係を対応表や式に表したとき、その表や式をどのように活用するか、
表や式をどのように見るかという点に力点を置くとともに、対応表や式を用いて、根拠を明らか
にしながら友達に説明する力を身に付けさせたい。さらに、お互いの考えを説明したり、伝え会
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ったりするためには、表や式に表現することが効果的であることやそのよさを実感させたい。

３ 実践のねらい
多様な見方や考え方がある課題を用意し、生徒にいろいろな解決方法を考えさせる学習指導をす
ることで、「他の見方や考え方はないか。」、「これ以外の数量関係はないか。」など、多様な見方や
考え方ができる力や考察する方法や力などを養うことができる。
また、生徒相互の考えや解決方法等を交換し合ったり練り上げたりしていく中で、相手に自分の
考えを伝える力などの数学的に表現する力を身に付けさせることがねらいである。

４ 実践概要
(1) 題材名 第１学年「比例と反比例」
(2) 題材について
ア 学習事項との関連
小学校における「数量関係」の領域では、「関数の考え」、「式の表現と読み」及び「資料の
整理と読み」が主な内容となっている。また、それらにおいて、数量やその関係を数、式、図、
表、グラフなどに表したり調べたり、言葉を用いて表したり調べたり、判断したり、説明した
りすることができるようにすることが大切である。
関数の考えとは、数量や図形について取り扱う際に、それらの変化や対応の規則性に着目し
て問題を解決していく考えである。特に、伴って変わる２つの数量の関係を考察し、特徴や傾
向を表したり読み取ったりできるようにすることが大切である。「式」は、事柄やその関係な
どを正確に分かりやすく表現したり、理解したりする際に重要な働きをするものである。また、
式を読み取ったり、言葉や図と関連付けて用いたりすることも大切である。資料の整理と読み
については、目的に応じて資料を集めて分類整理したり、それを表やグラフなどに分かりやす
く表現したり、特徴を調べたり、読み取ったりすることができるようにすることが大切である。
また、目的に応じて表やグラフを選んだり、関連付けて用いたり、読み取ったり、活用したり
することも大切である。
各学年の主な内容を、「関数の考え」、「式の表現と読み」、「資料の整理と読み」に分けて整
理してみると、次の表のようになる。（『小学校学習指導要領解説・算数編』より）

学年 関数の考え 式の表現と読み 資料の整理と読み

第 ・ものとものとの対応 ・加法及び減法の式の表現 ・ものの個数を絵や図など
１ ・数の大小や順序 とその読み を用いて表したり読み取
学 ・一つの数をほかの数の和 ったりすること
年 や差としてみること

第 ・数の大小や順序 ・加法と減法の相互関係 ・身の回りにある数量を分
２ ・一つの数をほかの数の積 ・乗法の式の表現とその読 類整理し，簡単な表やグ
学 としてみること み ラフを用いて表したり読
年 ・乗数が１ずつ増えるとき ・（ ）や□などを用いた み取ったりすること
の積の増え方 式

・乗数又は被乗数が０の場 ・除法の式の表現とその読 ・資料を分類整理し、表や
第 合を含めての，乗数が１ み グラフを用いて分かりや
３ ずつ増減したときの積の ・数量の関係を式に表し式 すく表したり読み取った
学 変化 と図を関連付けること りすること
年 ・□などを用いた式 ・棒グラフの読み方やかき

方

・二つの数量の関係と折れ ・四則の混合した式や（ ） ・資料を二つの観点から分
第 線グラフ を用いた式 類整理して特徴を調べる
４ ・公式についての考え方と こと
学 公式の活用 ・折れ線グラフの読み方や
年 ・□、△などを用いた式 かき方

・四則に関して成り立つ性
質のまとめ

第 ・簡単な場合についての比 ・数量の関係を表す式 ・百分率
５ 例の関係 ・資料の分類整理と円グラ
学 フや帯グラフ
年

・比 ・文字ａ，ｘなどを用いた ・資料の平均
第 ・比例の関係を式，表，グ 式 ・度数分布を表す表やグラ
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６ ラフを用いて調べること フ
学 ・比例の関係を用いて，問 ・起こり得る場合を調べる
年 題を解決すること こと
・反比例の関係

(ｱ) 関数の考え
「関数の考え」とは、数量や図形について取り扱う際に、それらの変化や対応の規則性に着
目して問題を解決していく考えである。「関数の考え」によって、数量や図形についての内容
や方法をよりよく理解したり、それらを活用できるようにすること、また、伴って変わる２つ
の数量の関係を考察し、特徴や傾向を表したり読み取ったりできるようにすることが大切なね
らいである。
第１学年から第３学年では、ものとものとを対応付けたり、１つの数をほかの数の和や差と
してみたり、１つの数をほかの数の積としてみたり、乗数が１ずつ増えるときの積の増え方の
様子に着目したりすることができるように指導する。これらは、「Ａ数と計算」の領域の関連
する内容であり、ここに関数の考えが見られる。
第４学年では、具体的な場面において、伴って変わる２つの数量があることに着目し、それ
らの関係を表やグラフを用いて表し、関係を明らかにする能力を伸ばしていくことをねらいと
している。身の回りの事象の中から伴って変わる２つの数量の関係を見いだし、それらの数量
の間の関係を表や折れ線グラフを用いて表したり、特徴を読み取ったりすることができるよう
にする。これらの指導を通して、関数の考えを伸ばしていくようにする。
また、折れ線グラフから変化の特徴を読み取るとは、一方の数量が増加するときの他方の数
量の増減の様子を視覚的にとらえ、２つの変化する数量の間にある関係を明確にすることであ
る。そのためには、各部分の折れ線の傾きから数量の増減の様子をとらえることが必要となる。
第５学年では、表を用いて、伴って変わる２つの数量の関係を考察できるようにする。ここ
では、伴って変わる２つの数量の関係を考察する能力を高めるとともに、比例の関係について
知り、関数の考えを伸ばしていくことをねらいとしている。表をかいたり読み取ったりする活
動を十分に行い、表を活用できるようにすることが大切である。表を活用することにより、数
量の対応や変わり方の特徴を読むことなど、数量の関係の見方を深めるようにすることが大切
である。
また、比例については、「２つの量□と○があって、□が２倍、３倍、･･･になると、それ
にともなって○も２倍、３倍、･･･になるとき、『○は□に比例する』といいます。」と定義し
ている。具体的な場面としては、「直方体のたて、横の長さを変えないで、高さを１㎝、２㎝、
･･･と変えます。体積がどのように変わるか調べましょう。」、「底辺が５㎝の平行四辺形があ
ります。底辺はそのままで、高さが変わると、面積はどのように変わるか調べましょう。」と
いうような数量関係から、比例の関係について学習する。そこでは、表に数量を当てはめなが
ら調べていくことを指導する中で、２つの数量の対応や変化の仕方の特徴を見いだすことがで
きるようにする。
第６学年では、比について理解できるようにしたり、伴って変わる２つの数量の関係として
の比例の関係について、式、表、グラフを用いて特徴を調べたり、比例の関係を用いて問題を
解決したりすることや、反比例の関係について指導する。
ａ：ｂという比の表し方を指導するとともに、比について理解できるようにする。指導する
際は、具体的な場面によって、比の相等とそれらの意味について理解させるようにする。例え
ば、ソースとケチャップを混ぜて同じ濃さのハンバーグソースをつくる場面がある。「１人分
では、ソース２，ケチャップ３」、「２人分は、ソース４，ケチャップ６」、「３人分は、ソー
ス６，ケチャップ９」など、ソースとケチャップの割合を等しくすることで同じ濃さのハンバ
ーグソースをつくることができる。このような指導を通して、２：３は、４：６、６：９など
と等しいことを理解させる。比は、日常生活のいろいろな場面で用いられるので、日常生活の
中から比が用いられる事象を探したり、それを活用して物事を処理したりするような活動など
を行うなど、指導の工夫をする必要がある。
また、これまでに学習してきた数量関係についての見方をまとめるために、伴って変わる２
つの数量の中から特に比例の関係にあるものを中心に考察し、関数の考えを伸ばすことをねら
いとしている。
比例の意味としては、「一方の量が２倍、３倍、４倍、･･･と変化すると、他方の量も２倍、
３倍、４倍、･･･と変化する。」、「ｙがｘに比例するとき、ｙ＝（決まった数）×ｘ という
式が成り立つ。」などがあげられる。また、「比例のグラフは直線になり、０の点を通る。」と
いうグラフの特徴についても学習する。さらに、反比例の関係について知り、比例についての
理解を深めることもねらいとしている。反比例の意味としては、「一方の量が２倍、３倍、４
倍、･･･と変化すると、他方の量は 1/2 倍、1/3 倍、1/4 倍、･･･と変化する。」、「ｙがｘに反比
例するとき、ｙ＝（決まった数）÷ｘ という式が成り立つ。」などがあげられる。
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(ｲ) 式の表現と読み
日常の事象の中に見られる数量やその関係などを表現する方法として、言葉、数、式、図、
表、グラフがある。その中でも式は、事柄や関係を簡潔、明瞭、的確に、また、一般的に表す
ことができる優れた表現方法である。式の指導においては、具体的な場面に対応させながら、
事柄や関係を式に表すことができるようにする。さらに、式を通して場面などの意味を読み取
り言葉や図を用いて表したり、式で処理したり考えを進めたりすることが大切である。さらに、
式を、言葉、図、表、グラフなどと関連付けて用いて自分の考えを説明したり、分かりやすく
伝え合ったりできるようにすることが大切である。
第１学年では、加法及び減法が用いられる場面を式に表したり式を読み取ったりすることを
指導する。加法及び減法が用いられる具体的な場面を、＋や－の記号を用いた式に表したり、
それらの式を具体的な場面に即して読み取ったり、式を読み取って図や具体物を用いて表した
りすることを重視する。
例えば、「３人で遊んでいるところに４人来ました。」という場面を、３＋４の式に表すな
どの指導をしている。しかし、こうした式は計算をしてすぐに１つの数になってしまうことか
ら、３＋４という式が具体的な事柄を表しているという見方がしにくいことがある。結果を求
めることだけに終わるのではなく、式の表す意味に注目できるような配慮が必要である。
また、２＋４＝６という式を基に、「あひるが２羽います。そこへ４羽来ました。全部で何
羽になりましたか。」というようなお話づくりをする活動がある。さらに、「５＋３の式にな
る問題をつくりましょう。」という場面では、「すずめが５羽います。そこへ３羽来ました。」
というような問題をつくる活動がある。このように、式について言葉や図や具体物を用いて具
体的な場面を作り出す活動をしている。
第２学年では、加法と減法の相互関係について式を用いて説明できるようにしたり、乗法が
用いられる場面を式に表したり式を読み取ったりすることを指導する。また、数をかく場所を
表す□などを指導する。
加法と減法の相互関係の場面について、いわゆる逆思考や逆算になるような問題を取り上げ、
その解決の仕方を考え、図や式に表し、説明できるようにすることを通して、加法と減法の相
互関係の理解を深める。例えば、「みかんが１５個あります。何個かかってきたので全部で３
２個になりました。買ってきたみか
んは何個ですか。」という問題の場
合に右にあるような図を用いたり、
また、それらの表現を関連付けて用
いたりして考える。
乗法を式で表す指導では、「１皿に２個ずつリンゴがのっているとき、５皿分で１０個です
ね」というような文章による表現、具体物を用いた表現などと関連付けながら、式の意味を深
めるとともに、記号×を用いた式の簡潔さや明瞭さを味わうことができるようにする。
第３学年では、除法が用いられる場面を式に表したり式を読み取ったりすることや、数量の
関係を表す式と図を関連付けたり、文字としての役割をもつ□などを用いて式に表したりする
ことを指導する。例えば除法の学習の際に、１２÷３の答えを３×□＝１２の□に当てはまる
数としてとらえる場合に用いられる□などのことである。
式に表す指導では、「クッキーが１２個あります。」３人で同じ数ずつ分けると、１人分は
何個になりますか。」というような言葉（文章）による表現や、具体物を用いた操作などと関
連付けながら、式の意味の理解を深めるとともに、記号÷を用いた式の簡潔さや明瞭さを味わ
うことができるようにする。
□を用いた式については、未知の数量を□などの記号を用いて表現することにより、文脈通
りに数量の関係を立式し、□に当てはまる数を調べることができるようにする。「学級文庫に
本が３８冊あります。新しい本を何冊か買ったので、本は全部で５０冊になりました。」とい
う文章を、３８＋□＝５０という式に表したり、「色紙を４５枚持っていました。そのうち、
何枚か配ったら、残りが２６枚になりました。配った色紙は何枚ですか。」という文章から、
４５－□＝２６という式から、□を求めるために、線分図などを利用して、□＝４５－２６と
いう式をつくり、□＝１９という答えを求めることを学習する。式をつくる際は、線分図や数
直線などの図を用いたり、言葉の式をつくって数量の間の関係を調べたりしている。
第４学年では、数量の関係を表す式について理解し用いたり、文字としての役割をもつ、□、
△などを用いて式に表したりすることを指導する。第３学年までに、加法・減法・乗法・除法
について、式を用いて表したり、式を読み取ったりすることを学習している。それらを基に、
四則の混合した式や（ ）を用いた式について理解すること、数量の関係を一般的にとらえ公
式にまとめて用いること、□や△などを用いて数量の関係を式に表すことが主な内容となる。
数量の関係を式に表したり、式を読み取ったりする力を伸ばすとともに、計算の順序について
の決まりなどを理解し、適切に式を用いることができるようにすること、さらに、既習の式と、
具体的な場面での立式などを基に、公式についての考え方を身に付けさせることをねらいとし
ている。

はじめ１５こ 買ってきた □こ

ぜんぶで ３２こ
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四則の混合した式や（ ）を用いた式は、これまでにも学習してきているが、１つの数量を
表すのに（ ）を用いることや、乗法、除法を用いて表された式が１つの数量を表したりする
ことを確実に理解できるようにすることが主なねらいである。指導に際しては、乗法、除法を
加法、減法より先に計算すること、（ ）の中を先に計算することなどの決まりがあることを
理解できるようにし、習熟を図る。さらに、四則を混合させたり（ ）を用いたりして１つの
式に表すことは、数量の関係を簡潔に表すことができるなどのよさがあることが分かるように
し、四則を混合させたり（ ）を用いたりして１つの式に表すことができるようにすることが
大切である。
公式については、幾つもの数量の組を作って、数量と数量の間に共通する決まりや関係を見
つけ出し、それを一般化させて言葉を用いて表し、公式を作り上げていく過程を大切にする。
また、公式が一般的な数量関係を表していることを理解させるためには、具体的な場面で、式
で表しているものにいろいろな数を当てはめていく活動を大切にする必要がある。第４学年で
は、（正方形の面積）＝（１辺）×（１辺）、（長方形の面積）＝（たて）×（横）などの面積
についての公式が取り上げられている。公式は、どんな数値に対しても成り立つ一般的な関係
であることを理解できるようにするとともに、（たて）と（横）から（面積）が求められると
いう見方に加えて、（面積）と（横）から（たて）を求めることができるというような、公式
の見方ができるようにすることも大切である。
整数の計算に関しては、交換法則や結合法則、分配法則を活用して計算を簡単に行う工夫を
したり、乗法の筆算形式の中に分配法則を見つけたりするなど、四則に関して成り立つ性質に
ついての理解を深め、必要に応じて活用できるようにする。また、整数において成り立つ性質
が、小数の計算に関しても成り立つことを確かめられるようにする。
第５学年では、数量の関係を表す式についての理解を深め、簡単な式で表されている関係に
ついて、２つの数量の対応や変わり方に着目できるようにする。例えば、「底辺が５㎝の平行
四辺形があります。底辺はそのままで、高さが変わると、面積はどのように変わるか調べまし
ょう。」というような数量関係から、高さを□㎝、面積を○㎝２ として、平行四辺形の面積
を求める式をつくる場面や、「長さの等しい棒を並べて正方形をつくり、横に並べていきます。
正方形の数を□個、棒の数を○本とします。□と○の関係を式に表しましょう。」というよう
な数量関係から考察していく場面が考えられる。
第６学年では、数量の関係を表す式についての理解を深め、式を用いることができるように
する。また、数量を表す言葉や□、△などの代わりに、ａ，ｘなどの文字を用いて式に表した
り、文字に数を当てはめて調べたりする。
□、△などの代わりに、ａ，ｘなどの文字を用いて式に表し、文字の使用に次第になれるこ
とができるようにする。文字が本格的に使用されるのは、中学校からであるが、中学校数学科
とのなだらかな接続という観点からも、数量の間の関係等を簡潔に表すことができるなど、ａ，
ｘなどの文字を用いて式に表すことのよさを味わうことのできる素地を養っておくことが大切
である。

(ｳ) 資料の整理と読み
目的に応じて資料を集めて分類整理したり、それを表やグラフなどを用いて分かりやすく表
現したり、特徴を調べたり、読み取ったりできるようにすることがここでのねらいである。そ
うした活動を通して、的確な判断をしたり合理的な予測をしたりしようとする態度を育てるこ
とも大切である。
第１学年では、ものの個数を知り、比べるために、具体物を用いて、また、絵や図などを用
いて表したり、読み取ったりすることを指導する。
ものの個数を数えたりするとき、動物や具体物の絵や図などを用いて表すことができるよう
にする。また、このように表したものから、数が最も多いところや少ないところなどの特徴を
読み取ることができるようにする。
第２学年では、身の回りにある数量を分類整理し、簡単な表やグラフを用いて表したり、読
み取ったりすることを指導する。
身の回りにある数量として、「クラスで係を決めることにしました。希望した係の人数を、
分かりやすく表しましょう。」というようのことが考えられる。簡単なグラフとは、○などを
並べて大きさを表したグラフのことである。このような表やグラフから、数が最も多いなどの
特徴を読み取ったりすることができるようにする。その際、決まった形式の表やグラフをかく
ことの技能的な面を強調するよりも、特徴を読み取ったりすることを重視する。
第３学年では、資料を分類整理し、表や棒グラフを用いて分かりやすく表したり読み取った
りすることを指導する。第２学年では、分類整理したことを表を用いて表したり、絵や図など
を用いた簡単なグラフに表したりすることを指導している。第３学年では、これらの指導を基
にして、身の回りにある事象について、目的に応じて観点を決め、資料を分類整理して、これ
を表やグラフを用いて表したり、読み取ったりすることができるようにすることを主なねらい
としている。また、簡単な２次元の表を取り扱い、日時や場所などの２つの観点から表を見る
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ことができるようにする。表については、分類の仕方や、表し方に様々な種類があるので、目
的に応じて用いることができるようにすることが大切である。棒グラフについては、数量の大
小や差などを読むことに加えて、最大値や最小値をとらえたり、項目間の関係、集団のもつ全
体的な特徴などを読み取ったりすることができるようにすることをねらいとしている。
第４学年では、目的に応じて資料を集めて分類整理し、表やグラフを用いて分かりやすく表
したり、特徴を調べたりすることができるようにする。つまり、目的に応じて資料を集め、そ
の資料を分類整理し、特徴や傾向をとらえる能力を伸ばすことをねらいとしている。また、資
料を２つの観点から分類整理して表を用いて表すことができるようにする。
第５学年では、百分率を基に全体の中での割合に注目して、円グラフや帯グラフを用いて表
したり、特徴を調べたりすることを指導する。また、目的に応じて表、棒グラフ、折れ線グラ
フ、円グラフ、帯グラフを選んだり、関連付けて表したり、読み取ったり、判断したりするな
ど、活用することに取り組むことが大切である。
基準とする量を１００として、それに対する割合で表す方法が、百分率（パーセント）であ
る。したがって、割合を整数で表すと分かりやすいというよさに気付くようにすることが大切
である。また、日常生活の中でも、「消費税が５％であること」や「天気予報での明日の降水
確率が５０％」など、百分率が用いられている。日常生活の中から百分率が用いられている事
象を探すなどの活動を通して、算数が生活の様々な場面で用いられていることに気付くことが
できるように配慮することも大切である。
グラフについては、資料について、全体と部分、部分と部分の間の関係を調べると特徴をと
らえやすい事象があることに気付かせ、資料を割合を示す円グラフや帯グラフに表したり、そ
れを読み取ったりすることを主なねらいとしている。円グラフや帯グラフについては、百分率
と関連させて、そのかき方とともに、それを読み取ることも取り扱う。その際、グラフという
表現の特徴を生かして、統計的な見方を育成していくようにすることが大切である。
また、これまでに学習してきた表やグラフについての知識や技能を活用することができるよ
うに、資料の特徴を説明したり、主張したいことを伝えたりする場面を設定することが大切で
ある。その際、「数量の大きさを示す」、「数量の変化を示す」、「数量の割合を示す」などの目
的を明らかにし、それに応じた表やグラフを選択させるようにする。
第６学年では、資料の平均や散らばりを調べたり、度数分布を表す表やグラフを用いて表現
したり、統計的に考察したりすることを指導する。また、具体的な事柄について、起こり得る
場合を順序よく整理して調べることについて指導する。
第５学年の「Ｂ量と測定」の領域では、測定値の平均について指導している。その指導の上
に、第６学年では、資料の代表値としての平均について知り、平均についての理解を深めるこ
とをねらいとしている。また、資料の傾向を表すものとして、資料の散らばりについても指導
する。平均が同じであっても、値が密集しているか、分散しているかによって、資料の特徴が
異なることなどについて理解できるようにすることが必要である。そのためには、数直線上に
値を点で示すなど、散らばりの様子を表す工夫を行う活動を取り入れる事が大切である。
表やグラフについては、資料全体の分布の様子や特徴を分かりやすくするために、度数分布
表や柱状グラフ（ヒストグラム）に表すとよいことを知らせ、それらをかいたり読み取ったり
できるようにする。
起こりうる場合については、第５学年までの分類整理して考える活動の上に、第６学年では、
起こり得るすべての場合を適切な観点から分類整理して、順序よく列挙できるようにすること
をねらいとしている。指導に当たっては、結果として何通りの場合があるかを明らかにするこ
とよりも、整理して考える過程に重点をおき、具体的な事実に即して、図、表などを用いて表
すなどの工夫をしながら、落ちや重なりがないように、順序よく調べていこうとする態度を育
てるように配慮する。
このように、小学校算数科においては、伴って変わる２つの数量の関係を考察し、特徴や傾
向を表したり読み取ったりできるようにしている。比例については、表、式、グラフを用いて
特徴を調べたり、問題解決に利用したりしている。なお、反比例については、比例についての
理解を一層深めることをねらいとして、その関係について知ることとしている。
中学校第１学年では、小学校算数科における伴って変わる２つの数量の関係についての見方
や考え方を深め、比例、反比例についての理解を深めることができるようにする。すなわち、
具体的な事象の中から２つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調べることを通して、比
例、反比例の関係についての理解を深めるとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力
を培い、比例、反比例を関数としてとらえ直すことができるようにする。
小学校算数科では、比例の意味について、「一方の量が２倍、３倍、４倍、･･･と変化する
と、他方の量も２倍、３倍、４倍、･･･と変化する。」、「ｙがｘに比例するとき、ｙ＝（決ま
った数）×ｘ という式が成り立つ。」と学習している。また、「比例のグラフは直線になり、
０の点を通る。」というグラフの特徴についても学習している。反比例の意味については、「一
方の量が２倍、３倍、４倍、･･･と変化すると、他方の量は 1/2 倍、1/3 倍、1/4 倍、･･･と変化
する。」、「ｙがｘに反比例するとき、ｙ＝（決まった数）÷ｘ という式が成り立つ。」と学
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習している。
中学校第１学年では、これらの学習の上に立って、比例、反比例を変域を負の数にまで拡張
し、文字を用いた式で表現する。比例については、一般的に、ａを比例定数として、ｙ＝ａｘ
という式で表される関係であること、反比例については、一般的に、ａを比例定数として、
ｙ＝ａ／ｘという式で表される関係であることを学習する。また、比例のグラフについては、
変域が負の数まで拡張された上で、原点を通る直線であることを理解し、比例定数ａの値によ
ってどのようにグラフが変わるかということも学習する。
このように比例、反比例を中心に指導することになるが、比例、反比例は関数の一例である。
関数についての学習の初期段階においては、比例と反比例だけが関数であるような誤解に陥ら
ないよう、関数の概念の広がりを実感することができるようにし、関数関係を見いだし表現し
考察する能力を培うことが大切である。
また、「Ｄ資料の活用」の領域であるが、小学校算数科において、目的に応じて資料を集め
て分類整理し、いろいろな表やグラフを用いたり、資料の平均や散らばりを調べたりするなど
して、統計的に考察したりする基礎的な能力を培っている。中学校第１学年では、ヒストグラ
ムや代表値の必要性と意味を理解し、それらを用いて資料の傾向をとらえ説明することで、そ
の傾向を読み取ることができるようにする。
第２学年での内容は、「具体的な事象の中から２つの数量を取り出し、それらの変化や対応
を調べることを通して、一次関数について理解するとともに、関数関係を見い出し表現し考察
する能力を養う」ことである。第１学年では比例、反比例について、表、式、グラフなどを用
いて変化や対応などを調べることを通して、伴って変わる２つの数量の間に成り立つ一意対応
の関係として関数関係を見いだし表現し考察する能力を培っている。第２学年では、これらを
基に、具体的な事象を調べることを通して、一次関数について理解できるようにする。一次関
数の学習は比例の学習の発展である。同時に、変化の割合に着目するなど、文字を用いた式に
よって関数をより深く学習する入り口ともなっている。また、一次関数の特徴を、表、式、グ
ラフでとらえるとともに、それらを相互に関連付けることで、一次関数についての理解を深め
る。さらに、二元一次方程式を２つの変数の間の関数関係としてとらえたり、関係を見いだし
表現したりして、方程式で表されたいろいろな事象を考察できるようにする。二元一次方程式
ａｘ＋ｂｙ＋ｃ＝０は、ｂ≠０のとき、変数ｘの値が１つ決まれば、ｙの値がただ１つ決まる
ことから、２つの変数ｘとｙの関数関係を表す式とみることができる。このような見方を通し
て、方程式と関数が独立した内容ではなく、統合的に理解され、さらに、連立方程式や二次関
数などの理解へと発展していく。
第３学年での内容は、「具体的な事象の中から２つの数量を取り出し、それらの変化や対応
を調べることを通して、関数ｙ＝ａｘ２について理解するとともに、関数関係を見いだし表現
し考察する能力を伸ばす」ことである。
第３学年では、具体的な事象における２つの数量の変化や対応を調べることを通して、関数
ｙ＝ａｘ２を考察する。その際、表、式、グラフを相互に関連付けながら、変化の割合やグラ
フの特徴など関数の理解を一層深める。そして、これらの学習を通して、関数関係を見いだし
表現し考察する能力を一層伸ばす。また、これまでの学習の上に立って、比例、反比例、一次
関数、ｙ＝ａｘ２とは異なる関数関係について指導する。例えば、交通機関や郵便物の料金の
仕組みを取り上げ、これまで学習してきた表やグラフを用いて変化や対応の様子を調べ、その
特徴を明らかにしていく。こうした学習や経験を通して、伴って変わる２つの数量の一方の値
を決めれば他方の値もただ１つ決まるという関数関係についての理解を一層深め、事象の考察
に生かそうとする態度をはぐくみ、後の学習の素地となるようにする。

イ 関数指導のねらい
関数の学習における各学年の目標は以下のようになっている。

【第１学年】
具体的な事象を調べることを通して，比例，反比例についての理解を深めるとともに，
関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。
【第２学年】
具体的な事象を調べることを通して，一次関数について理解するとともに，関数関係
を見いだし表現し考察する能力を養う。
【第３学年】
具体的な事象を調べることを通して，関数ｙ＝ａｘ２について理解するとともに，関
数関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。

【引用文献】
文部科学省『中学校学習指導要領』（平成 20年 3月）
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また、関数の指導における各学年の内容は以下のようになっている。

【第１学年】
（１） 具体的な事象の中から２つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べること
を通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見い
だし表現し考察する能力を培う。
ア 関数関係の意味を理解すること。
イ 比例，反比例の意味を理解すること。
ウ 座標の意味を理解すること。
エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。
オ 比例，反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。
〔用語・記号〕
関数 変数 変域

【第２学年】
（１） 具体的な事象の中から２つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べること
を通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察す
る能力を養う。
ア 事象の中には一次関数としてとらえられるものがあることを知ること。
イ 一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解すること。
ウ 二元一次方程式を関数を表す式とみること。
エ 一次関数を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。
〔用語・記号〕
変化の割合 傾き

【第３学年】
（１） 具体的な事象の中から２つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べること
を通して，関数ｙ＝ａｘ２について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し
考察する能力を伸ばす。
ア 事象の中には関数ｙ＝ａｘ２としてとらえられるものがあることを知ること。
イ 関数ｙ＝ａｘ２について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解すること。
ウ 関数ｙ＝ａｘ２を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。
エ いろいろな事象の中に，関数関係があることを理解すること。

【引用文献】
文部科学省『中学校学習指導要領』（平成 20年 3月）

関数指導の大きなねらいは、自然現象や日常の一般的な事象から関数関係を見いだしたり、
いろいろな事象を考察する能力を養うことである。そして、いろいろな事象の中にひそむ関係
や法則を数理的にとらえ、数学的に考察し処理することが中心的なねらいである。また、事象
について調べるとき、事象の中から伴って変わる２つの数量を取り出し、それらの間の変化や
対応の関係に着目して考察を進めることがある。このときの調べ方として、数量の間の関係を
式や表、グラフで表すことが有効である。数量関係を式や表、グラフに表すことは、それによ
って、数量関係における変化や対応の特徴をとらえることがねらいである。また、式やグラフ
に表すことで、数量関係についての理解をより深められることになる。このように、関数関係
についての理解を深めることで、１つの数量を調べるとき、それと関数関係にある別の数量を
みつけ、それに置きかえて考察する能力を養うこともできる。
このように、いろいろな事象の中で、２つの数量の間に関数関係を見いだし、それを用いる
能力を伸ばす学習は、関数の単元だけで終わってしまってはならない。
図形など、関数以外の領域でも関数的な見方や考え方をすることで、図形の性質などについ
てより深く考察することができる。是非、他の領域でも関数的な見方や考え方ができる能力を
養いたい。

ウ 生徒の実態
「４章 比例と反比例」の単元に入るにあたり、生徒が小学校で学んだ「比」や「比例」に
ついてどの程度定着しているかを確認するために、次のようなテストを行い、生徒の実態を把
握し本時の学習指導に生かす。
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第４章 比例と反比例 ～準備テスト～

１．次のア～エのうち、同じ比を表しているのはどれとどれですか。記号で答えなさい。

(ｱ) ６：３ (ｲ) ８：６ (ｳ) １２：８ (ｴ) ９：６

２．次の式で、□にあてはまる数を求めなさい。

① １０ ： １５ ＝ ２ ： □ ② １２ ： １５ ＝ □ ： ５

③ ９ ： □ ＝ ３ ： ４ ④ □ ： ８ ＝ ３ ： １

３．次の各問いに答えなさい。

① ｘ＝－４のとき、 ３ｘ の値を求めなさい。

２
② ｘ＝６のとき、 － ｘ の値を求めなさい。

３

４．１年Ａ組は全員で３６人いて、男子の人数とクラス全員の人数の比は、５：９です。
このとき、次の各問いに答えなさい。

① 男子の人数は何人ですか。

② 男子の人数と女子の人数の比を求めなさい。

５．次の２つの数量で、○が□に比例しているのはどれですか。

① １個８０円のみかんを□個買うと、代金は○円になる。

② ２００ページある本を□ページ読むと、○ページ残る。

③ ６０㎞の道のりを時速□㎞で進むと、○時間かかる。

④ 底辺が４㎝、高さが□㎝の平行四辺形の面積を○㎝２ とする。

６．下の表は、水そうに水を入れる時間と水の深さとの関係を調べたものです。
このとき、次の各問いに答えなさい。

時間 □（分） １ ２ ３ ４ ５ ６
・・・

水の深さ○（㎝） ４ ８ 12 16 20 24

① 水の深さは水を入れる時間に比例しますか。

② 水の深さを４０㎝にするには、水を何分入れればよいですか。
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③ 水を１０分入れたときの水の深さは
何㎝ですか。

④ 水を入れる時間と水の深さとの関係
を右のグラフにかきなさい。

７．下の各表で、○は□に比例しています。表の空欄にあてはまる数をかきなさい。

① □ １ ２ ３ ４ ５
・・・・・

○ ３ ６ 12

② □ ２ 10 20
・・・・・

○ 24 60 96

(3) 指導目標
ア 比例の意味を理解し、比例する事象を式に表したり、比例の式を使って具体的な場面を考察
したりすることができる。
イ 関数の意味を理解することができる。
ウ 関数の関係にある２つのことがらについて、その対応のしかたを式や言葉で表すことができ
る。
エ 変数、変域の意味を理解し、変域を不等号を使って表すことができる。
オ 比例の関係にある１組のｘ、ｙの値の組から、ｙをｘの式で表すことができる。
カ 平面上の座標の意味を理解し、点を座標を用いて表すことができる。
キ ｙ＝ａｘのグラフをかくことができ、グラフの特徴を調べることができる。
ク 反比例の意味を理解し、反比例する事象を式に表したり、反比例の式を使って具体的な場面
を考察したりすることができる。
ケ 反比例の関係にある１組のｘ、ｙの値の組から、ｙをｘの式で表すことができる。
コ ｙ＝ａ／ｘのグラフをかくことができ、グラフの特徴を調べることができる。
サ 比例や反比例の見方や考え方、グラフを利用して、具体的な場面の問題を解決することがで
きる。

(4) 研究とのかかわり
ア 自分の考えを数学的な言葉・用語を用いて表現する力を養う視点
一応の課題解決はできるが、課題を解決するために用いた見方や考え方、既習事項などを数
学的な言葉や用語を用いてきちんと説明できる生徒は少ない。自分の考えの根拠を説明したり、
どの既習事項を活用したかを明らかにしながら課題を解決したり説明することは、数学的に表
現する力を育成する上でとても重要なことである。また、数学的な表現を用いることで、自分
の考えを説明したり、根拠を明らかにして筋道を立てて説明し、伝え合う力を育成することが
できる。
説明し伝え合う活動を通して他者とかかわることは、自分一人では気付かなかった新しい視
点をもたらし、理由などを問われることは根拠を明らかにし、それに基づいて筋道立てて説明
する必要性を生み出す。他者に分かりやすく説明したり、自分の考えを他者により理解しても
らうためには、数学的な言葉や用語を用いること、数学的に表現する力が不可欠である。そし
て、数学的な知識及び技能、数学的な表現などのよさを実感する機会が生まれる。

０ ２ ４ ６ ８ 10

20

30

40

○

□

(㎝)

(分)

10
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イ 自分の考えと友だちの考え方を比較検討する力を養う視点
同じ課題であっても、生徒によって見方や考え方、他者に自分の考えを説明するときに用い
る数学的な表現の仕方は異なることが多い。様々な解決方法がある課題や既習事項が活用でき
る課題は、個に応じる指導ができるとともに、数学的に表現することの大切さや既習事項を活
用することの大切さ、根拠を明らかにすることの大切さなどを感得させることができる。また、
自分の考え方ではなく、他の生徒と解決方法や考え方を伝え合うことは、生徒一人一人の見方
や考え方が尊重されることであり、生徒の帰属意識が高揚し、数学に対する興味や関心を高め、
学力向上にもつながると考える。

(5) 課題の工夫
ア 本時の課題
導入課題
右の図のように、１辺の長さが２㎝
の正方形の紙を、１段、２段と階段状
に並べていきます。
このとき、段数が増えるのに伴って
変わる数量にはどんなものがあります
か？

比例と反比例について、これまでに学習したことのまとめの問題である。正方形の紙を順番
に並べて階段をつくり、段数が変わるのに伴って変化する数量を見つけることで、生徒の興味
・関心を高めるとともに、これまでに学習した関数（比例と反比例）についての既習事項を活
用して課題を解決していく。
導入課題は、正方形の紙を階段状に並べていくとき、段数に伴って変わる数量を見つけさせ
るものである。具体的に正方形を並べ、課題提示を工夫することによって、正方形の個数、全
体の面積、週の長さ、高さ、頂点の数等に気付き、意欲的に取り組めるものと考える。
段数が増えるのに伴って変化する数量はいろいろあり、自分で何かを発見したりすることが
苦手な生徒でも、いくつかの数量には気付くと思われる。そして、生徒自身が見つけた数量に
ついて考察することで、より一層興味・関心も高まるであろう。このような学習を繰り返し行
うことで、自分の考えに自信を持ち、進んで課題に取り組む姿勢も養えると思う。
それに続く課題は、「段数と、それに伴って変わる数量の間には、どのような関係があるか
調べる。」ものである。段数とそれに伴って変わる数量が比例しているかどうかを調べること
が中心となるが、比例しているとは、例えば、段数をｘ、段数に伴って変わる数量をｙとした
とき、ｙをｘの式で表すと、『ｙ＝ａｘ』と表すことができるということである。その調べ方
として、ｘとｙとの関係を対応表にまとめることが重要になってくる。また、なぜ、比例する
と考えたのか、「○○であるから，比例する。」というように根拠を明らかにして説明できる
ようにさせたい。
段数とそれに伴って変わる数量の間の関係を式に表すためにはどのような方法があるのかを
いろいろ考えることによって、関数的な見方や関数のよさも味わわすことができる。さらに、
正方形の紙を階段状に並べていくという１つの事象の中にも、いろいろな関数関係があること
から、いろいろな見方や考え方を養うとともに、日常の事象の中にも関数関係があるというこ
となど、数学に対する興味や関心を高め、数学的な見方や考え方のよさも味わわせたい。

イ 本時の課題と小学校算数科との関連
関数的な見方や考え方について、小学校第４学年から漸次指導してきている。「変わり方調
べ」を通して、具体的な場面において、伴って変わる２つの数量があることに着目し、それら
の関係を表やグラフを用いて表すことを学習している。以下に、いくつかの指導例を示す。

４年生での指導例

１辺が１㎝の正方形の板を、
右の図のように１段、２段･･･
とならべたとき、段の数が１５
段のときのまわりの長さを求め
る。

１段 ２段 ３段 ４段

１段 ２段 ３段 ４段
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① 段の数とまわりの長さを、表にまとめる。

段の数（個） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

まわりの長さ（㎝） ４ ８ 12 16 20 24 28

② 段の数が 1ずつ増えると、まわりの長さはどのように変わるか。

③ まわりの長さを表す数は、段の数の何倍になっているか。

④ 段の数が１５のときの、まわりの長さを計算で求める。

１５ × ＝

⑤ 段の数を○段、まわりの長さを□㎝として、○と□の関係を式に表す。

段の数 × ４ ＝ まわりの長さ ○ × ４ ＝ □

⑥ 段の数が３０のときの、まわりの長さを求めさせる。

まわりの長さが４０㎝のとき、段の数を求めさせる。

５年生での指導例

直方体のたて、横の長さを変えないで、高さを１㎝、２㎝、･･･と変えたとき、
体積がどのように変わるか調べる。

① 高さを○㎝、そのときの体積を□㎝３として、体積を求める式を考える。

② ○を１，２，３，･･･，６と変えると、□はそれぞれいくつになるかを表に書き表す。

高さ○（㎝） １ ２ ３ ４ ５ ６
・・・

体積□（㎝３） １５ ３０ ４５ ６０ ７５ ９０

③ 高さを２倍、３倍、･･･にすると、体積はどのように変わるか。上の表をもとに考えさ
せる。
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６年生での指導例

右の図のように、正三角形の板を並べたとき、
１５段目には、正三角形の板が何枚並ぶかを求
める。

① 図をかいて板の数を数えたり、表にまとめたりして、考え、何かきまりはないか考え
てみる。

段の数（段目） １ ２ ３ ４ ５

板の数 （枚） １ ３ ５

② 段の数と板の数の関係を調べる。

③ １５段目に並ぶ板の数を、くふうして求める。

④ Aさんと、Bさんの２人の考えを説明する。

【Aさん】

段の数（段目） １ ２ ３ ４ ５ １５
･･･

板の数 （枚） １ ３ ５ ７ ９

２枚 ２枚 ２枚 ２枚 ２枚 ２枚

１＋２＋２＋ ･･･････ ＋２ ＝ １＋２×（１５－１）＝２９

２が（１５－１）個 答え ２９ 枚

【Bさん】

段の数（段目） １ ２ ３ ４ ５ 15
･･･

板の数 （枚） １ ３ ５ ７ ９

１＋０ ２＋１ ３＋２ ４＋３ ５＋４ ･･･
段の数に、段の数から１ひいた数をたすと、板の数になる。

段の数 板の数
↓ ↓

１５ ＋ １４ ＝ ２９ １段目 ･･･ １ ＋ ０ ＝ １
２段目 ･･･ ２ ＋ １ ＝ ３

答え ２９ 枚 ３段目 ･･･ ３ ＋ ２ ＝ ５
４段目 ･･･ ４ ＋ ３ ＝ ７

：

⑤ Aさんの考えたの式 １＋２×（１５－１）の、１、２、（１５－１）は、それぞれ
何を表しているか。

⑥ Aさんの考えを使って、１００段目に並ぶ板の数を求める。

式 １＋２×（□－１） ＝ □ 答え □ 枚

⑦ 段の数をｘ段目、板の数をｙ枚とする。
Aさんの考えを使って、ｘとｙの関係を式に表す。

･･･１段目

･･･２段目

･･･３段目
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このように、小学校第４学年から、伴って変わる２つの数量の間の関係について、表にまと
めて調べたり、式に表すなど、順を追って学習してきている。中学校での指導にあたっては、
これらのことを踏まえ、小学校で学習した内容、既習事項等を確認しながら、また、反復的に
指導していくことが大切である。そうすることで、より効果的に関数的な見方や考え方の育成
やいろいろな事象の中にひそむ関係や法則を数理的にとらえ、数学的に考察し処理する能力を
育成できると考える。

(6) 指導計画

次 項 主 な 内 容 時間数

１ 比例する量 ○伴って変わる量の変化のしかたを調べること ５

２ 関 数 ○関数の意味 １
○関数の関係を式や矢印とことばで表すこと 20

３ 座 標 ○平面上の点の表し方 １ 時
○平面上の点の座標をいうこと
○与えられた座標をもつ点を平面上にとること 間

４ 比例のグラフ ○ｙ＝ａｘのグラフをかくこと ２ 扱
○ｙ＝ａｘのグラフの特徴

い
５ 基本の問題 １

６ 反比例する量 ○反比例の意味 ２
○事象の中から反比例する２つの量を見いだし、
式で表すこと

７ 反比例のグラフ ○ｙ＝ａ／ｘのグラフをかくこと １
○ｙ＝ａ／ｘのグラフの特徴

８ 基本の問題 １

９ 比例と反比例の利用 ○比例や反比例の見方や考え方を利用して、具体 ３
的な場面の問題を解くこと
○比例のグラフをよみとって、具体的な場面の問
題を解くこと

10 問題演習 ３
本時
2/3

(7) 本時の目標
具体的な事象のなかにある２つの数量の変化や対応を調べることを通して、比例、反比例の関

係を見いだし、表現し、考察することができるようにする。

・ 具体的な事象の中から伴って変わる２つの数量を見いだし、調べようとする。
（関心・意欲・態度）

・ 表や式、グラフなどを利用して、伴って変わる２つの数量の間の関係を調べることや自分の
考えを数学的な表現を用いて説明することができる。 （数学的な見方や考え方）
・ 伴って変わる２つの数量の間の関係を、表や式に表すことができる。

（数学的な技能）
・ 具体的な事象の中には、比例でも反比例でもない関数関係があることが分かる。

（知識・理解）
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（8）展 開

学習活動 指導上の留意点 観点別学習状況の評価 具体的な手だて

1.導入課題を提示する。 ○導入課題に興味を持って取り組 ・黒板に正方形の紙で階段

導入課題 んでいるか。【関･意･態】(観察) をつくり、具体的に提示

図のように、１辺の長さが２㎝の正方形の紙を、１段、２段 する。

と階段状に並べていきます。

このとき、段数に伴って変わる数量にはどんなものがありま

すか？

2.導入課題を解決し、発表する。 ○伴って変わる数量を見つけ、説 ・図をよく観察させ、変化

①正方形の数 ②全体の面積 ③まわりの長さ 明することができるか。 するものを考えさせる。

④高さ ⑤頂点の数(凹部を含む) ⑥頂点の数(凸部) 【見・ 考】(観察・発表) ・実際に正方形の紙を数枚

⑦頂点の数(左上) ⑧一番右の面積 ⑨凹部の長さ 渡し、操作を通して考え

⑩対角線の長さ など させる。

課題

段数と、それに伴って変わる数量の間には、どのような関係

があるか調べてみましょう。

3.課題を解決する。 ・段数をｘ、伴って変わる数量をｙと ○比例しているかどうか、その調 ・比例する場合は、ｙをｘ

して、表をつくって考えさせる。 べ方を理解しているか。 の式で表すと、式がどん

・比例する場合は、式で表すとどんな 【知・理】(観察・発表) な形になるかを思い出さ

形で表せるかを考えさせる。 せる。

・比例する場合、表からどんなことが ○対応表に表すことができたか。 ・実際に紙を並べて、表と

言えればよいかを考えさせる。 【技能】(観察・発表) 対比させながら考えさせ

・伴って変わる２つの数量の間には、 る。

比例や反比例以外にもあることを確 ・段数をｘ、伴って変わる

認させる。 数量をｙとして対応表を

つくらせる。

①正方形の数 ・１段のときの値、２段の

段数(ｘ) １ ２ ３ ４ ･･･ ときの値･･･というよう
に、順番に考えさせる。

正方形の数(ｙ) １ ３ ６ 10 ･･･

・ｙ＝ａｘの形にはならない。 ・比例していない場合の式は

・正方形の数は段数に比例していない。 比例しているかどうかを表

ｘ（ｘ＋１） から判定できればいいので
・ｙ＝

２ ここではつくらなくてもよ

い。

②全体の面積

段数(ｘ) １ ２ ３ ４ ･･･

全体の面積(ｙ) ４ 12 24 40 ･･･

・ｙ＝ａｘの形にはならない。 ・伴って変わる数量には、比 ○比例しているかど ・比例する場合、式

・全体の面積は段数に比例していない。 例、反比例以外にもあるこ うかを判断できた に表すとどんな形

とを押さえる。 か。【見・考】 になるかを確認さ

③まわりの長さ (観察・発表) せる。

段数(ｘ) １ ２ ３ ４ ･･･

まわりの長さ(ｙ) ８ 16 24 32 ･･･

・式で表すとｙ＝８ｘで、ｙ＝ａｘの形になる。

１段 ２段 ３段 ４段
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・まわりの長さは段数に比例している。 ・比例する場合、表からどん ・段数が２倍、３倍、

比例定数は 8である。 なことが言えたかを確認す ･･･になると、伴

・段数が２倍、３倍、･･･になると、まわりの長 る。 って変わる数量も

さも２倍、３倍、･･･になる。 だから、比例 ・「○○であるから，比例す ２倍、３倍、･･･

している。 る。」というように根拠を明 になっているかど

・表を縦に見ると、まわりの長さは、段数の８倍 らかにして説明できるよう うか確認させる。

になっている。 比例定数は、８である。 にする。

④高さ

段数(ｘ) １ ２ ３ ４ ･･･

高さ(ｙ) ２ ４ ６ ８ ･･･

・ｙ＝２ｘ となり、比例している。比例定数は２。

・高さは、段数に比例している。

⑤頂点の数(凹部を含む)

段数(ｘ) １ ２ ３ ４ ･･･

頂点の数(ｙ) ４ ６ ８ 10 ･･･

・ｙ＝ａｘの形にならないから、比例していない。

・ｙをｘの式で表すと、ｙ＝２ｘ＋２となる。

・段数が２倍になっても、高さは２倍になっていない。

⑥頂点の数(凸部)

段数(ｘ) １ ２ ３ ４ ･･･

頂点の数(ｙ) ４ ５ ６ ７ ･･･

・ｙ＝ａｘの形にならないから、比例していない。

・ｙをｘの式で表すと、ｙ＝ｘ＋３となる。

・段数が２倍になっても、高さは２倍になっていない。

⑦頂点の数(左上)

段数(ｘ) １ ２ ３ ４ ･･･

頂点の数(ｙ) １ ２ ３ ４ ･･･

・ｙ＝ｘ となり、比例している。比例定数は１。

・頂点の数(左上)は、段数に比例している。

⑧一番右の面積

段数(ｘ) １ ２ ３ ４ ･･･

一番右の面積(ｙ) ４ ８ 12 16 ･･･

・ｙ＝４ｘ となり、比例している。比例定数は４。

・一番右の部分の面積は、段数に比例している。

１段 ２段 ３段 ４段

１段 ２段 ３段 ４段

１段 ２段 ３段 ４段

１段 ２段 ３段 ４段

１段 ２段 ３段 ４段



数学 実践事例⑥ - 17 -

⑨凹部の長さ

段数(ｘ) １ ２ ３ ４ ･･･

凹部の長さ(ｙ) ０ ４ ８ 12 ･･･

・ｙ＝ａｘの形にならないから、比例していない。

・ｙをｘの式で表すと、ｙ＝４ｘ―４となる。

・段数が２倍になっても、高さは２倍になっていない。

⑩対角線の長さ

※対角線の長さが求められません。

※１段目の対角線の長さは正方形１つ分。２段目の対

角線の長さは、正方形２つ分。３段目の対角線の長

さは、正方形３つ分。

したがって、段数が２倍、３倍、･･･になると、対

角線の長さも２倍、３倍、･･･になるから、対角線

の長さは段数に比例する。

・１段目の対角線の長さをｎとすると、

段数(ｘ) １ ２ ３ ４ ･･･

対角線の長さ(ｙ) ｎ 2ｎ 3ｎ 4ｎ ･･･

・ｙ＝ｎｘ となり、比例している。比例定数はｎ。

１段目の対角線の長さが比例定数になっている。

・対角線の長さを求められないので、 ○伴って変わる２つの数量を見い ・各段の対角線の長さが、

対角線の長さは、正方形何個分の長 だし、比例関係を調べようとして １段目の対角線の長さの

さかを考えさせる 。 いるか。 【関･意･態】(観察) 何個分かを考えさせる。

・１段目の対角線の長さをｎとして、 ・対角線の長さを 2.8cmと

各段の対角線の長さをｎを用いて表 して考えさせる。

してみる。

・学習の進んでいる生徒には、それぞ

れの場合のグラフをかかせ、比例の

グラフと比べさせ、その特徴などに

ついて考察させる。

4.本時のまとめ ・表や式、グラフを用いることで、伴 ○表や式、グラフを用いることで、 ・比例する場合、対応表の

って変わる２つの数量の間の関係を 伴って変わる２つの数量の間の 特徴や、式の形を思い出

考察することができる。 関係を調べることができるか。 させる。

【見･考】(観察･発表)

・伴って変わる２つの数量の間の関係 ○同じ具体的な事象の中にも、比 ・関数の中にも、比例しな

には、比例でも反比例でもないもの 例する、しないなど、いろいろ いものがあることを確認

がある。 な関数関係があることが理解で する。

きたか。【知・理】(観察･発表)

１段 ２段 ３段 ４段

１段 ２段 ３段 ４段
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比例と反比例 指導計画と評価規準
単元名 比例と反比例(２０時間)

単 ○具体的な事象の中から２つの数量を取りだし、それらの変化や対応を調べることを通して、比例・反比例の関係についての理解を深める。
元 ○表、式、グラフを用いて、比例・反比例を表したり、その特徴を調べたりすることができるようにする。
目 ○具体的な事象の中から関数関係を見いだし、比例・反比例の見方や考え方を活用できるようにする。
標 ≪３つの達成目標１年≫比例関係を式で表せる。

３つの達成目 数量図形などについて
時 小 単 元 名 小 単 元 の ね ら い 関 考 表 知 数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能

標との関連 の知識･理解
1.比例 (1) 身のまわりの事象の２つの数量 ○ ◎ ○ ○ ・比例の式を ・いろいろな事象の中か ・２つの数量について変
(1)比例する量 関係に関心を持ち、その変化や対 表すことが ら伴って変わる２つの 化や対応の様子に着目

応に着目して調べ、比例の関係を できるよう 数量に関心を持ち、観 して、比例、反比例の
見いだすことができる。 にする。 察･実験･調査などを通 関係になるものに気付

して比例の関係を調べ く。
ようとする。

(2) 関数の意味を理解するとともに ○ ◎ ・２つの数量の関係に関 ・２つの数量が関数の関 ・関数の関係にある２つ ・関数の意味を理解し
10 関数の関係にある２つのことがら 心を持ち、それが関数 係にあるかどうかを考 の数量について、｢～ ている。

について、その対応のしかたを式 の関係にあるかどうか え、その理由を説明す は･･･の関数である｣と
や言葉で表すことができる。 を考えようとする。 ることができる。 いう言い方で表すこと

ができる。
(3) 比例の関係に関心をもち、比例 ○ ○ ◎ ○ ・比例の特徴を表や式か ・比例の特徴を、表や式 ・比例の関係を式で表す ・比例の意味とその関
について式や表を用いて、その特 ら調べようとする。 を用いて考えることが ことができる。 係を表す表や式の特
徴を考えることができる。 できる。 徴を理解している。
(4) ｙはｘに比例することの意味や ○ ○ ◎ ・１組のｘ，ｙの値の組 ・比例、比例定数の意
比例定数の意味を理解することが から、比例の式を求め 味を理解している。
できる。 ることができる。
(5) 変数の意味を理解し、文字を変 ○ ◎ ○ ・文字を変数として扱う ・変数の意味を理解し
数として扱うことができる。 ことができる。 ている。
(6) 変域の意味を理解し、それを不 ○ ◎ ○ ・変域を不等号を用いて ・変域の意味を理解し
等号を用いて表すことができる。 表すことができる。 ている。

(2)座標 (7) 座標の意味を理解し、平面上の ○ ◎ ○ ・平面上の点の位置を表 ・平面上における点の位 ・平面上の点の位置を座 ・座標の意味を理解し
点の座標を求めたり、２つの数の す方法を考えようとす 置の表し方を考えるこ 標を用いて表すことが ている。
組を平面上の点で表したりするこ る。 とができる。 できる。
とができる。

(3)比例のグラフ (8) 比例のグラフの特徴を理解でき ○ ◎ ・数量の間の関係を比例 ・比例の特徴を、グラフ ・比例のグラフをかくこ ・比例のグラフの特徴
る。 のグラフを用いて調べ を用いて考えることが とができる。 を理解している。

ようとする。 できる。

2.反比例 (1) 身のまわりの事象の２つの数量 ○ ◎ ○ ○ ・いろいろな事象の中か ・具体的な事象の中に、
４ (1)反比例する量 関係に関心を持ち、その変化や対 ら伴って変わる２つの 反比例の関係になる２

応に着目して調べ、反比例の関係 数量に関心をもち、観 つの数量があることに
を見いだすことができる。 察･実験･調査などを通 気付く。

して比例の関係を調べ
ようとする。

(2) 反比例の関係に関心をもち、反 ○ ○ ◎ ○ ・反比例の特徴を、表や ・反比例の特徴を、表や ・反比例の関係を式で表 ・反比例の意味とその
比例について式や表で表し、その 式から調べようとす 式を用いて考えること すことができる。 関係を表す表、式の
特徴を考ることができる。 る。 ができる。 特徴を理解している。
(3) ｙはｘに反比例することの意味 ○ ○ ◎ ・１組のｘ，ｙの値の組 ・反比例、比例定数の
や、比例定数の意味を理解するこ から、反比例の式を求 意味を理解している。

(2)反比例のグラフ とができる。 めることができる。
(4) 反比例のグラフの特徴を理解し ◎ ○ ・数量の間の関係を反比 ・反比例の特徴を、グラ ・反比例のグラフをかく ・反比例のグラフの特
そのグラフをかくことができる。 例のグラフを用いて調 フを用いて考えること ことができる。 徴を理解している。

べようとする。 ができる。

3.比例と反比例の利用 (1) 比例、反比例する具体的な問題 ○ ◎ ○ ○ ・比例、反比例が実生活 ・比例、反比例の見方や ・比例、反比例の表、式 ・比例、反比例の見方
(1)比例と反比例の利用 を、式やグラフを利用して解決す と深く関わっているこ 考え方を活用して、具 グラフなどを用いて具 や考え方をどのよう

ることを通して、それらのよさを とに気付き、，比例、 体的な事象について調 体的な事象をとらえ説 な場面で用いるかを
３ 見いだすことができる。 反比例の見方や考え方 べることができる。 明することができる。 理解している。
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を利用し、問題を解決
しようとする。

(2) 具体的な事象の問題を比例や反 ◎ ○ ○ ・具体的な事象を比例、 ・比例、反比例のグラフ ・具体的な場面で、グ
比例の考えたや比例のグラフを利 反比例の見方や考えか を用いて、具体的な問 ラフを利用して問題
用して解くことができる。 を利用して調べること 題を解決することがで 解決できることを理

ができる。 きる。 解している。
(3) 変化する量の関係には、比例で ○ ○ ◎ ・具体的な事象について ・変化する量の関係に
も反比例でもないものがあること 表や式、グラフから、 は、比例でも反比例
を知る。 比例でも反比例でもな でもないものがある

い関係があることを調 ことを理解している。
べることができる。

３ 4.問題演習 (1) 練習問題を解くことにより、理 ◎ ◎ ◎ ◎
(1)章の問題 解度を深める。また、理解不十分
(2)いろいろな問題 のことがらを認識し、理解へとつ

なげる。
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５ 授業分析
(1) 生徒の反応
（Ｔ：教師の発問、指示 Ｓ：生徒の反応)
ア 課題提示の場面

Ｔ ・(正方形の紙を黒板に貼りながら) 正方形の紙をこのように階段状に並べます。
このとき、段数に伴って変わる数量にはどんなものがあるかを考えよう。

Ｓ１ ・底辺の長さが変わります。
Ｔ ・底辺とはどの部分ですか？
Ｓ１ ・(黒板で指で指しながら) この部分です。
Ｔ ・そうだね、長さが変わってるね。
Ｓ２ どのように変わっていますか？
Ｔ ・１段目は２ cm、２段目は４ cm、
３段目は６ cm、４段目は８ cmです。
・課題の意味はこれで分かりましたか？
・では、段数に伴って変わる数量を図に
示しながら考えてみよう。

〔考察〕 課題の意味をきちんと理解させるためには、実際に紙を貼るなど、視覚に訴えること
が大切である。また、生徒に実態に応じて、具体例を示しながら説明するとよい。本時
でも、『底辺の長さ』について、生徒に指で指し示しながら説明させることで、課題の
意味をより確実に理解させることが出来た。

イ 導入課題を解決する場面

Ｔ ・それでは、段数にともなって変わる数量を図に示しながら考えよう。
Ｓ３ 【Ｓ３】 【Ｓ４】

Ｓ４
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Ｓ５ 【Ｓ５】 【Ｓ６】

Ｓ６

〔考察〕 生徒は、１つだけではなく、段数に伴っ
て変わる数量をいろいろ考えていた。
また、図に示しながら考えることで、具
体的にどの部分を表しているのかをしっか
り考えていた。
線の長さや面積、正方形の数に着目する
生徒が多く、頂点などの点に着目する生徒
はほとんどいなかった。いろいろな視点か
ら図を見ることができるように、日常の授
業を通して指導していく必要がある。

ウ 課題を解決する場面

T ・段数と段数に伴って変わる数量の間には、どのような関係があるか調べてみよう。
Ｓ７ ・『段数と底辺の長さ』については、『底辺の長さ』は『段数』に比例している。

式で表すと、ｙ＝２ｘとなるからです。
Ｓ８ ・『段数』が２倍、３倍、･･･になると、『底辺の長さ』も２倍、３倍･･･になるから『段

数と底辺の長さ』については、『底辺の長さ』は『段数』に比例しています。
【Ｓ７】 【Ｓ８】
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Ｓ９ ・『段数』が２倍、３倍、･･･になると、
『高さ』も２倍、３倍･･･になるから
『高さ』も同じように、『段数』に比例
しています。

S10 ・『周りの長さ』も『段数』に比例しています。
式で表すと、ｙ＝８ｘになるからです。

S11 ・『段数』が２倍、３倍、･･･になっても、『面積』は２倍、３倍･･･にならないから『面
積』は、『段数』に比例も反比例もしません。
【S10】 【S11】

〔考察〕 伴って変わる２つの数量の間の関係を調べる方法として、『①対応表をつくって考え
る』、『②式に表してみる』、『③グラフに表す』などがある。日々の授業や学習指導、
学習活動を通して、伴って変わる２つの数量の間の関係を調べるには『表・式・グラフ』
を用いることの有用性を指導した成果の表れとして、ほとんどの生徒が『表』や『式』
をつくって考えていた。
また、表をつくってからの考え方として、『表を横に見る』、『表をたてに見る』とい
う見方を活用して関係を調べていた。
比例については、「段数が２倍、３倍、･･･になると、底辺の長さも２倍、３倍･･･に
なるから比例する。」、「式に表すとｙ＝ａｘという形になるから比例する。」というよ
うに、比例するかどうかの判断や比例する根拠をしっかり考えられる生徒が多かった。
比例しない場合についても、表や式から考えており、表をつくることのよさや式に表す
ことのよさを実感できるものであった。
このように、根拠を明らかにしながら数量関係を調べることや理由を明らかにするこ
とは、図形の論証指導にもつながるとても大切なことであると同時に、数学を学習する
ことの大切さや数学のよさを理解し活用する態度を育てることにもなる。
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エ 今日の学習をまとめる場面

T ・今日の学習で、どんなことが分かりましたか。
S12 ・表をつくると関係を調べやすい。
S13 ・式に表すと、比例するかどうかをすぐに判断することができる。
S14 ・比例することを表をつくると簡単に分かりうれしかった。
S15 ・比例も反比例もしないとき、関係を式に表すのが難しかった(表すことができなかっ
た)。

S16 ・紙を並べるだけで、いろいろなことがらがあることが分かった。
S17 ・自分が考えていないことが分かったのでよかった。
S18 ・自分もいろいろな考え方をするようにしたい。
S20 ・紙を並べるという同じものの中にも、比例するものもあれば、比例でも反比例でもな
いものがある。

(2) 授業の分析
生徒が、「段の数に伴って変わる数量」を考える際、図に示しながら考えることで、何が伴っ
て変わるのかをより明確にすることができた。また、関係を調べるとき、表をつくったり、式に
表すことから関係を調べ、根拠を明らかにしながら説明することができた。伴って変わる２つの
数量の間の関係を表や式に表現することで、「・・・だから、比例します。」「・・・だから比例
しません。」というように説明できることが分かり、表や式に表すなど、数学的な表現の大切さ
が実感できた。
また、表や式などの表現を用いようとすることは、数学へのより深い理解にもつながるととも
に、学力向上にもつながる。

６ 成果と課題
(1) 成果
伴って変わる２つの数量の間の関係を調べるとき、表や式に表すことが有効であることが理解
できたようである。さらに、表や式をもとにして、比例することやしないことなどを根拠を明ら
かにしながら説明できること、また、根拠を明らかにしながら説明することの大切さが分かった
ようである。
授業全般を通しての感想として、次のようなことがあげられる。
ア 生徒がとても意欲的に課題に取り組み、最後まで楽しく学習することができた。
イ 学習プリント(ワークシート)に自分の考えや解き方を表現することができた。また、自分が
考えていなかった友達の考え方なども、きちんと書き留めることができていた。
ウ 生徒が、自分なりの言葉や表現の仕方で発表することができた。また、お互いの発表をきち
んと聞くとともに認め合うことができた。
エ 数量の間の関係を調べるとき、表や式に表すことが有効であることが理解できた。
オ お互いの考え方や解き方を発表し合うことを通して、自分が気付かなかった解き方や考え方
を知り、興味･関心を高めるとともに、別の学習場面にも生かそうとする態度を養うことがで
きた。

(2) 課題
本時の課題では、段の数に伴って変わる数量はいろいろあることや、長さや面積には着目でき
たが、頂点などを考える生徒はいなかった。いろいろなものに着目できるように、日々の学習活
動を通して指導することが大切である。
本時では、表と式に重点を置いたが、グラフに表すことを通して、グラフとの関連も考えさせ
たい。表・式・グラフを効果的に活用しながら数量関係を考察することも、表現力の育成には欠
かせないことである。
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＜実践事例７＞

第２学年「式の計算」

根拠を明らかにして、筋道を立てて説明し、伝え合う授業

１ 改善の方向

数学的なプロセス

α３：数学的に解釈することや表現すること

「中学校学習指導要領解説 数学編」には、中学校数学科の改善方針が述べられている。

その中で、数学的な思考力・表現力は、合理的・論理的に考えを進めるとともに、互い

の知的なコミュニケーションを図るために重要な役割を果たすものである。このため、

数学的な思考力や表現力を育成するための指導内容や活動を具体的に示すようにする。

特に、根拠を明らかにし筋道を立てて体系的に考えることや、言葉や数、式、図、表、

グラフなどの相互の関連を理解し、それらを適切に用いて問題を解決したり、自分の考

えを分かりやすく説明したり、互いに自分の考えを表現し伝え合ったりできるようにす

る。

生徒に身に付けさせたい「表現する力」

(c) 事柄が成り立つ理由を説明すること

ある事柄が成り立つことを説明するには、その根拠を明らかにして説明できるように

することが大切である。授業の中では、自分の考えの過程を明らかにさせ、説明すべき

事柄についてその根拠を示して理由を説明するといった、論理的な思考力や表現力を高

めるようにする。

２ 研究及び授業改善の視点

「文字式の利用」の指導に際し、まず文字式の表現方法、次に文字の必要性、最後に

証明の必要性を授業改善の視点とした。この視点は「中学校学習指導要領解説 数学編」

に以下のように記されている。

(1)表現すること

表現することは、事象を数理的に考察する過程で、推測したり見いだしたりした数や

図形の性質などを的確に表したり、その妥当性などについて根拠を明らかにして筋道立

てて説明したり、既習の数学を活用する手順を順序よく的確に説明したりする場面で必

要になる。表現することにより、一層合理的、論理的に考えを進めることができるよう

になったり、より簡潔で、的確な表現に質的に高めることになったり、新たな事柄に気

付いたりすることも可能になる。また、考えたり判断したりしたことを振り返って確か

めることも容易になる。また、こうした経験を通して、表現のもつはたらきについて実

感を伴って理解できるようにすることも大切である。

また、表現することにより互いに自分の思いや考えを伝え合うことが可能となり、そ

れらを共有したり質的に高めたりすることができる。表現することは知的なコミュニケ

ーションを支え、また、知的なコミュニケーションを通して表現の質が高められ、相互
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にかかわり合いながら学習を充実させることにつながることに留意する必要がある。

(2)文字を用いることの必要性や意味

文字を用いた式は、数量の関係や法則などを簡潔、明瞭にしかも一般的に表現する

ために必要である。例えば、加法の交換法則を言葉で表すと「被加数と加数を交換して

も、結果は等しい」となる。このことを具体的な数を用いた式で表すと、例えば「２＋

３＝３＋２」のように簡潔に表せるが、加法の交換法則が一般的に成り立つことを表現

することはできない。このような場合、文字 a、b を用いることで、加法の交換法則を

「a ＋ b ＝ b ＋ a」と簡潔、明瞭、しかも一般的に表現することができる。

さらに、文字式を用いることにより、数量の関係を具体的なものの意味に束縛される

ことなく、抽象的な数の関係に還元して考察することもできる。また、文字を用いた式

には、自分の思考の過程を表現し、他者に的確に伝達できるというよさもある。

(3)証明の必要性と意味及び方法

命題は「仮定」と「結論」からなる。そこで、推論を行う前に命題の「仮定」と「結

論」をはっきりさせる。その上で、「仮定」から出発し、すでに正しいと認められてい

る事柄を根拠にして、「結論」を導くこと、それが証明である。命題が正しくないこと

を証明するには、反例をあげればよい。証明の指導においては、正しいことばかりでな

く、正しくないことを説明できるようにすることも必要である。また、命題の「仮定」

と「結論」を入れかえると、もとの命題の逆ができる。もとの命題が正しくても、その

逆の命題が正しいとは限らないことを確かめ、理解できるようにする。

ある命題から別の命題を導くのに、演繹、帰納、類推などの方法がある。演繹という

のは、一般的な命題を特殊化して特殊な命題を導くことであるが、逆に多くの特殊な命

題から１つの一般的な命題を導くのが帰納である。これらに対して、特殊な命題から別

の特殊な命題を導くのが類推である。

証明の必要性を理解するためには、観察、操作や実験などの活動によって帰納的に導

かれたものと演繹的に導かれたものの違いを理解することも大切である。いくつかの図

形について帰納的に見いだした事柄が正しいかどうかを、同じ条件を満たす他の図形で

調べることで、その事柄の信頼性をさらに高めることができる。しかし、同じ条件を満

たすすべての図形についてその事柄が正しいかどうかを調べることはできない。そこで、

演繹的に説明する証明が必要であることを理解できるようにする。

その際、次のことをはっきりさせる。

○ 証明は、命題が例外なしに成り立つことを明らかにする方法であること。

○ 証明をするためにかかれた図は、すべての代表として示されている図であること。

また、証明の過程においては、根拠となる事柄を明らかにすることが必要である。証

明の根拠となる事柄には、前述したように、対頂角の性質、平行線についての性質と条

件、合同な図形についての性質と三角形の合同条件などがある。第３学年になると、こ

れらの事柄に相似な図形についての性質と三角形の相似条件などが加わる。

３ 実践のねらい

「根拠を明らかにし、筋道を立てて、説明し伝え合う活動」を行うことによって、学

習内容についての理解が深まることは勿論、生徒の主体的、自発的な学習が促され、意
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欲的に学習に取り組むようになる。さらに、集団思考により、自分の考えをきちんと言

えるようになると共に、他人の考えをよく聞き自分のものとするようになる。お互いに

認め合い他の人と共に協力していこうとする態度が生じるものと考えた。

数学は長い年月を費やして築き上げてきた文化のひとつであるだけに、数学の概念や

法則を生徒に理解させようとすると、効率を考えて、一斉授業における講義型の指導に

なることが多い。

説明し伝え合う活動としてのコミュニケーション活動を取り入れることにより、活用

する力としての思考力や表現力等を育成するための授業の工夫改善に有効であると考え

た。数学の授業は、共通な課題に対して、いろいろな考えを説明したり、聞いたりする

コミュニケーション活動を通して数学を創り上げていく活動に重点が置かれるべきであ

ると考える。こうすることが、数学の授業を講義型から生徒たちが考えを出し合い、さ

らに深め合うといった能動的なもの変え、数学を学ぶ必要性の理解につなげることにな

る。また、考えを深めるには自分だけでなく、他者との関わりが重要な意味を持つこと

の認識を深めることにもなると考えるからである。

説明し伝え合う活動の難しさは、私たちが他者と話し合うためには、まず自分の意見

をもたなければならない点にある。生徒たちが真剣に問題解決に向き合うほど、話し合

い活動はある時点から無言の個別の思考活動に陥ることがある。話し合い活動というと、

何かを話し合わなければよい知恵が浮かばないのではないかと思われるかもしれない。

しかし、自分の考えをもてなければ他の生徒に自分の考えを伝えることはできないので

ある。

説明し伝え合う活動のはじめは、課題に対して、何を考え、どのように感じているの

か、自分自身と向き合わなければならない。着想や思考を自分自身の言葉で表すことに

より、自分の考えを再認識することができる。このように言語で表されたものは、自分

の考えを見つめ直す内省的思考を生み出し、さらに研ぎ澄まされたものとなっていく。

このような過程は、他者とのコミュニケーションによって一層促進され、考えを質的に

高める可能性を広げてくれる。説明し伝え合う活動における他者とのかかわりは、一人

では気付かなかった新しい視点をもたらし、他から理由などを問われることは根拠を明

らかにし、それに基づいて筋道立てて説明する必要性を生み出すことも考えられる。

そこで、授業内で、生徒と指導者、生徒同士によるコミュニケーションを通して、自

分の考えを説明し伝え合う力を身に付けさせることをねらいとする。

４ 実践概要

(1) 題材名 第２学年 式の計算「文字式の利用」

(2) 題材について

数学の学習全般にわたり、文字を用いた式を積極的に活用していくことは極めて重要

である。第１学年では、数量の関係や法則などを文字を用いた式で表すことを学んでい

るが、第２学年では、その学習をさらに深めて、文字を用いた式で数量及び数量の関係

をとらえ説明できることを理解し、文字を用いて式に表現したり式の意味を読み取った

りする能力を養う。

文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解できるようにす
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るためには、文字を用いた式を使って、ある命題が成り立つことを説明する場面で、文

字を用いて表現したり、文字を用いた式の意味を読み取ったり、計算したりする学習が

総合的に行われることが重要である。

このような学習を通して、事象の中に数量の関係を見いだし、文字を用いた式で表現

したり、その意味を読み取ったりする能力を養うことはもちろん、数量の関係を帰納や

類推によって発見的にとらえ、それを文字を用いた式を使って一般的に説明することの

必要性と意味を理解し、文字を用いた式を活用する能力が養われていく。なお、これら

のことは徐々に時間をかけて学習されると考えられるので、第３学年での文字を用いた

式の活用の学習も見通して、漸次理解を深められるように指導する。

中学校数学科では、次のアからウを目標にして式の指導が行われる。

ア 文字のもつ意味、特に変数の意味を理解する

文字を用いた式で使われている文字が単なる記号ではなく、いろいろな値をとり

得ること、また、文字がとり得る値の集合について理解し、変数の考えを深めるこ

とがねらいである。

文字に数を代入して式の値を求める場面などにおい １＝２×０＋１

て、文字がいろいろな値をとることを意識化したり、 ３＝２×１＋１

逆に、例えば、個々の奇数を右のような形で表現し、 ５＝２×２＋１

それらをまとめると奇数が１つの文字を用いた式 ：

２ n＋１に表現できることなどを確認したりすること （奇数）＝２×ｎ＋１

によって、変数の理解は深まっていく。

イ 文字を用いた式に表現したり、文字を用いた式の意味を読み取ったりする能力を

育成する

数量やその関係を文字を用いた式に表したり、文字を用いた式の意味を読み取っ

たりすることができるようになることがねらいである。そのために、文字を用いた

式の表現やその読み取りによって、日常生活や社会とのかかわりをとらえられるよ

うにすることが必要である。実際の問題を解決する場合に、数量の関係をとらえて

方程式をつくり、それを解いて解釈することによって問題が解決できるのは、この

典型的な例である。

ウ 文字を用いた式の計算や処理に関する能力を育成する

文字を用いた式の計算、式の展開や因数分解など、式の計算ができるようになる

ことをねらいとしている。これは、表された式をより解釈しやすい形に変形するこ

とができるようになることである。このことによって、文字を用いた式に表現でき

れば、その形式的な処理によって容易に結果が得られることを理解する。

このような学習を通して、文字は数を表すことを理解し、文字を用いた式につい

ては、数についての計算法則がそのまま適用され、数と同じように計算できること

を理解することになる。

(3) 指導目標

文字を用いた式で、数量や数量の間の関係を的確に表現し、それを目的に応じて計

算したり変形したりできるようにするとともに、文字式についての理解を深め、それ

を活用する能力や態度を養う。
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そのために、

・文字を用いた式に関するいろいろな用語の意味を理解し、それが正しく使えるよう

にする。

・簡単な単項式、多項式での加法、減法の計算ができるようにする。

・単項式どうしの乗法、除法の計算ができるようにする。

・式を用いて整数の性質を説明したり、目的に応じて簡単な等式を変形することがで

きるようにする。

(4) 研究とのかかわり

本時の授業を考えるとき、理想の授業として、「課題に正対し、活発な話合い活動

が行われ、生徒同士がコミュニケーションを通して数学を学んでいく」と考える場合

がある。しかし、現実は、考えていたような展開ができないことも多い。

ところで、数学の授業以外の学校の行事や学級活動における生徒の姿を見ると、

・学級の仲間と協同して創ることの難しさ・楽しさ・喜びを学びながら連帯するこ

との重要さを知り、協力する力を発揮している。

・いろいろな仕事があっても、自分の個性に合ったものが選べてその力を高めるこ

とができる。また、自分に合わない仕事だと思っても、仲間と一緒にやることで

自分の可能性を切り開いている。

・行事の成功によって、「わたしたちにはこれだけの力があったのか」と生徒集団

の力を知ることができる。

このように、学校の行事や学級活動においては、生徒同士のコミュニケーションや

課題解決に向けての協同的な取組が行われていることが多い。数学の授業の中でも、

操作的な活動として、実験や実測などの体験を通しながら学んでいる部分がある。そ

こで、学級という学びの共同体の中で、生徒一人一人の主体的な活動を促し、生徒同

士のコミュニケーション活動などの相互作用を大切にする数学の授業を展開すること

が大切であり、このような授業の展開が生徒の学習意欲・態度の向上にも効果的に働

くものと考える。

そこで、本授業では、生徒の考えを引き出し、なぜそう考えたのか、その理由をノ

ートに書いたり、言葉に表したりする表現する力の育成に主眼をあてた授業を展開す

る。

(5) 課題の工夫

文字の理解には、「いろいろな値をとる文字」として捉えられる「不特定性」と、

文字が一貫して同じ値を保つという前提で計算の対象になる「特定性」の２つの側面

を、文脈によって使い分けたり捉え分けたりすること必要である。広い意味での変数

である。文字に「いろいろな数が代入できる」という暗黙の前提があり、説明の一般

性が保障されるのである。文字使用により、説明が一般性を持つことを理解し、文字

の有用性を実感させることが重要である。

命題「奇数と奇数の和は偶数となる」の文字式による論証の場面で、コミュニケー

ション活動を通して適切な証明を完成させていくという題材を扱うこととした。学ん

できた学習内容を子ども自身がほんとうに納得するためには、教師の一方的に詰め込

む授業では不可能である。生徒の主体的な活動のある学びが不可欠である。
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文字の論証の場面では、まず証明の前提となる式表現が必要となるが、理解の仕方

が異なっており、互いに理解が十分でない子ども同士には「ずれ」が生じる。それを

コミュニケーション活動を通し修正し理解が深まれば、そこでの情報の媒体となる式

表現が変化し、適切な式表現での証明にたどり着くととらえた。

(6) 指導計画

次 項 主 な 内 容 時間数

○いろいろな数量を文字の式で表し、その式の構造

上の特徴やちがいについて着目させること

○文字の式に関連した用語の意味

○同類項の意味と同類項をまとめること

１ 式の加法、減法 ○式の加法、減法 ４

○(数×多項式)の加減

○式の値 11

時

２ 単項式の乗法、 ○単項式の乗除 間

除法 ○乗除のまじった単項式の計算 ２ 扱

い

○式の計算を利用して、数量の関係を一般的に明ら ３

かにすること 本時

３ 文字式の利用 ○簡単な等式について、その目的に応じて変形する 1/3

こと 2/3

４ 問題 ２

(7) 本時の目標

・命題が成り立つことを説明したり、文字を用いて表現したりしようとしている。

(関心・意欲・態度)

・文字を用いて表現したり、その意味を読み取ったりして、命題が成り立つことなど

を説明することができる。 (数学的な見方や考え方)

・具体的な数を用いたり、目的に応じて式を変形したりすることができる。

(数学的な技能)

・数や文字を用いた式を用いて説明することの必要性と意味を理解している。

(知識・理解)
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(8) 展開

学習活動 指導上の留意点 観点別学習状況の評価 具体的な手だて

１ 命題の定義 ・課題を教師から提示し、直ぐに活動に

課題１ 入る。

次の①～⑥の文章を分類してください。 ・命題という言葉は出さずに、真偽の判

① 信号機の赤は止まれである。 断の付く文として、課題をとらえる。

② 車は左側通行である。 ・つまずいている生徒に対し「文章の内

③ 男性は女性より背が高い。 容が正しい文、間違っている文」とい

④ 奇数＋奇数は偶数である。 う観点で考えようとアドバイスする。

⑤ 早く起きなさい。 ・偽な命題の証明は間違っている例を１ ○命題が成り立つことを説 ・小グループなどで話し

⑥ ３の倍数は。 つ挙げればよいことを知らせる。 明し、課題を解決しよう 合い言葉での説明がで

としているか。 きるように時間をかけ

(1)課題に取り組む ・真な命題は間違っている例が１つもな 〈関・意・態〉（観察） る。

Ｔ 何グループに分けられますか。 いことになる。つまり、一般性（普遍

S1 ２グループです。 性）が必要であることを知らせる。

①～④、⑤⑥の２つに分けました。

S2 ３グループです。 ・主部と述部のある文とない文になって

①④、②③、⑤⑥の３つに分けました。 いることに気付かせる。

Ｔ ２グループに分けた人に質問します。

「どんな理由で分けたのですか？」 ・主部と述部のある文も２つに分けられ

Ｓ 主語と述語のある文、ない文で分けました。 ることに気付かせる。

Ｔ ３グループに分けた人に質問します。

「どんな理由で分けたのですか？」 ・⑤⑥は真偽の判定対象にならないこと

Ｓ ２グループと同じなのですが、主語と述語のあ を知らせる。

る文４つの文で正しい内容と間違っている内容に ・真な命題と偽な命題に分けていること

分けました。 に気付かせる。

Ｔ その通りです。課題は３グループに分けら ・②③は間違いの例を挙げることが、証

れます。大きく分けて①～④、⑤⑥の２通り、 明になっていることに気付かせる。

その中で①④、②③に分けます。

(2)命題の真偽を問う

Ｔ ①～④の文で正しい内容なのか、間違っている

内容なのか説明してください。

S1 ①は正しいと思います。世界中の信号機がそう ・一般性（普遍性）はすべてを網羅する ○命題の意味を読み取り、 ・なぜそう考えたのかそ

なっていると思います。だからです。 こと、世界中にあまねく存在する信号 分類した理由を言葉で表 の理由をノートに書か

Ｔ その通りです。国内・国外の信号機が全てそう 機を調べれば、きちんと説明できるこ 現しようとしているか。 せる。

なっていることを調べればよいのですね。 とを知らせる。 〈見・考〉（観察）

S2 ②は間違っていると思います。多分、アメリカ、 ・間違いの例が見つかれば証明になるこ

フランス、ドイツなどの国において車は右側通行 とを確認する。

だからです。

Ｔ ③を先生が「正しい」ことの説明をします。 ・特殊な命題から一般的（普遍的）な命

”Ａ君(170cm)、Ｂさん(160cm)前に来て並んで 題を導く帰納的な証明にはなっていな

ください” いことに気付かせる。

Ａ君の方が背が高いですね。だから「男性は女 ・この説明では多くの人は納得しないこ

性より背が高い」ということが言えます。 とを確認する。

みなさん、先生の説明をどう思いますか？ ・生まれたばかりの男の赤ちゃんは、こ

Ｓ Ａ君、Ｂさんのときは、そうかもしれないけれ のクラスの女子より小さいという反例

ど、他の女性で男性より大きい人がいるので、先 を示したことに触れる。

生の説明は間違っていると思います。あと、先生 ・偽な命題の証明は反例を１例挙げれば

が「正しい」と言った③の文も間違っていると思 よいことを再確認させる。

います。

Ｔ そうだね。先生の説明では全員は納得はしなか

ったし、そして、この文は「正しい」とはじめに

言ったことも間違っていましたね。

(3)奇数の和の説明

Ｔ ④の説明を考え、考えがまとまったら発表して ・同じ２つの奇数の和を計算して確かめ ○具体的な数を用いた説明 ・偶数と奇数は小学校 5

ください。 ている。これは、奇数＋奇数の２つの をすることができたか。 年で整数を類別する学

S1 『１＋１＝２、３＋３＝６』 「奇数」が、同じ数を表していると考 (S1～ S5) 習の中で行われ、その

えているので、命題の意味を正しく理 〈技能〉（挙手） 後も様々な場面で用い

解させる。 られているので、偶数

S2 『１＋３＝４なので、奇数＋奇数＝偶数になり ・１つの場合しか述べていないことを教 と奇数を具体的な数で

ます。』 える。 考えさせる。

S3 『奇数と奇数をたせば偶数になるのは決まって ・この問題そのものを決まり切ったこと

います。』 としてとらえている。説明する必要性

を再度確認する。

S4 『３＋５＝８でやると正しいことが分かります。 ・具体例をあげて、そこから帰納して、

だから、正しいのです。これではまだ不安のなの 命題が成り立つとしていることに気付

で、７＋５＝１２で調べると正しいです。』 かせる。
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S5 『１＋３ばかりでなく、３＋５でも、１＋９ ・１つの場合だけでなく、いくつかの場

でもすべて答えは偶数になっています。だから奇 合を考えなくてはならないことに気付

数＋奇数＝偶数になると思います。』 いている。しかし、すべての場合を網

羅することにまで至っていないことに

気付かせる。

S6 『奇数というのは、２で割ると１余る数です。 ・どんな奇数でもあてはまる方法として ○説明が理解できたか。 ・生徒各自、理解の仕方

だから２で割ると１余る数を２つたすので、余り 考えていることを気付かせる。 〈知・理〉（挙手） が異なっており、互い

が２になり、合計すると２で割り切れる数になり に理解が十分でない子

ます。』 ども同士には「ずれ」

Ｔ S1～ S5を要約すると以下ようなことですね。 ・小学校までは帰納的な方法で学習を積 が生じる。それをコミ

み重ねているので、左図のような方法 ュニケーションにより

奇数と奇数の和が偶数になる理由は を考えても不思議ではない。ここで大 修正していく中で理解

1＋ 3 ＝ 4 ‥‥‥偶数 切なのは、「この考えは性質を発見す が深めさせる。

3＋ 7 ＝ 10 ‥‥‥偶数 るにはよい方法である。」ということ

9＋ 5 ＝ 14 ‥‥‥偶数 を教師が理解しておくことが大切であ

19＋ 21＝ 40‥‥‥偶数 る。

…

だから、奇数と奇数の和は偶数にな

ります。

Ｔ 誰か文字を使って説明した人はいませんか。 ・予習等で証明の際、文字を利用するこ

とを知っている人を確認する。

・文字を利用する必要性について説明を

求めることはしない。必要性について

の理解が正しいと判断できないからで

ある。

Ｔ 先程、「正しい文」を説明するには、すべての ・課題１－①をどのように説明したかを

ことについていえなければならないことを学びま 確認する。

したね。

Ｔ 世界中に信号機は多くありますが、時間をかけ ・世界中に信号機は多くあるが有限であ

れば数えられないことはありませんね。 ることを確認する。

Ｔ 『奇数＋奇数は偶数である』の奇数は何個くら ・具体的な 2つの奇数を取り出してその

い調べればよいのですか。 和を求めたら偶数になったからといっ

Ｓ 奇数全部だと思います。 て、どんな 2つの奇数の和も偶数であ

Ｔ 奇数全部は何個くらいの数でしょう？ るとはいえないことを考えさせる。

Ｓ 奇数は無限だと思います。

Ｔ すべての奇数について確認をとるのは無理です ・ある命題を証明しようとする際や、あ

ね。そこで昔の数学者は考えました。無限にある る理論を体系的・演繹的に展開しよう

数のうち「自然数全体を n として説明を考えよ とする際には、あらかじめ証明するこ

う」としました。 となしに認める命題を設定しておかな

ければならない。このような命題を公

理ということを教師はとらえておく必

要がある。

まとめ ○まとめの意味を理解でき ・ある事柄が成り立つこ

Ｔ 話を戻します。「２つの奇数の和は偶数である」この文は正しそうですね。 たか。 とを説明するにはどん

３＋５＝８である。だから２つの奇数の和は偶数である。と解答した人がいます。こ 〈知・理〉（挙手） な場合でもそれが成り

の人の間違いは 立たないとならないこ

◆「男性は女性より背が高い」の説明をＡくんとＢさんで説明 ……… ① とに気付かせる。

◆「奇数＋奇数＝偶数」の説明を 3＋ 5＝ 8で説明 ……………………… ②

①②の説明の間違いの共通点は具体的な事象から、全体を推し量ろうとしている点で

ある。しかし、男性と女性の人数は有限であるが、数は無限にある。全ての数を網羅す

ることはできないので仮定が必要である。一般的に自然数全体を n と仮定し証明を進

める。

Ｓ 「2 つの奇数の和は偶数である」というのは、どんな 2 つの奇数を考えても、いつで

もその和が偶数になるという意味であることを理解する。

・自分が知らなかったこと、あるいは自

分が知っていることを知る機会は少な

い。人と、比較することにより、違い

がわかり、分類でき、関連付けがなさ

れ学習のベースになっていることを知

らせる。

以上が２時間扱いの１時間目。以下からが２時間目となる。
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２ 偶数や奇数等の数を文字を使って表す。 ○文字を用いて式に表現し ・文字を用いた式に表す

Ｔ n を自然数とする。つまり「 １、２、３、４、５、… n … 」とすることを確認する たり、その意味を読み取 ために大切なのは、天

(1)偶数をnを使って表す。 ったりして命題の成り立 下り式に偶数は 2m、

Ｔ 「 2、4、6、8、10、… 」を「 n 」を使って表しなさい。 つことを説明することが 奇数は 2m－ 1である

自然数 1、2、3、4、 5、 6 … n できるか。 と教え込まないことで

偶 数 2、4、6、8、10、 … 〈見・考〉(観察) ある。小学校で学んだ

Ｔ 自然数が６のとき、下の段の偶数はいくつになりますか。 ことを手がかりにする

Ｓ 多くの生徒が「12」と考える。 ことである。

Ｔ 上の段の数と下の段の数にはどんな関係がありますか。

Ｓ 上の段の数を全て 2倍した数が下の段の数の数になっている。

Ｔ 自然数 nの場合の偶数はどうなりますか。

Ｓ 2 × n ＝ 2 n と考える。

Ｔ まとめます。自然数「n」を使って偶数を表すと「2 n」である。 ○文字を用いた式の意味を ・何を文字に表したか確

Ｓ 偶数 12とは自然数が 6のときの偶数である。つまり「2 n」に n＝ 6を代入したもの 読み取ることができる 認させる。

である か。

(2)奇数をnを使って表す。 〈技能〉(観察)

Ｔ 「 1、3、5、7、9、… 」を「 n 」を使って表しなさい。

Ｓ 下の表を見ながら考える。

自然数 1、2、3、4、 5、 6、 … n

偶 数 2、4、6、8、10、12 … 2 n

奇 数 1、3、5、7、 9、 …

Ｔ 自然数が６のとき、下の段の奇数はいくつになりますか。

Ｓ 多くの生徒が「11」と考える。

Ｔ 偶数の段と奇数の段の数にはどんな関係がありますか。

Ｓ 上の段の全ての偶数から 1ずつ引けば下の段の奇数になっている。

Ｔ 自然数 nの場合の奇数はどうなりますか。

Ｓ 「2 n－ 1」と考える。

Ｔ まとめます。自然数「n」を使って奇数を表すと「2 n－ 1」である。

Ｓ 偶数 11とは自然数が 6のときの偶数である。つまり「2 n－ 1」に n＝ 6を代入した

ものである。

(3)３の倍数をnを使って表す。

Ｔ 「 3、6、9、12、15、… 」を「 n 」を使って表しなさい。

Ｓ 下の表を見ながら考える。

自然数 1、2、3、 4、 5、 6 … n

Ａ 3、6、9、12、15、 … Ｂ

Ｔ 自然数が nのとき、下の段の「Ａ」、「Ｂ」の欄を埋めてください。

Ｓ 「Ｂ」は上の段を全て 3倍しているので「3 n」となります。

Ｓ 「Ａ」は「偶数」、「奇数」と特別な呼び方はなく「3の倍数」となります。

Ｔ 「3 n」を奇数と勘違いする生徒がいることを知らせる。

(4)９の倍数をnを使って表す。

Ｔ 「9、18、27、36、45、… 」を「 n 」を使って表しなさい。

Ｓ 下の表を見ながら考える。

自然数 1、2、3、 4、 5、 6 … n

Ａ 9、18、27、36、45、… Ｂ

Ｔ 自然数が nのとき、下の段の「Ａ」、「Ｂ」の欄を埋めてください。

Ｓ 「Ｂ」は上の段を全て 9倍しているので「9 n」となります。

Ｓ 「Ａ」は「3の倍数」同様の呼び方になり、「9の倍数」となります。

(5)平方数をnを使って表す。 《発展的な問題》
Ｔ 「1、4、9、16、25、… 」を「 n 」を使って表しなさい。

Ｓ 下の表を見ながら考える。

自然数 1、2、3、 4、 5、 6 … n

Ａ 1、4、9、16、25、… Ｂ

Ｔ 1 4 9 16 25 …

3 5 7 9

１＝１

１＋３＝４

１＋３＋５＝９

１＋３＋５＋７＝１６

１＋３＋５＋７＋９＝２５

このようにきれいな形にもなりますね。



数学 実践事例⑦ - 10 -

学習活動 指導上の留意点 観点別学習状況の評価 具体的な手だて

３ 奇数の和が偶数であることの証明

Ｔ 「奇数と奇数の和が偶数である」理由を文字を

使って、５人の人が説明をしました。正しい説明

になっているか考えてください。

S1 『奇数を文字 m 、nと表し、m ＋ nは偶数に ・奇数を１つの文字 m 、n で表すこと ○文字の使用の間違ってい ・文字の具体的な数をあ

なります。』 がなぜいけないのという疑問に陥って る点が指摘できるか。 てはめたりしておかし

しまう生徒には、なかなか別の表し方 (S1～ S5) な点がないか考えさせ

のよさの説明が伝わらない。あらため 〈見・考〉(挙手) る。

て偶数や奇数がどんな数か、自然数を

整数を m 、nとおき奇数の表し方を

考させる。

S2 『偶数を nとすると、奇数は n＋１と表せる。 ・計算式の右辺を「２ n ＋２」としな

（n＋１）＋（n＋１）＝ n＋２ ければならないところを、単純に計算

偶数 nに２をたせば偶数である。』 ミスをしただけかもしれない。しかし、

次のように考えた子どもも少なくない

であろう。それは

（n＋１）＋（n＋１）＝ n＋ n＋２

までは計算したが、「n ＋ n」の部分

については、n を偶数に置き換えて、

「偶数＋偶数＝偶数」だから、

「n＋ n＝ n」と判断し

∴（n＋１）＋（n＋１）

＝ n＋ n＋２

＝ n＋２ と考えたのかもしれない。

式の計算法則が適用されることを知ら

せる。

S3 『２つの偶数を m 、n とすると、２つの奇数 ・「偶数＋偶数の和は偶数である」こと

は m ＋１、n＋１となる。 を前提にすると、正しい説明である。

（m ＋１）＋（n＋１）＝ m ＋ n ＋ ２ しかし、前提とすることがらを、どの

m ＋ nは偶数だから、m ＋ n ＋ ２も偶数であ ような場面で用いてよいかについて、

る。』 必ずしも理解していないかもしれない

ので確認する。

S4 『整数を n とすると、奇数は２ n ＋１と表せ ・これは同数の和（１＋１、５＋５）の

る。だから、 誤りとも考えられるが、前後半の n

（２ n＋１）＋（２ n＋１）＝２（２ n＋１） に違う数を代入し別々の奇数を表して

である。』 いるとも考えられる。この場合は、同

じ式の中の文字は同じ数を表すことを

理解していないことの誤りであるので

注意する。

S5 『整数を nとすると、奇数は２ n＋１、２ n ・S4 のように同じ「２ n ＋１」を使っ

＋３と表せる。だから、 てはいけないと考え、一方を「２ n

（２ n＋１）＋（２ n＋３）＝２（２ n＋２） ＋３」としたのであろう。または、連

である。』 続する２つの奇数の和と解釈したのか

もしれないので確認する。

Ｔ S1の説明についてどう思いますか。 ・数学の授業におけるコミュニケーショ ○式の意味を理解し、表現 ・式の意味を読み取り、

Ｓ 奇数をｍ、ｎとしたことはおかしいと思います。 ンは、生徒たちの豊かな思考世界を可 しようとしているか。 式に表すことのよさに

Ｔ S2をどう思いますか。 視化することになる。 〈関・意・態〉（観察） 気付かせる。

Ｓ S1 と同じで偶数をｎとしているところです。 ・数学的な表現というのは、多くの情報

そして、（n ＋１）＋（n ＋１）ということは同 が凝縮している表現である。それを伝

じ数同士の和しか表せないと思います。 えるだけではなく、いろいろな情報を

Ｔ S3をどう思いますか。 伝える、それが"数学的な構造の伝達"

Ｓ S1、S2 と同じ間違いをしています。違う数の ということであり、構造を見とれれば、

奇数をたすということは、分かっていると思いま メッセージの意味が取れるということ

す。 を周知徹底する。

Ｔ S4をどう思いますか。

Ｓ 奇数を文字 n をきちんと表していますが、S2

と同じで、同じ奇数の和しか表せません。

Ｔ S5をどう思いますか。

Ｓ 例えば３×５、１１×１３のように隣の奇数し

か表していないと思います。
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Ｔ それでは、誰もが納得する説明を一緒に書きま

しょう。

2つの奇数は、m 、nを自然数とするとき、 ・m 、nを自然数とする理由は、独立し

2 m－ 1、 2n－ 1と表されます。 た２数の奇数の和であることを理解し

2つの奇数の和は ているか確認する。

(2m－ 1 ) ＋ ( 2n－ 1 ) ・2m＋ 2n － 2＝ 2 (m＋ n－ 1 ) と

＝ 2m＋ 2n － 2 いう計算は共通因数２で括るという考

＝ 2 (m＋ n－ 1 ) えは３年生の因数分解で学ぶので、分

ここで m＋ n－ 1は整数だから、 配法則を思い出させ、その逆の作業を

2 ( m＋ n－ 1)は偶数です。 することを伝える。

したがって、２つの奇数の和は偶数になる ・m ＋ n － 1 が整数であることの指摘

ことが説明できました。 ができない生徒には、「自然数と自然

数の和や差が自然数になること」を確

認し、根拠とすることを知らせる。

・m＋ n－ 1を自然数と認めたならば、

2(m ＋ n － 1)は偶数であることを確

認する。

・先に行った具体的な数値での計算は、

説明で m 、n がいくつの場合である

か確認する。3＋ 5＝(2×1－ 1)＋(2×2

－ 1)だから m ＝ 1、n ＝ 2 の場合で

ある。

Ｔ それでは今日の授業の確認をしましょう。 ・帰納や類推に基づいて見出した数の性 ○文字を用いた式を使って ・文字を用いることのよ

Ｓ プリントに取り組みます。 質などを演繹的に説明するという数学 一般的に説明することの必 さは数量の関係や法則

のパワーが表舞台に姿を出す場面であ 要性と意味を理解している などを簡潔、明瞭にし

ることを強調する。 か。〈知・理〉（観察） かも一般的に表現する

ために必要である。

たけし君、しょう子さん、のぼる君は授業で「式の計算」の学習を終えたばかりです。

次の３人の会話を読んで、(1)～(3)の各問いに答えなさい。

た け し：文字の式って、計算するばかりじゃなくて、数や図形の性質を考えるときにも

使うことができるんだね。

しょう子：そうそう、きのう教科書を見たら、「２つの奇数の和は偶数になる」ことが、

文字の式で説明できるって書いてあったわ。

の ぼ る：えっ、そんなの簡単だよ。だって、

１＋３＝４、９＋５＝１４、１７＋３１＝４８

というように、２つの奇数の和を求めてみると、みんな偶数になるよ。文字の

式なんか使わなくたって、説明できることじゃない？

しょう子：私は、文字の式を使って次のように説明したの。

整数を表す文字を nとすると奇数は２ n＋１と表すことができる。

２つの奇数の和は

（２ n＋１）＋（２ n＋１）

＝２ n＋２ n＋１＋１

＝４ n＋２

となるから、２つの奇数の和は偶数になる。

(1) のぼる君の考え（下線部 ）に対するあなたの考えを書きなさい。

( 2 ) 中の説明を読んで、しょう子さんへのアドバイスを書きなさい。

(3) 「２つの奇数の和は偶数になる」ことについて、あなたの説明を書きなさい。

・文字式による説明は、特定の場合だけ

ではなくどのような場合でも成り立つ

ものである。すなわち一般性があるこ

とを理解しているかどうかについても

また、生徒の実態を知ることは大切で

ある。

・「表現」「計算」「読式」のそれぞれの

各能力、および、「変数」について理

解する。

・文字式による論証の持つ一般性につい

て理解する。
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５ 授業分析

（１）生徒の反応

命題は真であるか、偽であるかどちらか一方に定まる平叙文である。課題の文章を分

ける際、①～④、⑤⑥の２グループに分けることに生徒は理解をすぐに示した。しかし、

①④と②③の違いについては、正しい内容の文章（真な命題）、間違っている内容の文

章（偽な命題）という観点を示さなければ分類できなかった。また、偽な命題の証明は

一例を挙げれば証明となることは容易に理解した。反面、正しいことの証明はあまねく

成り立つことを説明する必要があり、その説明方法の術はなく、数学が構成されていく

ときの見方や考え方を丁寧に教える必要があった。

文字の利用の必然性の理解度が浅いように感じた。中学生以降、命題の証明は演繹的

な方法が一般的にとられる。証明する際、あらかじめ証明することなしに認める命題を

設定しておかなければならない。このような命題を公理ということを教師はとらえてお

く必要があり、主体的に取り組む生徒には説明の必要があると思った。

（２）授業の分析

文字式は、「同じ文字には同じ数が入る」という約束のもとに行われるが、生徒によ

っては「同じ文字に違う数を入れてもよい」また、「違う文字には違う数が入る」と理

解した。文字式は、「いろいろな値をとる文字」としてとらえる「不特定性」と、文字

が一貫して同じ値を保つという「特定性」の２つの側面を、文脈によって使い分けてい

るか、判断できなかった。

６ 成果と課題

（１）成果

「男性は女性より背が高い」の説明をＡくんとＢさんで説明、「奇数＋奇数＝偶数」

の説明を「３＋５＝８」の説明において、この説明の間違いの共通点は具体的な事象か

ら、全体を推し量ろうとしている点である。しかし、男性と女性の人数は有限であるが、

数は無限にある。全ての数を網羅することはできないので仮定が必要である。一般的に

自然数全体を nと仮定し証明を進める。このことに関してはほとんどの生徒が理解した。

平成１７年２月に実施された国立教育政策研究所による特定の課題に関する調査では、

奇数を文字で表すことができた生徒は、第２学年で４１．０%、第３学年で５８．５%

であったと報告されている。しかし「命題の定義」「証明の方法」「数を文字を使い表

す」ことに関して、国立教育政策研究所の示した値より理解できた生徒は多かった。

（２）課題

数学のコミュニケーション活動における、生徒の理解の過程・深まりを各単元ごとに

正確にとらえ、その特徴を明らかにすることが、今後の数学のコミュニケーション活動

の課題である。

【参考・引用文献】

(1)文部科学省 『中学校学習指導要領解説 数学編』 平成 20年 9月
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(6)早川英勝 （2007）「数学のコミュニケーション活動における子どもの理解過程の特徴

について」

(7)数学教育 2005年 5月 No.570 明治図書
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＜実践事例８＞ 

第２学年「図形の調べ方」 

自らの授業を振り返り授業改善を行い、 

             思考力・表現力を高める授業 

１ 改善の方向 

 数学的プロセス 

α１ 日常的な事象を数学化すること 

α１（１）ものごとを数・量・図形などに着目して観察すること 

学習課題（図形）に着目して、既習事項である三角形の内角・外角の性質、三角形の内角と外角の

関係、三角形の内角の和について、関係を見いだす能力を養う。 

α２ 情報を活用すること 

α２（２）必要な情報を適切に選択し判断すること 

学習課題（図形）に着目して課題解決を図るために既習事項の性質や関係について関係の式（文字

の式）をつくり、どのような手順や方法で活用していくか判断する能力を養う。 

β１ 課題解決のための構想を立てること 

β１（３）方針にもとづいて証明（説明）すること 

既習事項の性質や関係をもとに、説明として示された文字の式を友達に分かりやすく伝える表現力

を育成し、思考力を養う。また、友達の発表を聞き、同様な考え方であっても表現の方法に違いがあ

ることを理解し、さらに思考力を高める。 

生徒に身に付けさせたい「表現する力」 

(a)見いだした事柄や事実を説明すること 

外角の大きさを測定して三角形の外角の和が３６０°になる事実を説明するといった、数学的な表 

現力をみる。 

(c) 事柄が成り立つ理由を説明すること 

三角形の外角の和が３６０°になることを既習の知識・技能を活用して、説明すべき事柄の根拠を

示して理由を説明するといった，論理的な思考力や表現力を高める。 

 

２ 研究および授業改善の視点 

数学を活用するためには、これまで学習した既習事項を基に、場面や状況（図形の形や位置関係）

が変化しても利用できるような思考力、表現力を高めることが重要である。しかし、前年度の研究か

ら、自分の考えを発表することを通して、思考力や表現力を高めたり、文字の式化を通して活用する

力を高めたりすることができたものの授業における相互交流、コミュニケーション能力を高めていく

ことが課題としてあげられた。 

そこで、本実践は録画した授業のビデオ視聴により自らの授業を振り返り、課題を明らかにして授

業改善する、「授業リフレクション」の手法を用いた。また、小学校教師との連携により、生徒の考

える説明が小学生にも理解できるような授業づくりに心がけた。 
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３ 実践のねらい 

中学生が小学生に説明しても理解できることとは、正しい言葉づかいや明確で分かりやすい筋道の

立てられた表現をすることである。そこで、小学校教師との連携を通して、基礎的、基本的な知識や

技能を活用するための思考力、表現力を高める授業づくりを目指す。 

本授業では、三角形の外角の和が 360。になることを、平行線の性質や三角形の外角と内角の関係、

三角形の内角、外角の性質などを根拠として使いながら説明して、論理的な思考力を育成する。そこ

で、これまでに学んできた既習事項の学び直しを行い、それを活用したり、文字の式や補助線を利用

したりして課題解決を図る。複数の解決方法を見いだすため、色分けしたプリントを準備し、生徒が

１つの説明に終わらず、複数の説明の仕方にチャレンジしているかが分かるようにした。自分の考え

を説明することにより、自分のよい点や改善点に気付くことができるようにグループでの相互の説明

を取り入れた。このような活動を通して、小学生に説明しても理解できるように自らの考えを友達に

分かりやすく説明したり、友達の発表に耳を傾けたり、疑問に感じた点を質問するなどして、自分と

は異なる表現方法のあることを知ることにより、思考力、表現力を高めさせる。 

 

４ 実践概要 

（１）題材名 第２学年「図形の調べ方」 

（２）題材について 

 小学校低学年では観察や操作などを通して、直線や角、三角形や四角形など基本的な図形の概念

や、直角三角形、二等辺三角形、正三角形、長方形、正方形をかくことを学習している。高学年で

は図形の観察や構成などを通して、直線の位置関係、台形、平行四辺形、ひし形などの理解や、図

をかいたり、作ったりする活動や、三角形の３つの角の和が、１８０°になることを帰納的に考え、

説明したりする活動を行っている。また、三角形と四角形の求積、円周率の意味の理解、円の求積

なども学習している。 

 中学校１年生では「平面図形」で線対称、点対称の意味を理解して、それを用いた図形の考察や

多角形、正多角形、線分の垂直二等分線、角の二等分線、垂線のかき方など基本的な作図や円とお

うぎ形の性質や計量について学習している。 

このように、小学校においては、ものの形についての観察や構成などの活動を通して、図形につ

いての感覚を豊かにし、基本的な平面図形や立体図形について理解できるようにしている。中学校

においては、図形に関する観察、操作や実験などの活動に基づく直観的な取扱いを中心に、平面や

空間における図形の基本的な性質や構成について理解を深める。さらに、それらを通して、論理的

な考察と論証及びそれを表現することへの関心と意欲を高めるようにする。すなわち、平面図形の

基本的な作図や図形の移動、空間図形の展開などの幾何学的な操作を通して、図形の性質の根底に

ある本質的なものを見抜く直観力を養い、その性質を論理的に考察し表現する能力を培っているの

である。 

（３）指導目標 

図形の性質を調べる上で、基礎となる見方、考え方や基本的性質を明らかにし、論証の意義と推

論の進め方について理解する。 

・対頂角の性質、平行線と角の関係について調べる。 

・三角形の内角の和について調べ、それらを基に多角形の角について調べる。 

・合同な図形の性質、三角形の合同条件などを明らかにする。 
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・「証明」することの意義としくみについて理解する。 

・平行線と角の関係や三角形の合同条件を根拠にした証明の進め方や図形の性質の調べ方について

理解する。 

（４）研究とのかかわり 

「授業リフレクション」は授業の様子をビデオ録画し、授業者の位置からでは見ることができな

い生徒の学習時の状況などを授業後に視聴して複数の教師で授業を振り返り授業の課題を明確に

して授業改善に役立てるものである。 

本授業を実施するにあたり、先行授業で「授業リフレクション」を行い以下の授業改善のポイン

トを明らかにした。 

改善ポイント１･･･リフレクションをする前は、本時で必要と考えた既習事項を模造紙にまとめて、 

黒板に掲示して内容を確認した後は、すぐにはずしてしまった。しかし、リフ 

レクションで「生徒が、課題解決のために、いつでも振り返りながら考えられ 

るようにしたほうがよいではないか」ということから、教室の前面にあるスク 

リーンに授業が終わるまで掲示した。 

改善ポイント２･･･まとめの要点部分を画用紙で隠して（マスキング）、生徒を指名しながら確認 

して、繰り返し指導を行った。 

改善ポイント３･･･リフレクションをする前の授業では、課題が説明できない生徒にヒントカード 

を配布するなどの工夫を行ったが、１つの説明が書けたらそれで終わりという 

生徒が多くいた。そこで、更に、別の説明ができないか生徒の意欲や知的好奇 

心を引き出すために、学習課題２を色違いの用紙（青、オレンジ、緑）に印刷 

して用意し、はじめに青の用紙を配布し、説明が書けたら、新たな考えをオレ 

ンジの用紙に書くように指導した。用紙の色を確認することにより、生徒の取 

組状況を容易に確認でき、個別指導がしやすくなった。机間指導で生徒の取組 

状況を見て、チャレンジ問題を配布し、難易度の高い解き方に挑戦させた。 

改善ポイント４･･･リフレクションをする前の授業では同じ説明の仕方ばかりが多く、生徒の口調 

も単調であったが、リフレクションをした後は、違った説明の仕方や同じ説明 

でも、本人の個性が出る説明が多数出てきたので、多くの生徒を指名して説明 

を行わせた。 

改善ポイント５･･･平行線の同位角を、色違いの画用紙を２組用意して角を移動させる前と後で角 

の移動先が分かるように工夫して説明を行った。 

小学校教師がこの題材での小学校での既習事項を示し、小学生でも理解できるような説明の指導

を受けて授業改善のポイントに留意しながら改善授業を実施したところ、座席の近くの友達同士の

教え合い活動をしながら学習活動に取り組むことができた。 

（５）課題の工夫 

ア まとめの要点部分を画用紙で隠して（マスキング）、生徒を指名しながら確認して、繰り返し

指導を行った。 

イ 説明ができた生徒に対して、別の方法で説明ができないか考えさせるために学習課題を色違い

の用紙（青、オレンジ、緑）にして用意し、生徒がいくつ目の説明を考えているかわかるように

した。また、机間指導して、２つ目の説明が終了している生徒には、難易度の高い解き方である、

チャレンジカードに挑戦させた。 
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ウ 色違いの画用紙を２組用意して角を移動させる前と後で角の移動先が分かるように工夫して

平行線の同位角の説明を行った。 

（６）指導計画 

次 項 主 な 内 容 時間数 

１ 角と平行線 ○対角線の性質、平行線と同位角の関係、平行線と錯

角の関係 

３  

 

 

 

16

時

間

扱

い 

２ 多角形の角 ○三角形の内角の和、三角形の内角と外角の関係、角

の分類と三角形の角による分類、多角形の内角の和・

外角の和 

５ 

本時 

５／５ 

３ 三角形の合同 ○２つの図形が合同であること、合同な図形の性質、

三角形の合同条件 

３ 

４ 証明とそのしく

み 

○証明の意味と必要性、仮定と結論の意味、証明のし

くみ、証明の根拠となることがら 

２ 

５ 合同条件と証明

の進め方 

○合同条件を使って図形の性質を証明すること １ 

６ 基本のたしかめ 

章末問題 

 ２ 

（７）本時の目標 

ア 三角形の外角の和が 360°になることについて予想しようとする。   （関心・意欲・態度） 

イ 三角形の外角の和が 360°になることを既習の知識・技能を活用して、説明すべき事柄の根拠

を示して理由を説明することができる。              (数学的な見方や考え方) 

ウ 平行線の性質や三角形の外角と内角の関係、三角形の内角・外角の性質などを利用して三角形

の外角の和が 360°になることの説明を書くことができる。          (数学的な技能) 

エ 三角形の外角の和について理解している。                                (知識・理解) 

（８）展開 

学習活動 指導上の留意点 観点別学習状況の評価 具体的な手だて 

１ 三角形をかき、この

三角形の外角をつく

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学習課題１に取り組

む。 

 

・学習課題１の用紙を配

布し、三角形は自由にか

かせる。 

・内角と外角の位置関係

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

・生徒を指名して、予想

とその理由を述べさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○予想することができ

たか。〈関・意・態〉(観

察) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分度器で、外角の大き

さを測り、予想させる。 

 

 三角形をかき、この三角形の外角をつくりましょう。 

学習課題１ 

・この三角形の外角の和は何度に予想しましょう。 

・なぜ、そのように予想したか、発表しましょう。 
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３ これまでに、学んで

きたことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これまでに、学んでき

たことが理解されてい

るかを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校教師と小学校教師のやりとり（Ｔ１：中学校教師 Ｔ２：小学校教師） 

Ｔ１・小学校の算数の授業では、どのようにして外角の和を求めますか。 

Ｔ２・小学校では、分度器で測ります。 

Ｔ１・その方法では、角の大きさを測った三角形については分かりますが、すべての三角形で成り 

立つとは言えませんね。三角形の内角の和は 180°になることを筋道立てて説明しましたね。

ここでは、三角形の外角の和が 360°になることを筋道立てて分かりやすく説明することを

学習しましょう。 

Ｔ２・そのためには、これまで学んできたことを利用して、中学生のみんなが小学生にも分かるよ 

うな説明ができるといいですね。 

生徒の反応 

・三角形の外角の和は 360°になる。 

・三角形の外角の和は 360°にならない。 

改善のポイント１ 

リフレクションをする前は、本時で必要と考えた既習事項を模造紙にまとめて、黒板に掲示し

て内容を確認した後は、すぐにはずしてしまった。しかし、リフレクションで「生徒が、課題解

決のために、いつでも振り返りながら考えられるようにしたほうがよいではないか」ということ

から、教室の前面にあるスクリーンに授業が終わるまで掲示した。 

改善のポイント２ 

まとめの要点部分を画用紙で隠して（マスキング）、生徒を指名しながら確認して、繰り返し指

導を行った。 

これまでに学んできたこと 

・対頂角の性質 対頂角は等しい。 

・平行線の性質 ２つの直線に１つの直線が交わるとき、次のことが成り立つ。 

①２つの直線が平行ならば、同位角は等しい。 

②２つの直線が平行ならば、錯角は等しい。 

・三角形の内角と外角の関係 内角＋外角＝180° 

・三角形の内角、外角の性質 

①三角形の３つの内角の和は 180°である。 

②三角形の１つの外角は、そのとなりにない２つの内角の和に等しい。 

マスキング 
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４ 学習課題２に取り

組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習課題２を配布し、

机間指導して生徒の取

組を観察し、一つの方法

で説明ができた生徒に

は、色違いの学習課題２

を配布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○既習の知識・技能を活

用して、説明すべき事柄

の根拠を示して理由を

説明することができる

か。〈見・考〉(観察) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どの既習事項が使える

か教科書やスクリーン

を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題２ 

三角形の外角の和は 360°であることを    説明 

説明しましょう。 ａ,＋ｂ,＋ｃ,＝360° 

  

 
ａ, 

ａ 

ｂ, 

ｂ ｃ 
ｃ, 

 

説明１（生徒の説明の例１） 

 
ａ, 

ａ 

ｂ, 

ｂ ｃ 
ｃ, 

 

三角形の内角・外角の性質より 

ａ，＝ｂ＋ｃ･･･① ｂ，＝ａ＋ｃ･･･② 

ｃ，＝ａ＋ｂ･･･③ 

三角形の内角の和 

ａ＋ｂ＋ｃ＝180°･･･④  

①＋②＋③と④より 

ａ，＋ｂ，＋ｃ，＝（ｂ＋ｃ）＋（ａ＋ｃ）＋（ａ

＋ｂ） 

ａ，＋ｂ，＋ｃ，＝２×（ａ＋ｂ＋ｃ） 

ａ，＋ｂ，＋ｃ，＝２×180°＝360° 

三角形の外角の和は３６０°である。 

説明２（生徒の説明の例２） 

 
ａ, 

ａ 

ｂ, 

ｂ ｃ 
ｃ, 

 

三角形の内角と外角の関係より 

ａ＋ａ，＝180°･･･① 

ｂ＋ｂ，＝180°･･･② 

ｃ＋ｃ，＝180°･･･③ 

三角形の内角の和 ａ＋ｂ＋ｃ＝180°･･･④ 

①＋②＋③と④より 

ａ＋ａ，＋ｂ＋ｂ，＋ｃ＋ｃ，＝180°×３ 

（ａ＋ｂ＋ｃ）＋（ａ，＋ｂ，＋ｃ，）＝180°×

３ 

180。＋（ａ，＋ｂ，＋ｃ，）＝180°×３ 

180。＋（ａ，＋ｂ，＋ｃ，）＝540° 

ａ，＋ｂ，＋ｃ，＝540°－180° 

ａ，＋ｂ，＋ｃ，＝360° 

三角形の外角の和は３６０°である。 
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５ 本時のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・難易度の高い、チャレ

ンジ問題に取り組ませ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒の発表をもとに三

角形の外角の和が360°

になることをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平行線の性質や三角

形の外角と内角の関係、

三角形の内角、外角の性

質などを利用して三角

形の外角の和が360°に

なることの説明を書く

ことができたか。 

〈技能〉(観察) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○三角形の外角の和が

360°になることについ

て理解できたか。 

 〈知・理〉(挙手) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・机間指導して、用紙の

色を確認し、尐なくとも

１つの方法で三角形の

外角の和が360°になる

ことの説明を書けるよ

うにさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の授業で理解でき

たことに下線を引かせ

る。 

 

 

チャレンジ問題 説明３（生徒の説明の例３） 

（平行線の性質を利用して説明しよう！） 

 

ｄ, ｅ, 

ａ, 

ａ 

ｂ, 

ｂ ｃ 
ｃ, 

 

説明 

平行線の同位角は等しいから 

ａ，＝ｃ＋ｄ，･･･①（同位角） 

ｂ，＝ｅ，･･･②（同位角） 

このことより 

ａ，＋ｂ，＋ｃ， 

＝ｃ＋ｄ，＋ｅ，＋ｃ， 

＝360° 

三角形の外角の和は 360°である。 

 

まとめ 三角形の外角の和は 360°である。 

改善のポイント３ 

リフレクションをする前の授業では、課題が説明できない生徒にヒントカードを配布するなど

の工夫を行ったが、１つの説明が書けたらそれで終わりという生徒が多くいた。そこで、更に、

別の説明ができないか生徒の意欲や知的好奇心を引き出すために、学習課題２を色違いの用紙

（青、オレンジ、緑）に印刷して用意し、はじめに青の用紙を配布し、説明が書けたら、新たな

考えをオレンジの用紙に書くように指導した。用紙の色を確認することにより、生徒の取組状況

を容易に確認でき、個別指導がしやすくなった。机間指導で生徒の取組状況を見て、チャレンジ

問題を配布し、難易度の高い解き方に挑戦させた。 

改善のポイント４ 

リフレクションをする前の授業では同じ説明の仕方ばかりが多く、生徒の口調も単調であった

が、リフレクションをした後は、違った説明の仕方や同じ説明でも、本人の個性が出る説明が多

数出てきたので、多くの生徒を指名して説明を行わせた。 

改善のポイント５ 

平行線の同位角を、色違いの画用紙を２組用意して角を移動させる前と後で角の移動先が分か

るように工夫して説明を行った。 
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（９）資料  

ワークシート 

２年   組   番  氏名          

学習課題１ 

三角形をかき、この三角形の外角をつくりまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年   組   番  氏名          

学習課題２ 

三角形の外角の和は 360°であることを説明し

ましょう。  ａ,＋ｂ,＋ｃ,＝360° 

 

 

 

 

 

説明 

 

 

 

 

学習課題１ 

 

学習課題２ 説明３ 

２年   組   番  氏名          

（平行線の性質を利用して説明しよう！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明 

６ 次時の予告 

 

 

 

次時の予告 

四角形、五角形、六角形…ｎ角形の外角の和は何度になるでしょうか。 

ｅ， ｄ, 

ａ, 

ａ 

ｂ, 

ｂ ｃ 
ｃ, 

外角の和が何度になるか

予想させる。 

ａ, 

ａ 

ｂ, 

ｂ ｃ 
ｃ, 

学習課題２は色違いの用紙（青、オレン

ジ、緑）に印刷して用意し、はじめに青

の用紙を配布し、説明が書けたら、新た

な考えをオレンジの用紙に書くように指

導する。 

ここに三角形をかく 
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５ 授業分析 

（１）生徒の反応 

（Ｔ：教師の発問、指示  Ｓ：生徒の反応） 

① 学習課題１について、分度器を使い三角形の外角の和は何度になるか予想する場面 

Ｔ１ 

 

Ｓ１ 

Ｓ２ 

 

Ｔ１ 

Ｔ２ 

Ｔ１ 

 

 

Ｔ２ 

 

・適当な大きさの三角形をいくつかかき、その三角形の外角の和を分度器で測って三角形の

外角の和が何度になるか予想してみよう。 

・三角形によって外角の和は 360°近くで微妙に違います。 

・三角形によって外角の和が違うのはおかしいと思います。三角形の外角の和はいつでも 

360°になると思います。 

・小学校の算数の授業では、どのようにして外角の和を求めますか。 

・小学校では、分度器で測ります。 

・その方法では、角の大きさを測った三角形については分かりますが、すべての三角形成り

立つとは言えませんね。三角形の内角の和は 180°になることを筋道立てて説明しましたね。

ここでは、三角形の外角の和が 360°になることを筋道立てて分かりやすく説明することを学

習しましょう。 

・そのためには、これまで学んできたことを利用して、中学生のみんなが小学生にも分かる

ような説明ができるといいですね。 

〔考察〕 

  生徒が分度器で三角形の外角を測ったところ、多尐の誤差で、計算上 360°にならないこともあっ

た。しかし、多数の生徒はどのような三角形であってもこれまでに学んできたことより予想して三角

形の外角の和は 360°になることが予想できた。 

  

（２）授業の分析 

生徒の説明の例１，２ 

 既習事項である三角形の内角・外角の性質と三角形の内角の和が分かっていただけでは単なる知

識の習得にすぎないので、既習事項を活用して三角形の和が 360°になることを説明することが本

時の目標である。そこで、三角形の内角・外角の性質と三角形の内角の和などの既習事項を活用し

て、筋道を立てながら説明（表現）していくことにより思考力を高めていく。 

 また、１年生の式の計算や方程式、２年生の連立方程式で身につけた知識・技能を活用して等式

を変形したり、整理したりすることにより三角形の外角は 360°であることが説明できるようにな

る。このようにして、筋道を立てて自分の言葉で分かりやすく説明を進めていくことで思考力、表

現力を豊かにしていく。 
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生徒の説明の例３ 

 説明の例３は、あらかじめ三角形の一辺に平行な補助線がひいてある。この補助線をもとに平行

線の性質を用いて三角形の外角を一点に集め、その和は 360°であることを説明する。しかし、既

習事項である平行線の性質で２つの直線が平行ならば、同位角は等しい、という知識だけでは、∠

ａ,が∠ｃと∠ｄ,の和（平行線でこの２つが等しくなるのが見えにくくなっている）になっている

ことの説明は難しい。平行線の性質で『２つの直線が平行ならば、同位角は等しい。』とは『①角

を平行移動することができる。』『②その角を任意の一点に集めることができる。』という２つを理

解していなければならない。 

 しかし、生徒はこのような見方や考え方をこれまでの学習であまり経験していない。したがって、

このような筋道を立てながら説明（表現）していくことは高い思考力を求められる。 

 そして、「説明の例３」による説明ができた生徒は、すでに「説明の例１、２」の一方か両方が

できている生徒なので、１年生の式の計算や方程式、２年生の連立方程式での知識や技能を活用し

て等式を変形したり、整理したりすることを通して、三角形の外角は 360°であることは理解でき

ていると考えられる。 
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生徒の感想 

・今までに勉強してきたことを使って三角形の外角の和は 360°になることが分かりました。 

・一つの説明の仕方だけではなく、色の違う紙で色々な説明の仕方が考えられて楽しかった。 

・友達と自分の説明の式は同じだけれど言い方の違いで分かりやすさが違うのだなあと思いました。 

・人の説明を聞くことで、自分で説明したことがより理解できるようになりました。 

・同位角を使った説明は難しかったです。でも、先生が色画用紙を使いながら移動した説明がよく分か

りました。 

・式を書くことはできても、どのように説明してよいか分かりません。 

 

６ 成果と課題 

（１）成果 

① リフレクションをする前は、本時で必要と考えた既習事項を模造紙にまとめて、黒板に掲示し

て内容を確認した後は、すぐにはずしてしまった。しかし、リフレクションで「生徒が、課題解

決のために、いつでも振り返りながら考えられるようにしたほうがよいではないか」ということ

から、教室の前面にあるスクリーンに授業が終わるまで掲示したので、生徒は既習事項を確認し

ながら学習課題に取り組むことができた。 

② リフレクションをする前の授業では同じ説明の仕方ばかりが多く、生徒の口調も単調であった

が、リフレクションをした後は、違った説明の仕方や同じ説明でも自分の言葉で説明することが

できた。 

③ 平行線の同位角を、色違いの画用紙を２組用意して１組の角を移動させる前と後で角の移動先

が分かるように工夫して説明を行ったので、視覚的に理解することができた。 

 

（２）課題 

① 自分の考えを説明する際に『生徒に身に付けさせたい「表現する力」』としての「○○は△△

である。」の形式や「○○であるから，△△である。」の形式での説明の仕方がうまく使えず、筋

道立てて論理的に説明することが充分ではなかった。 

② 既習事項を１つ１つは理解できても図形の向きが変わると、図形の性質や関係を関連させて考

えることが難しく、直感的な理解はできても説明文として筋道立ててかくことができない生徒が

いた。 

③ 思考力、表現力を高める手立てとして、自分の考えをノートに書かせたり、その考えを友達に

説明したりするなど、発表の機会を多く与える必要がある。 
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＜既習内容の系統１＞

角の指導に係る既習内容の系統性について

１ 小学校算数科における角の指導の系統性について

角は小学校第２学年の「Ｃ図形」領域で平面図形や立体図形を構成する要素として頂

点や辺などとともに学習する。また、角の大きさを回転の大きさとして、第４学年の「Ｂ

量と測定」で角の大きさの単位（度（°））と測定を学習する。なお、形としての角に

ついては、第３学年の「Ｃ図形」領域で学習する。

〔Ｃ 図形〕

直角の概念（２年）

角の概念、かき方（３年） 対頂角の性質（３年）

垂直、平行の概念、かき方（４年） 同位角の性質（４年）

〔Ｂ 量と測定〕

角の大きさの変化と

回転の関係（４年）

角の大きさの単位（度）（４年）

角度のはかり方、かき方（分度器）（４年）

角度の量感（４年）

三角形の内角の和が180°であること（５年）

四角形、五角形、六角形の

内角の和の考察（５年）

中学校 第２学年 基本的な平面図形と平行線の性質

ア 平行線や角の性質

イ 多角形の角についての性質

中学校 第３学年 円周角と中心角

ア 円周角と中心角の関係とその証明

イ 円周角と中心角の関係を活用すること
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２ 角の指導の具体例について

第２学年 〔Ｃ 図形〕

１ 学習内容

（1）直角の導入

紙を折ってできるかどの形 三角定規のかどの形

のようなかどの形を直角という

２ ねらい

（1）ものの形についての観察や構成などの活動を通して、図形を構成する要素に着目

し、 図形について理解できるようにする。

３ つまずきやすい問題

「身の回りから、かどが直角になっているものをさがそう」

→直角の概念がとらえられず、活動が進まない。

４ 指導のポイント

（1）紙を折ってできるかどの形や三角定規のかどの形を使い直角探しをすることで、

直角の概念を体験を通してとらえることができるようにする。

（例 黒板、ロッカー、ドア、教科書など）
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第３学年 〔Ｃ 図形〕

１ 学習内容

（1）角の導入（一つの頂点から出る２本の辺がつくる形）

辺

辺

角

角

辺 頂点 頂点 辺

２ ねらい

（1）図形についての観察や構成などの活動を通して、図形を構成する要素に着目し、

図形について理解できるようにする。

３ つまずきやすい問題

「下の二つの三角形の角の大きさを比べましょう。」

→角の大きさが辺の長さに関係していると考えてしまう。

４ 指導のポイント

（1）実際に角を紙に写し取ったり、重ねたりしながら角の大きさは辺の長さに関係の

ないことを体験を通してとらえることができるようにする。

二つの角を重ねる 二等辺三角形や正三角形を折る

角の大きさを比べる 二つの角の大きさが同じ

角の大きさは辺の

長さに無関係

点線で折る
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第４学年 〔Ｂ 量と測定〕

１ 学習内容

（1）角の大きさを回転の大きさとしてとらえること

（2）角の大きさの単位（度（°））について

頂点を中心にして１本の辺を回転させたとき、その回転の大きさを、角の大きさと

いう。（角の大きさは、辺の開き具合とみられる。）

２ ねらい

（1）角の大きさについて単位と測定の意味を理解し、角の大きさが測定できるように

する。

３ つまずきやすい問題

「○あ の角度は何度ですか」

→測る場所を間違える

→180°より大きいので測り方が分からない。

４ 指導のポイント

（1）補助線をひいたり、分度器の向きを変えたりしながら角度を測ることができるよ

うにする。

（2）直角を基にして、角の大きさが90°より大きいかどうかを判断するなど、角の大

きさについての感覚を身に付け、測る前に何度ぐらいか予想させる。

○あ
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第５学年 〔Ｃ 図形〕

１ 学習内容

（1）三角形の三つの角の大きさの和

（2）四角形の四つの角の大きさの和

２ ねらい

（1）図形についての観察や構成などの活動を通して、平面図形についての理解を深める。

３ つまずきやすい問題

「三角形の３つの角の大きさの和は、何度になりますか。」

「四角形の４つの角の大きさの和は、何度になりますか。」

→どのように調べたらよいか分からない。

４ 指導のポイント

（1）三角形の三つの角の大きさの和を帰納的に考え、説明する。

① 分度器で測る。

② 合同な三角形を敷き詰める。 ③ 三つの角の部分を寄せ集める。

（2）四角形の４つの角の大きさの和を演繹的に考え、説明する。

（第５学年 算数科学習指導案参照）

180×２ 180×４－360 180×４－360

（3）五角形、六角形についても三角形の内角の和を基に考えていき、図と表を関連さ

せながら、きまりを見付ける。

① 内角の和が180°ずつ増えている。

② 角の数が１増えると、分けられる三角形の数も１ずつ増える。

③ （角の数－２）が分けられる三角形の数になっている。

④ 180×三角形の数 で内角の和が求められる。

⑤ 適用問題「百角形の角の大きさの和を求めましょう。」に取り組む。

180×（100－２）＝17640 答え 17640°

形 三角形 四角形 五角形 六角形

角の大きさの和 180 360 540 720

三角形の数 １ ２ ３ ４

四角形 五角形 六角形

180×2 180×3 180×4
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第５学年 算数科学習指導案

１ 題材名 図形の角の大きさ

２ 題材について

本題材は、三角形の内角の和が180゜であることを知り、それを基にして多角形の内

角の和を求める活動を通し、基本的な平面図形についての理解を一層深めることをねら

いとしている。

児童はこれまでに、図形を構成する要素に着目して、第３学年では、正方形、長方形、

直角三角形を、第４学年では、二等辺三角形、正三角形をかいたり、作ったり、平面上

で敷き詰めたりする活動を通して平面図形としての理解を深めてきた。

この題材での算数のよさは、①帰納的に考えることにより三角形の内角の和が180°

であることが見いだせること、②三角形の内角の和を基にすることで多角形の内角の和

を論理的に考えきまりを見いだせること である。

児童は第１・２時で、三角形の内角の和を考える際に、敷き詰めや三角定規の内角の

和を求める活動を通して、「どんな三角形でも内角の和は180゜になりそうだ。」という

見通しをもつ。その後、いろいろな三角形について３つの角を切り取ったり、分度器で

測ったりしながら内角の和を調べ、どの三角形でも内角の和は180゜であると確認する。

この考えを基にしながら第３時以降では、多角形の内角の和を、既習事項を基に児童が

主体的に求めることができるような授業展開をしていきたい。

３ 目標

(1) 算数への関心・意欲・態度

○三角形や四角形の内角の和を求める活動を通して、多角形の内角の和およびその性

質を調べようとする。

(2) 数学的な考え方

○三角形や四角形の内角和が一定であることを帰納的に考えることができる。

(3) 数量や図形についての表現・処理

○三角形の内角の和が180°であることを、いろいろな三角形をもとに調べることが

できる。

○三角形の内角の和を基にして、多角形の内角の和を求めることができる。

(4) 数量や図形についての知識・理解

○三角形の内角の和が180゜であることや、多角形の内角の和は三角形に分割するこ

とによって求められることが分かる。

４ 指導計画

(1) 三角形の内角の和・・・・・・・・・・・・・・２時間

(2) 四角形の内角の和・・・・・・・・・・・・・・１時間（本時）

(3) 多角形の概念と多角形の内角の和・・・・・・・１時間
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５ 算数のよさを感得させる学習指導のポイント

(1) いろいろな四角形の内角の和を調べることからきまりを発見していくことのよさ

本時における算数のよさは、いろいろな

四角形の内角の和を調べることからどんな

四角形でも内角の和は360°になることを

見いだすことである。

児童は前時までに帰納的に考えながら三

角形の内角の和が180゜であるということ

を導き出した。その考えを基に本時では、

四角形の内角の和を調べる活動を行う。

その際、

①四角形の内角の和が360゜になりそうだ

という見通しの基に調べること、

②既習を生かし多様な方法で調べること、

③いろいろな四角形について調べること

の３点に気を付けて授業を展開していく。

(2) いろいろな四角形の内角の和を調べる場

面を設定する。

本時では、四角形の内角の和が360゜に

なりそうだという予想の基に、いろいろな四角形についても実際に調べる場面を設定

する。その際、前時で行った角を切り取り、一つの点のまわりに集める方法や、分度

器で角の大きさを測ったりする方法だけでなく、既習の三角形の内角の和を利用し、

三角形に分けて調べるなど、多様な方法でいろいろな四角形の内角の和を調べること

ができるようにする。

そのことで、四角形の内角の和がいつでも360°となり、一定であることを見いだ

すことができるようにする。そこで、本時では、個に応じてきめ細かな指導をするた

めにＴＴを効果的に活用し授業を展開する。

長 方 形 や 正 方 形 の ４ つ の の 角
の大きさの和は360゜

他 の 四 角 形 の ４ つ の 角 の 大 き
さの和も360゜になる？

い ろ い ろ な 形 の 四 角 形 で 調 べ
てみよう。

切り取って考える。

角度を測って考える。

三角形に分けて考える。

ど ん な 四 角 形 で も ４ つ の 角 の
大きさの和は360゜になった
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６ 指導の実際

（1） 本時の目標

◎いろいろな四角形の内角の和を調べる活動を通して、四角形の内角の和が360°

であることを見いだすことができる。

（2） 展 開

（Ｔ１が主に授業を進め、Ｔ２は学習が遅れがちな児童の支援を行う。）

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

１ 学習問題について知る。

四角形の４つの角の大きさの和を調べましょう。

〈予想される児童の反応〉 発問「今までに学習した四角形にはどのようなもの

がありますか？」

○四角形にもいろいろな形があることを思い出させ

るために、今までに学習した四角形について振り

返る。

○特殊な形でだけでなく、不定形な形も意識できる

ように、四角形とは４本の直線で囲まれた形であ

ることを確認する。

○児童が四角形の名前を言ったら、Ｔ２は黒板にそ

れぞれの四角形の特徴を児童と一緒に確認しなが

ら、四角形を提示する。

〈予想される児童の反応〉 発問「この四角形の中で、４つの角の大きさの和を

C1 正方形。 切ったり測ったりしなくても求められるのは

C2 長方形。 どれですか？」

C3 どちらも90×4＝360だから ○正方形や長方形は４つの直角があることから、

360°になる。 90×4＝360となりすぐに求められることを確認す

る。

○他の四角形は内角の大きさが分からないので、す

ぐには内角の和は求められないことに気付かせる

ようにする。

２ 本時の課題を確認し、自力解

決をする。

いろいろな四角形について、４つの角の大きさの和を調べましょう。

C1 C2

ひし形 平行四辺形

C3 C4

台形 長方形

C5 C6

正方形 不定形
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○左図の２種類のプリントを用意し、児童が選択で

きるようにする。

○教師は、配布しながら選択理由と選択した児童を

把握する。

○プリントは、１枚ずつ持っていくようにし、図形

によってプリントを変えてもよいということにす

る。

○Ｔ１は三角形を基に考えている児童を、Ｔ２は切

ったり測ったりしている児童の支援を行う。

◎いろいろな四角形について、多様な方法で調べる

ことができるようにする。

〈予想される児童の反応〉

（左の四角形を例に、予想される反応を示す。）

C1 ４つの角を切

り取って１つ

の点に集める。

C2 ４つの角度を

測って和を求

める。

C3 対角線を１本 （1） （2）

ひき、三角形

を基に考える。

C4 誤答から考え

方を修正する。

対角線を２本

ひいて考える。

答え 360°

85＋ 80＋ 60 ＋135＝360

答え360°

180×2＝360

答え360°

180×2＝360

答え360°

180× 4＝ 72 0

答え720°

180×4－360＝360

答え360°

A 図形を印刷

B 図形のみ

考え方の修正
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Ｔ１ Ｔ２

○三角形を基に考えている児童に対して ○角を切り取って一点に集めて考えている

は、図と式を関連付けて説明できるよ 児童や分度器で角を測っている児童に対

うにする。 しては一応の解決が終わった後、切った

○提示された以外の四角形も三角形に分 り測ったりしないで内角の和を求めるこ

割できるか考えさせるようにする。 とができないかを考えさせるようにする。

○C4の考えの児童は、対角線の交点のま ○右図のように四角形

わりの角は和に入れてよいかを考えさ の中に三角形を見つ

せ、交点のまわりの角360°をひくと けることができるよ

求められることに気付かせるようにす うに、既習である三

る。 角形の内角の和180°が使えないか考えさ

せるようにする。

□評 いろいろな四角形の内角の和を、既習事項を生かし考えることができる。

３ 解決方法を発表し、気付いた ○ひし形、平行四辺形、台形、不定形の四角形そ

ことを話し合う。 れぞれについて、C1～C4の考え方を取り上げ、

(1) 解決方法を発表する。 内角の和の求め方を中心に発表させるようにす

C1 ４つの角を切り取って１つの る。

点に集めて考えたら360°にな ○C1、C2については、切ったり測ったりして内角

った。 の和を求めた方法は、前時の方法で解決したこ

C2 ４つの角の大きさを分度器で とを認める。三角形を基に内角の和を求めた方

測ってたしたら、約360°にな 法は、前時の学習内容を生かしているよさを認

った。 める。

C3 対角線を１本ひいて２つの三 ○２つの三角形に分けた考え方については、分け

角形に分けて考えて360°にな た図と内角の和を求める式を対応させながら発

った。 表できるようする。

C4 対角線を２本ひき中心の360° ○分度器での測定は誤差がでることを、前時の経

をひいて360°になった。 験とあわせて引き出すようにする。

(2) 三角形の内角の和との関連に 指示「三角形の角の大きさの和の勉強と比べて、

ついて話し合う。 気付いたことを発表しましょう。」

〈予想される児童の反応〉 ◎いろいろな四角形を前時の学習を用いて調べた

C1 どの四角形でも４つの角の大 結果、四角形の内角の和はすべて360°になって

きさの和が360°になっている いることを確認する。

C2 切ったり測ったりして求めて ○切って貼り付けると一回転になっていることか

も計算で求めても結果は360° ら360°になっている

になる。 ことを確かめる。

C3 昨日と違い、切ったり測った ○どの四角形でも対角線

りしなくても４つの角の大き を１本ひけば、２つの

さの和が求められた。 三角形に分けられ、切

C4 四角形の４つの角の大きさの ったり測ったりしない

和は、三角形の３つの角の大 で求められることを確

きさの和の２倍になっている。 認する。
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○三角形の内角の和（180°）と四角形の内角の和

（360°）の関係を図と式から考え、四角形はい

つも三角形に分割できることのよさを明らかに

する。

○どの四角形でも180×2で内角の和が求められる

ことに気付かせようにする。

○児童に提示している以外の四角形もつくらせ１

本の対角線で２つの三角形に分けられることを

確認する。

□評 様々な四角形の内角の和を調べる活動を通し

て四角形の内角の和が360°であることが分か

る。

４ 本時のまとめをする。 指示「まとめをノートに書きましょう。」

〈予想される児童の反応〉

C1 どの四角形でも角の大きさの ○まとめでは、次の３点をおさえる。

和は360°になった。 ①いろいろな四角形を多様な方法で調べた。

C2 四角形は三角形２つ分だから ②どの四角形でも内角の和は360°になる。

180×2で角の大きさの和が求 ③四角形を三角形２つに分けて180×2で四角

められる。 形の内角の和が求められる。

C3 角の数がもっと増えると角の

大きさの和はどうなるの？ ○多様な方法で調べたが、多角形については、切

ったり測ったりせずに求められそうだという見

通しをもたせる。
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＜既習内容の系統２＞

数量関係に係る既習内容の系統性について

－比例と反比例、一次関数に関する小学校の指導－

１ 数量関係における小学校の指導

中学校「Ｃ関数」の指導を進めるにあたっては、小学校の「Ｄ数量関係」の学習

内容が基本になっており、第１学年から６年間を通じて学習している。

「Ｄ数量関係」の領域は「関数の考え」、「式の表現と読み」及び「資料の整理と

読み」が主な内容である。中学校で学習する比例と反比例、一次関数と特に関係す

る内容は「関数の考え」である。

小学校学習指導要領解説算数編（平成 20 年８月）には、「関数の考えとは，数量

や図形の変化や対応の規則性に着目して問題を解決していく考えである。」と示さ

れており、そのねらいとして次の２点をあげている。

① 数量や図形についての内容や方法をよりよく理解したり、それらを活用し

たりできるようにすること

② 伴って変わる二つの数量の関係を考察し、特徴や傾向を表したり読み取っ

たりできるようにすること

そして、関数の考えを生かしていくために配慮することとして次の３点をあげて

いる。

① ある場面での数量や図形についての事柄が、ほかのどんな事柄と関係する

かに着目すること

② 二つの事柄の変化や対応の特徴を調べていくこと

③ 見いだした変化や対応の規則性を、様々な問題の解決に活用し、その思考

過程や結果を表現したり、説明したりすること

小学校では、児童の経験を基に、第４学年から伴って変わる二つの数量の関係に

ついて学習している。比例については、第５学年と第６学年でスパイラルな教育課

程に基づく学習が行われている。反比例については、第６学年で学習する。

数量関係における「伴って変わる二つの数量の関係を見いだす力」「数量の関係

を表や折れ線グラフを用いて表したり、読み取ったりする力」は、小学校でしっか

りと保証すべき関数に係る重要な学力である。小学校２年生のかけ算の九九表の学

習以降、数量を並べ規則性や変わり方をとらえる表、グラフ、図、式の学習は、ど

の学年でも指導が行われ、問題解法の手段として様々な場面で活用できるよう小学

校の学習を通じて指導している。

２ 中学校第１学年の指導

小学校の学習の上に立って、関数関係についての内容を一層豊かにし、具体的な

事象から伴って変わる二つの数量を取り出して、その変化や対応の様子に着目し、

比例、反比例の関係についての理解を深めるとともに、関数関係の意味を理解でき

るようにする。

数の拡張や関数の概念を基にして、小学校算数科で学習した比例、反比例を関数

としてとらえ直す。
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３ 数量関係の小中指導内容系統表

※関数の素地は４年生の学習にある。

つまずいたら４年生の学習に戻る必要がある。

６年「比例」

○問 1 分間水を入れると水の深さが 4cm になります。

時間を□、深さを○として、その関係を式に表す。

・２つの数量の関係を□や○を使って式に表す

・表や式から２つの数量の対応や変わり方を調べる

中１年 比例と反比例 ・比例 ・反比例 ・比例と反比例の利用

中２年 一次関数 ・一次関数 ・一次関数と方程式

４年「変わり方調べ」

○問 1 辺が 1cm の正三角形を 1 列に並べるとき、正三

角形の数と、まわりの長さの関係を調べる。

・２つの数量の関係を□や○を使って式に表す

・表や式から２つの数量の対応や変わり方を調べる

･２つの変化する数量の対応する値の組を表に表す

５年「平行四辺形と三角形の面積」

○問 底辺が 5cm の平行四辺形があります。高さを□cm、

面積を○c ㎡として面積を求める式をつくる。

・２つの数量の関係を□や○を使って式に表す

・表や式から２つの数量の対応や変わり方を調べる

中３年 関数 y = a x 2

２年 表

２年 グラフ

２年 九九表

３年 棒グラフ

３年・４年

２次元表

４年

折れ線グラフ

５年 帯グラフ

６年 円グラフ

５年 割 合

５年 百分率、歩合

６年 平 均

６年 単位量あたり

の大きさ

６年 速 さ

６年 比

６年 比 例



４ 小学校における指導の実際

（1）第４学年〔Ｄ 数量関係〕

東京書籍４下「どのように変わるかな」

＜単元のねらい＞

伴って変わる２つの数量について、それらの関係を表や式に表して、２つの数量

の関係を調べたり明らかにしたりする能力を高める。

例題文

[問題１ ] 実際の

２時

具体物

教科書

[問題２ ] ○ア と○イ

２つの

○ア の時計盤の

○イ の時計盤の

[問題３ ] アの時

気づいた

横の数

表の縦

「い

[問題４ ] アの時

たしてみ

解答：

[問題５ ] アの時

として、

２つの

解答：

（記号

関係

数理的

○ア

12 時
○イ

計

れ

関

（条件：12 時→1 時）
時計ば

→□

を使っ

付録の

の時計

変化す

時刻（

時刻（

こくと

ことを

値の増

の数の

つも変

計ばん

ましょ

たすと

（支援

計ばん

□と○

数量の

□＋○

が２つ

式から○

処理の
数学 系統②

んを使って下の

３時→□ １

た算数的活動に

実際の時計盤を

ばんの時こくを

る数量の対応す

時） １２

時） １

イの時こくの間

話し合いましょ

減に注目する児

関係に着目させ

わらない数値は

の時こくの数と

う。

全部一緒で 13

：規則の発見を

の時こくを□時

の関係を式に表

関係を□、○を

＝１３

あることに違和感

ア の時刻がわかれ

よさを感じさせ

1 時
○ア の時計ばんをひっくり返すと○イ の時

ばんになります。○ア と○イ の両面にかか

ているはりがさす時こくには、どんな

係があるか調べましょう。
- 3 -

時の時こくを調べましょう。

時→□ ５時→□

より体感的理解を図る。

使って調べる。

、表にまとめましょう。

る値の組を表に表すこと

２ ３ １ ５

には、どんな関係がありますか。

う。

童が多い。

る。

何だろう？」

、イの時計ばんの時こくの数を

になる。

強調）

、イの時計ばんの時こくを○時

しましょう。

使って式に表すこと

を覚える児童は多い。）

ば、○イ の時刻がわかることを確認し、

る。

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
段
階
的
に
指
導
し
て
い
く
。



[問題６ ] アの時計ばんの時こくの数が１ずつふえていくと、イの時計ばんの

時こくはどのように変わるか調べましょう。

○ア の時計盤の時刻（時） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

○イ の時計盤の時刻（時）

表や式から２つの数量の対応や変わり方を調べること

「○ア が１増えたら、○イ は１減る」

上記の解法を習得したのち、次の問題に取り組む。

＜小学校頻出問題＞

1 辺が１cm の正方形の厚紙を、下の図のように、１だん、２だん、……とな

らべて、階だんの形を作ります。

20 だんのときの、まわりの長さを求めましょう。

だんの数 （だん） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

まわりの長さ（ｃｍ）

1 だん 2 だん 3 だん 4 だん

1cm
習得したことを使って、表にまとめる。
数学 系統② - 4 -

だんの数を□だん、まわりの長さを○cm として式を作り考える。



（2）第６学年〔D 数量関係〕

東京書籍６下「割合の表し方を考えよう(比)」／ 「変わり方を調べよう(比例)」

＜単元のねらい＞

比 …二つの数量の関係を表すのに、比を用いることを理解するとともに、比の表し

方と比の相等などについて理解し、それらを用いる能力を伸ばす。

比例…二つの伴って変わる数量の関係を表やグラフに表し、変化の特徴を調べることを

通して、比例の関係を理解する。

＜児

２と３の割合を「：」の記号を使って、２：３と表す

ことがあります。２：３は、「二
に

：
たい

三
さん

」と読みます。
右 辺 と 左 辺 の

数量関係をとら

え、等しい比をつ

くることは、正答

率も高く、定着度
□：○の、□と○に同じ数をかけたり、また、同じ数

でわったりしてできる比を「等しい比」といい、次のよ
うに符号で表します。 ２：３＝１０：１５ も高い。

H19「 3 つの 達成 目 標学 力 」

県達成率 90.8％
一方の量 (□ )の値が２倍、３倍、…になると、それに

伴ってもう一方の量 (○ )の値も２倍、３倍、…になると
[問

使

童

[問

き、「○は□に比例する」といいます。

値

「

り

20

25

30
○が□に比例するとき、□の値でそれに対応する○の

をわった商は、いつも決まった数になります。
○÷□＝一定」

0

5

10

15
比例する２つの量の関係を表すグラフは、直線にな
数学 系統② - 5 -

「直接はかれないものの高さをはかる。」

題 ]

かげの長さはものの高さに比例します。このことを

って、木の高さの求め方を考えましょう。

また、校舎の高さを求めてみましょう。

が苦手にしている問題＞ 「比例の判定」

題 ]

２つの量が比例するものに○をつけましょう。

ア：１枚 23 円の紙を買うときの、買う枚数と代金

イ：誕生日が同じ父の年齢と子の年齢

ウ：正三角形の１辺の長さとまわりの長さ

エ：半径の長さと円の面積

オ：24 枚撮りのﾌｨﾙﾑの、とった枚数と残りの枚数

、０の点を通ります。 0 1 2 3 4 5 6

判定の根拠がも

てず、自信のない

解答が多い。2 量

の関係を立式でき

ないことも原因と

考えられる。機械

的な計算でない問

題は、全体的に苦

手意識がある。

75cm 150cm

100

cm

[授業展開 ]

校 庭 で の 実 測

に よ る 算 数 的 活

動を行い、問題解

決を図る。
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５ 児童の実態と今後の課題

小学校の数量関係の学習では、計算領域のように機械的な処理では問題解決が図

れない場面が多くある。全国学力・学習状況調査でも、数量関係の根拠を記述する

問題で、正答率の低さや無解答率の高さが目立っている。（参照【資料】）

「考えて導く」という問題解決能力を身に付けるために、小学校ではスパイラル

による指導の工夫やグループ活動などで、考える習慣と考え方の定着を図ろうとし

ている。

十分な学力、特に考える力を身に付けるには、小・中学校を通じて指導過程の工

夫改善や指導方法及び課題把握について連携を深めていくことが大切であると実

感している。学習指導における積極的な小・中学校の交流が今後も必要である。

【資料】平成 20 年度全国学力・学習状況調査

小学校 算数Ｂ ５ (2)、(3) 資料の数学的な解釈と関連づけ

１ 設問(2)について

(1) 設問の趣旨

身長の変化を表す折れ線グラフと身長の伸びを表す棒グラフを見て、グラフ

の特徴を基にそれらが対応していないことを読み取り、その違いを言葉や数を

用いて記述できるかどうかをみる。

(2) 反応率

正答率 全国平均 19.4％ 埼玉県平均 18.9％

無解答率 全国平均 21.5％ 埼玉県平均 21.1％
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＜既習内容の系統３＞

図 形 指 導 に 係 る 系 統 性 に つ い て

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

◎図形についての理解の基礎と ◎図形を構成する要素に着目し ◎図形を構成する要素に着目し ◎図形の構成要素及びそれら ◎図形の性質を見いだし、そ ◎縮図や拡大図、対称な図形
ね なる経験を豊かにすることを て、三角形や四角形などの図 て、二等辺三角形や正三角形 の位置関係に着目し、平行 れを用いて図形を調べたり について理解し、図形につ
ねらいとして、ものの形を認 形について理解できるように などの図形について理解でき 四辺形やひし形などの平面 構成したりするなどして平 いての理解を深めるように

ら めたり、形の特徴をとらえた する。 るようにする。 図形や直方体などの立体図 面図形についての理解を深 する。
りすることを指導する。 形について理解できるよう めるとともに、角柱などの

い にする。 立体図形について理解でき
るようにする。

○身の回りにあるものの形 ○三角形、四角形 ○二等辺三角形、正三角形 ○直線の平行や垂直の関係 ○多角形や正多角形 ○縮図や拡大図
・身の回りにあるものの形を観 ・図形を構成する要素である辺 ・二等辺三角形、正三角形につ ・図形を平行や垂直の観点で ・正多角形を円と組み合わせ ・大きさを問題にしないで、

内 察や構成の対象とし、実際に の数で三角形や四角形に分類 いて、辺や角に着目し調べ、 考察する。 て作図したり、性質を調べ 同じ形であるかどうかの観
手に取ったり、形作りしたり する。 特徴をとらえる。 ○平行四辺形、ひし形、台形 たりする。 点から図形をとらえる。

容 する。 ○正方形、長方形、直角三角形 ○角 ・直線の位置関係や辺の長さ ○図形の合同 ○対称な図形
・直角の意味をとらえる。 ・一つの頂点から出る２本の辺 などに着目して、四角形の ・合同な図形を見付けたり、 ・図形を線対称・点対称の観
・かどの形や辺の長さなどに着 が作る形が角であることをと 特徴をとらえ、分類整理す かいたり、作ったりする活 点から考察する。
目し、図形を調べる。 らえ、二つの角を重ねること る。 動を通して図形の性質を見
○箱の形 によって、角の大きさを比べ 付けたり、確かめたりでき
・頂点、辺、面に着目し、その ることができるようにする。 るようにする。
個数や形について調べる。 ○円、球 ○図形の性質

・観察、分類、構成、作図など ○立方体、直方体 ・帰納的に考えたり、演繹的
の活動を通して円についてと ・辺・面・頂点などの構成要 に考えたりすることで、図
らえる。 素の個数、面の形、辺や面 形の性質を見いだす。
・観察を通して球についてとら の平行、垂直の関係などに
える。 着目し、特徴をとらえる。 ○円周率

○ものの位置の表し方 ・直径と円周との関係を考え
・平面の上にあるものの位置 る。
や、空間の中にあるものの
位置を縦・横の二つや縦・ ○角柱、円柱
横・高さの三つの要素で表 ・頂点や辺や面の個数や面の
す。 形をとらえたり、辺と辺、

辺と面、面と面の平行、垂
直の関係をとらえる。

構 直線、直角、頂点、辺、面 角、中心、半径、直径 対角線、平面 底面、側面
成
要 ・観察や構成などの活動 ・観察や構成などの活動 ・観察や構成などの活動 ・観察や構成などの活動 ・観察や構成などの活動 ・観察や構成などの活動
素 ・前後、左右、上下などの言葉 ・構成要素に着目する ・構成要素に着目する ・直線などの平行や垂直の関 ・図形の合同 ・縮図や拡大図
と ・辺の長さを調べる ・辺の長さを比べる 係 ・図形の性質を見いだす ・対称な図形
見 ・直角に着目する ・角の形に着目する ・見取図や展開図をかく ・直径と円周の関係（円周率） （線対称、点対称）
方 ・ものの位置を表す ・見取図や展開図をかく
や
調
べ
方

○身の回りから、いろいろな形 ○正方形、長方形、直角三角形 ○二等辺三角形や正三角形を定 ○平行四辺形、ひし形、台形 ○合同な図形をかいたり、作 ○身の回りから、縮図や拡大
を見付けたり、具体物を用い をかいたり、作ったり、それ 規とコンパスを用いて作図す で平面を敷き詰めて、図形 ったりする活動 図、対称な図形を見付ける

算 て形を作ったり分解したりす らで平面を敷き詰めたりする る活動 の性質を調べる活動 ○三角形の三つの角の大きさ 活動
数 る活動 活動 の和が１８０°になること
的 を帰納的に考え、説明する
活 活動。四角形の四つの角の
動 大きさの和が３６０°にな

ることを演繹的に考え、説
明する活動
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第４学年 算数科学習指導案

文

１ 題材名 垂直・平行と四角形

２ 題材について

本題材では、図形の観察や構成などの活動を通して、基本的な平面図形についての理解を深める

とともに、図形の構成要素の相等関係や位置関係に着目して図形を考察できるようにすることを主

なねらいとしている。

児童はこれまでに第２学年では、直線の数やかどの数に着目することを通して、三角形や四角形

について学習してきている。また、第３学年では、直角や辺の長さに着目することを通して、正方

形や長方形や直角三角形を、さらに、辺の長さや角の大きさに着目することを通して二等辺三角形

や正三角形について学習してきている。

本学級の児童は算数の授業において問題解決型の学習の仕方は身に付いてきている。自力解決の

場面では、目的意識をしっかりともち、粘り強く課題を解決しようといった姿も多く見られ、算数

の学習において意欲的に取り組むことができる。しかし、発表や練り上げの場面になると特定の児

童のみが活躍するといった様子も見られる。

本題材である図形領域に関しては、ほとんどの児童が興味、関心をもっている。特に、色板を用

いての活動や、身の回りの形探しなどにはどの児童も主体的に取り組むことができるといった実態

がある。

本題材では、前半部分の直線の交わり方や直線の並び方において、図形をとらえる視点としてこ

れまでに学習した「辺や頂点の数」「辺の長さ」「角の大きさ」に加えて新しく「垂直」「平行」「対

角線の交わり方や長さ」について学習する。その際、二本の直線のさまざまな交わり方や並び方を

観察したり、棒などの具体物を用いて、平行または垂直な二直線を実際に作ってみる活動や２枚の

三角定規を用いて、平行または垂直な二直線を作図する活動を通して、その位置関係としての「垂

直」や「平行」の理解を深めるとともに、それらについての感覚を豊かにしていく。また、後半部

分のいろいろな四角形では「垂直」「平行」の概念を加えた四角形の分類を考え、台形、平行四辺

形、ひし形などの定義や性質、作図方法を扱う。その際、いろいろな四角形をさまざまな視点から

とらえていく活動や四角形を順序立ててかく活動を丁寧に扱うことで、図形についてのものの形を

認める感覚や、形の特徴をとらえたり性質を見つけたりする感覚を豊かにすることができるように

していきたい。

３ 目標

（１） 算数への関心・意欲・態度

○垂直、平行や台形、平行四辺形、ひし形の性質を、既習の図形の性質をもとにして調べよう

とする。

（２） 数学的な考え方

○辺の並び方、辺の長さ、角の大きさに着目して、四角形の性質について考えることができる。

（３） 数量や図形についての技能

○垂直、平行や台形、平行四辺形、ひし形を弁別したり、かいたりすることができる。

（４） 数量や図形についての知識・理解

○垂直、平行や台形、平行四辺形、ひし形の概念とそのかき方がわかる。
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４ 研究主題「算数科における思考力・表現力の育成に関する研究」とのかかわり

めざす児童像『豊かに創造し、表現する子』の育成にむけて

仮説 問題解決型の授業展開や指導方法を工夫することで、多様に考え、豊かに表現し、

共に学び高め合える児童が育つであろう。

手立て１ ＜問題提示の工夫＞

本時の導入は、ドットの点を結んで四角形を作る活動を行う。教科書の

展開では方眼上に並んだドットを使っているが、今回は平行の関係に着目

させたいので、中央の横の列を半分ずらした方眼を使う。そして、この方

眼を活用し、さまざまな四角形を児童に作らせる。どのような四角形がで

きるか児童は試行錯誤しながら取り組むと予想される。この活動を通して

児童に「考えてみたい」、「いろいろな四角形を作ってみたい」という意欲

をもたせる。

手立て２ ＜話し合いの場面の工夫＞

（１） 話し合いのポイント

本時の話し合いでは、観点を明確にした仲間分けの活動を取り入れる。具体的には、児童が分

類した四角形について、その観点は何かを学級全員で話し合う。その際、辺の長さの相等や平行

の有無等を根拠として説明させる。そして、これらの活動を通して、児童の思考力、表現力を育

てるとともに、図形についての豊かな感覚を身に付けることができるようにする。

（２） 話し合いの計画

辺に目をつけて仲間分けをしましょう

辺の長さに着目 辺の平行に着目

長さの
等しい
辺がある

長さの
等しい
辺がない

平行な
辺が
ある

平行な
辺が
ない

１組
等しい

２組
等 し い

１組
等 し い

２組
等 し い

これ以上分けら
れない

向かい合った１組の辺が平行な四角形を、台形
という。また、向かい合った２組の辺が平行な
四角形を、平行四辺形という。

すっきりした

分け方
２組等しく

ても隣の辺

の場合もあ

るし…

辺が向かい合

っているか隣

り合っいるか

でさらに分け

られる

四角形に名前がつけられ

そうな分け方はどっち？
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５ 指導計画（１５時間扱い）

時 学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点 主 な 評 価 規 準

○垂直の概念の理解とその弁別。 ・垂直の弁別をさせるにあたっては、まず □考角の大きさに着目して、直線の交わ
１ 直感で弁別させてから、分度器や三角定 り方について考えている。

規で一つ一つ確かめさせる。 □表垂直を弁別することができる。
２ ○算垂直の関係を調べ、説明する活動 □知垂直の概念を理解している。

○垂直な直線のひき方。 ・垂直な直線のひき方、確かめ方の学習で □表垂直な直線をひくことができる。
３ 終わるのでなく、それらを発展させて、 □知垂直な直線をひくときの三角定規の

長方形や正方形を作図したり、かいた図 使い方を理解している。

○算垂直な直線のひき方を考え、かく活動 形を確かめたりする活動を通して、垂直

についての理解と作図力を一層深めるよ
うにする。

○平行の概念の理解とその弁別。 ・「９０°になっている」「直角になって □表平行を弁別することができる。
４ いる」という答え方ではなく、２直線の □知平行の概念を理解している。
○算平行な直線を弁別し、説明する活動 関係に着目して「垂直」という言葉を正 □関学習内容を適切に活用して、活動に

しく使うことができるようにする。 取り組もうとしている。

５ ○平行な直線の間の距離が一定であること。 ・２直線間にひいた垂直な直線がどれも同 □知平行な直線の間の距離は一定である
○平行な直線は、他の直線と等しい角度で交 じ長さになることから、２直線の幅がど こと、平行な直線は他の直線と等し
わること。 れも等しいことを理解できるようにす い角度で交わることを理解している。

○算平行な直線の性質を調べる活動 る。

６ ○平行な直線のひき方。 ・２枚の三角定規を使って平行な直線がか □表平行な直線をひくことができる。
けるようにする。
・三角定規の直角部分を使わなくても平行
な線がひけることが理解できるようにす

○算平行な直線のひき方を考え、かく活動 る。

７ ○方眼上の直線の垂直や平行の関係。 ・方眼の１ますが正方形であることを利用 □知方眼上の垂直な直線や平行な直線の
したり、縦と横の方眼のマスの数を数え 関係を理解している。

○算方眼を使って直線の垂直や平行を調べ、 て直線の傾きを考えることができるよう
説明する活動 にする。

８ ○台形と平行四辺形の定義。 ・平行であることをドット図や三角定規を □関平行な関係に着目して、いろいろな
○９ 使って確認できるようにする。 四角形を弁別しようとしてる。

本 ○算観点をもとに四角形を分類し、説明する ・平行という観点で仲間分けができるよう □知台形，平行四辺形の定義を理解して
時 活動 にする。 いる。

10 ○平行四辺形の性質。 ・辺の長さ、角の大きさを調べたり作図し □考辺の並び方，辺の長さ、角の大きさ
たりする活動を通して、図形のもつ特徴 に着目して、平行四辺形の性質につ
に気付くことができるようにする。 いて考えている。

○算平行四辺形の性質を調べる活動 □知平行四辺形の特徴、性質を理解して
いる。

11 ○平行四辺形のかき方。 ・平行四辺形の定義や性質を想起させるこ □表平行四辺形をかくことができる。
○算平行四辺形のかき方を考え、かく活動 とで、かき方を考えることができるよう

にする。

12 ○ひし形の定義と性質。 ・ひし形をいろいろな向きで提示したり、 □考辺の長さ，辺の並び方、角の大きさ
○ひし形のかき方。 平行四辺形と比較することにより、ひし に着目して、ひし形の性質について

形についての理解を深める。 考えている。

○算ひし形のかき方を考え、かく活動 □表ひし形をかくことができる。
□知ひし形の性質を理解している。

13 ○対角線の意味。 ・どの四角形でも対角線の数は２本である □考いろいろな四角形の相互関係につい
○いろいろな四角形の対角線に関する性質。 ことを理解させる。 て考えている。

○算四角形の対角線の性質を調べる活動 ・いろいろな四角形の対角線の特徴を表に □知いろいろな四角形の対角線の特徴を
まとめ、比較することができるようにす 理解している。
る。

14 ○学習内容の習熟。 ・練習問題を解き、基礎的・基本的な内容 □表学習内容を正しく用いて、問題を解
15 が定着できるようにする。 決することができる。

□知基本的な学習内容について理解して
いる。
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６ 本時の学習指導（９/１５）
(1) 目標
○辺に着目し四角形を分類することを通して、台形と平行四辺形の定義を理解する。
(2) 展開

学 習 活 動 指導上の留意点（○）、手立てとの関わり（☆） 備考

１ 問題場面について知る。 45
(1) 四角形をかく。 左のドット図の点ア、イ以外にあと２つ点を選び、線をつな

いで、いろいろな四角形を作りましょう。

○黒板上で児童と一緒に一つ四角形を作ることで作図の方法が理
解できるようにする。
○いろいろな四角形をかくことができるように、ドット図がたく
さんかいてあるワークシートを準備しておく。
○まっすぐな直線にするために、必ず定規を使わせ、点と点を正
確に結ぶようにさせる。
○手順よく四角形を作らせ、できるだけ１２個つくることができ
るようにする。
○ドット図に線を結ばせ、１２通りの全ての四角形を発表させる。

○T1とT2で児童を半分ずつ担当し、きめ細かく支援する。
☆［手立て１］

(2) できた四角形を発表す 発問「この中で名前が分かる四角形はありますか。」
る。 ○既習の内容で名前が分かる四角形は⑨の長方形だけであること

＜予想される児童の反応＞ を確認する。
C1 長方形ができた。
C2 他にも四角形ができた。 ○児童の「反対・逆」という言葉に着目し、裏返しの合同にも気
C3 逆の四角形がある。 付くことができるようにする。
C4 全部で１２個できた。 ○長方形・裏返しの合同の図形を抜かした８つの四角形（④⑤⑥

⑦⑧⑩⑪⑫）に焦点を当て、次時の活動につなげる。

２ 本時の課題を知り、自
力解決する。

15
辺に目をつけて、四角形を仲間分けしよう。

＜予想される児童の反応＞ 発問「辺に目をつけるとは、辺の何を調べればよいですか。」
C1 辺の長さ。
C2 辺の関係。 ○辺の長さと辺の平行に目をつけることができるようにする。
C3 平行かどうか。

指示「ドットの間隔、三角定規などを使ってそれぞれの四角形を
調べ、仲間分けしましょう。」

○必ず予想してから調べるようにさせる。
○ドットの関係から考えたり、実際に長さを測らせたり、三角定
規を使ったりしながら調べさせる。

T1 T2

○机間指導しながら、それぞれ ○主に考えが進まない児童に対
の状況や考え方に応じて支援 して調べる観点を明確にさせ、

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

ア イ

ウ エ オ

カ キ ク

ケ
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する。 自分の力で調べることができ
○発表させる児童を決めてお るようにさせる。
く。 ○考えが進まない児童が複数の

場合は、前に集めて小集団指
導をする。

＜予想される児童の反応＞ ○分類する時には、必ず構成要素に基づいた説明ができるように
させる。

C1 辺の長さに着目。 ○一方の考え方のみの児童には、その他の分類方法を考えさせる。

C2 辺の平行に着目。

□評観点をもとに、四角形を仲間分けすることができる。
３ 四角形の仲間分けにつ （発表・ワークシート） 20
いて発表し、話し合う。 指示「どのような仲間分けができたか、発表しましょう。」
(1) 仲間分けを発表する。

○同じ長さの辺があるか、平行な辺があるかどうかについて発表
＜予想される児童の反応＞ させる。
C1 同じ長さの辺があるかな ○どこの長さが等しいのか、どこの辺が平行なのかを一つ一つ丁
いかで仲間分けしました。 寧に説明させながら発表させる。
C2 平行な辺があるかない ○平行の関係には記号を、等しい長さの関係には色分けをする。
かで仲間分けしました。

(2) 仲間分けについて話し ☆［手立て２］（話合いの計画参照）
合う。 ○次のような手順で話し合う。

＜予想される児童の反応＞ ①辺の長さに着目した仲間分けについて
C1 長さの方は、等しい長さが ・同じ長さの辺がある仲間をさらに分けることができないか。
１組か２組で分けられる。 （同じ長さの辺の組数に着目）（同じ長さの位置関係に着目）
C2 1組の方の辺の位置は隣か ・同じ長さの辺がない仲間をさらに分けることができないか。

同じ長さの辺がある 同じ長さの辺がない

辺の長さが２組同じ 辺の長さが１組同じ

平行な辺がある 平行な辺がない

平行な辺が２組ある 平行な辺が１組ある
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向かい合う辺かで違う。 （できない）
C3 同じ長さの辺がない仲 ②辺の平行に着目した仲間分けについて
間は分けられない。 ・平行な辺がある仲間をさらに分けることができないか。

C4 平行がある方は、平行が （平行の組数に着目）
１組か２組かで分けられ ・平行な辺がない仲間をさらに分けることができないか。
る。 （これ以上できない）
C4 平行がない方はこれ以上
分けられない。

発問「四角形に名前が付けられそうな分け方はどちらの分け方で
＜予想される児童の反応＞ すか。」
C1 平行で分けた分け方。 ○辺の長さをもとにした分け方は同じ長さの辺が「向かい合う辺」
C2 辺の長さだと等しい長 と「隣の辺」の場合があり、名前をつけるのは大変だというこ
さの辺が向かい合って とに気付くことができるようにする。
いるか隣かで複雑。 （もし、気付かないようだったら「たこ型」を例にだす。）

C3 平行で分けた方がすっ ○平行で分けた分け方は、これ以上分けられないすっきりした分
きりしているからつけ け方であることから、名前が付けられそうだという見通しをも
やすい。 たせる。

４ まとめる。 ○平行の関係で仲間分けしたものをもとに、台形と平行四辺形に ５
ついて定義する。

(1) 新しい図形の名前を知
る。 向かい合った１組の辺が平行な四角形を、台形という。また、

向かい合った２組の辺が平行な四角形を、平行四辺形という。

○ワークシートに写させる。

(2) 本時をふり返る。 ５
＜予想される児童の反応＞ ○次の点でまとめることができるようにする。

①平行という新たな観点で仲間分けできたこと。
C1 平行でも四角形を分け ②台形、平行四辺形という形について知ったこと。
ることができた。

C2 平行四辺形や台形とい □評台形、平行四辺形がどのような形なのかが分かる。
う名前を初めて知った。 （ワークシート）

C3 まだ、名前が付いてい
ない四角形は他にある
のかな。

７ 板書計画

・辺の長さ
・平行

向かい合う

辺

となりの

辺
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＜既習内容の系統４＞ 

数量関係に係る既習内容の系統性について 

「活用するための表現力等を育成する指導の工夫改善」 

 －文字式、方程式につながる小学校の指導－  

 

１ 表現力を中心とした活用する力の育成を図る小学校の指導 

小学校においては、算数における活用する力の育成を図るために、課題解決型学習の指導過程を重視

している。私が指導する際には、下図のような授業展開で指導することが多い。また、一般的に数学的

な思考力と表現力は、一体となっている場面が多く、思考場面において自己のさまざまな表現方法の習

得と使う訓練が必要になると考える。そこで、小学校の算数では思考の方策として「数直線図」を用い

て思考したり、表現を整理したりして問題解決を図る場面が多く、低学年から発達段階に応じて指導し

ている。 

 

 

２ 小学校の算数科における言語活動の充実 

 小学校では、基本的な言語力の育成を目指し、「書く活動」と「話す活動」の充実に力を入れている。

知的活動の基盤となる言語の習得を図りながら、考える力をつけることが算数科での言語活動の目的と

なる。小学校でも全学年にわたり、算数科における言語活動を意識した指導を展開している。 

○活動の記録や結果などを、記述したり、説明したりする活動 

○式を基に問題やお話をつくる活動 

○計算の仕方を具体物や言葉、数、式、図を用いて考え、説明する活動 

○図形の面積や体積の求め方を、具体物や言葉、数、式、図を用いて考え、説明する活動 

○自分や友達の考えを、言葉や式、図を用いて説明したり、読み取ったりする活動 

課題提示 見通し 問題解決
【個】

問題解決
【ﾍﾟｱ/ｸﾞﾙｰﾌﾟ】

まとめ
【全体】

問題文を読む 
 
分かっているこ
と、きいている
こ とに線を引
く。 

関係を 
明らかにする 

表現方法の例
示を見せる。 

思考する 
 
自分の考えを言
葉や図で表す。 

発表・説明する 
 
友達に説明する
ための表現を工
夫する。 

考えを整理する 
 
レポート等で学
んだことを言語
化する。 
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 円の直径の長さと円周の長さの関係を 1つの式に

表しましょう。 

○問直径の長さがｘcm のとき、円周の長さをｙcm

として式に表そう。 

中１年 「文字を用いた式」 

中２年 「文字を用いた式の四則計算」 

まわりの長さが 18cm になる長方形をかいて、縦

と横の長さの変わり方を調べましょう。 

○問縦の長さを○cm、横の長さを△cm として、き

まりを式に表そう。 

４年  

・対応する数量を知る 

・公式（面積公式） 

・□、△などを用いた式[変量] 

６年  

・文字を用いた式（ａ,x,ｙなど） 

      [数の範囲の拡張] 

  ※中学校から一部移行 

中３年 「式の展開と因数分解」 

一元一次方程式 

連立二元一次方程式 

二次方程式 

正の数・負の数 

平方根 

３年  

・（  ）を用いる 

・除法の関係を式に表す 

・□などを用いた式[未知数] 

下のお話を、たし算の式に表しましょう。 

 学級文庫に本が 38 さつあります。新しい本を何さ

つか買ったので、本は全部で 50 さつになりました。 

○問わからない数を□として、たし算の式に表そう。 

 →複数の考えから共通点や相違点を話し合い、よりよい解決方法を探る。 

○学習記録として、自分や友達の考え、まとめ、感想などを言葉や式、図を用いてノートやレポート形

式で記述する活動 

 

３ 文字式、方程式へとつながる小学校「文字と式」の指導 

 小学校学習指導要領解説では、算数科の内容〔D 数量関係〕において式の表現と読みの扱いの中で、

文字や記号を使って等号を含む式の指導で扱われている。小学校では、第２学年ではじめて□や文字な

どを用いて式に表すことを指導できるように今回の改定で変更されている。文字としての役割をもつ□

などを用いて式に表す指導は、第３学年から本格的に行われる。除法の学習場面から式に表したり、読

み取ったりすることや数量の関係を表す式と図を関連させながら指導していく。ここでは、未知の数量

を表す記号として扱うため、児童は数値をあてはめていく方法で指導されている。第４学年では、１つ

だった文字に△を加えた 2 つの数量の間にある関係を表す指導が入ってくる。ここでは、変量を表す記

号として□、△などを用いた式を適切に用いることができるように指導している。また、四則に関して

成り立つ性質の一般化された式のいろいろな数の代わりに□、△、○を用いて表す場面も出てくる。第

６学年では、中学校への接続を考え、これまでの□、△などからａ,x などの文字を用いて式に表すこと

を指導する。また、整数値だけでなく小数や分数の値も同じようにあてはめることができる学習を通じ

て、数の範囲を拡張することに配慮して指導している。 

中学校〔A 数と式〕の「文字式」や「方程式」の指導を進めるにあたっては、小学校の〔D 数量関

係〕の学習が基本になっていることが分かる。しかし、児童の実態として、小学校段階で扱う文字は、

未知数の数を表す記号であり整数が当てはまるだけととらえていたり、変量としての理解ができず、数

の範囲が極めて狭い理解にとどまっていたりする児童が多いということが多く見受けられる。このよう

なことから、小・中連携の指導を通じて、段階を踏んだ系統的な指導が重視される内容である。 

＜文字式・方程式につながる小・中指導内容系統表＞ 
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４ 指導の実際 

 （１）文字（記号）が入った式の導入  【３年「□を使った式」】 

   問 題 下のお話を、たし算の式に表しましょう。 

学級文庫に本が３８さつあります。新しい本を何さつか買ったので、本は全部で５０さつに 

なりました。 

   児 童 → 買った本の数が分からないと式をつくれない。 

   指 導 → 分からない数を□として、たし算の式に表そう。 

   方法① → 言葉の式で考える。 

        はじめにあった数 + 買った数 ＝ 全部の数 

   方法② → 図で考える。 

         

 

 

 

   まとめ → 分からない数があっても、□を使うと、お話のとおりに式に表すことができる。 

   拡 張 → その後、「ひき算」「かけ算」と範囲を広げ、最後に問題づくりを行う。 

                               （言語活動の充実） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）２つの文字（記号）を使った関係式の指導 【４年「変わり方調べ」】 

   問 題 

 

 

 

 

 

指 導 → 実際の時計盤を使って時刻を調べる。 

（具体物を使った算数的活動で体感的理解を図る。) 

   児 童 → 12→１ １→12 2→11 3→10 …… 

指 導 → ○アと○イの時計盤の時刻を、表にまとめる。 

（表現活動で事象を整理し思考を深める。) 

児 童 → 規則や関係について話し合う。 

（ペア・グループで思考を広げる。） 

全部で50さつ 

はじめの 38 さつ 
買った
□さつ 

3 年生までは、文章の
順序を追って式を立てて
いるので、途中に分から
ない数があるだけでも、
児童は混乱する。小学校
の文字指導においては、
分からないものを□とし
て、問題文の筋道にそっ
て立式ができることで、
数理的処理のよさを感じ
させていく。 

文章問題の解決方法として、小学校では「言葉の式」と「図」による説明がもっとも基
本的な方法である。個人での課題解決のあとペアや小グループになり比較、分類、関連付
けといった話合いののち全体での発表が行われる。その際、話型を定め、順序立てて説明
するのが小学校段階では一般的である。 
＜小学校で指導する話型例＞ 
  ・「まず」→「つぎに」→「だから」→「最後に」 
  ・「○○さんの考えと同じで…」 
  ・「○○さんの考えと違って…」 

＜留意点＞ 児童の論理的
思考を支援する方策の一つと
して評価する。ただし、この
通り発表しなければならない
という活動ではない。 

○アの時計ばんをひっくり返すと○イの時計ばんになりま

す。○アと○イの両面にかかれているはりがさす時こくには、

どんな関係があるか調べましょう。 

（条件：12 時→1 時、2 時→11 時） 

 

○イ  ○ア  

12 時 1 時 

未知数としての□には、
ある特定の数があてはまる
のに対し、変数としての□
や○にはいろいろな数があ
てはまることが理解しにく
い。指導場面では、表（関
数表）や、（ ， ）で表す
などしている。しかし、苦
手な子が多いのが実態であ
る。 
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   指 導 → アの時計盤の時刻を□時、イの時計盤の時刻を○時として□と○の関係を式に表す。 

   児 童 → □＋○＝１３ 

確 認 → アの時計盤の時刻の数が１ずつふえると、イの時計盤の時刻はどのようになるか。       

 

（３）一般的な公式で使われる文字（記号）の指導  【４年「計算のきまり」】 

   問 題  2 人の考えを説明しましょう。 

    A さん  （５＋３）×１２＝９６     B さん   ５×１２＋３×１２＝９６ 

               答え ９６個                答え ９６個 

    

   児 童 → 同じ答えになることを筋道立てて説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   まとめ → 同じ大きさを表しているので、等号でつなぐことができる。 

        （５＋３）×１２＝５×１２＋３×１２ 

   指 導 →（  ）を使った式のきまりには、次のようなものがあります。 

     （■＋●）×▲＝■×▲＋●×▲ 

     （■－●）×▲＝■×▲－●×▲ 

   一般化 → ÷についても同じになることを確認して分配・結合の法則を●■▲を使って一般化

していく。 

 

 

 

 

 

（４）χとуの指導  【６年「文字と式」】 

   問 題   

     はばが５cm のテープを何 cm かの長さで切り取って、長方形を作ります。このときに 

できる長方形の面積を求める式を書きましょう。 

 

指 導 → いつも一定で変わらない数といろいろと変わる数を確認する。 

      これまでは○や□で表していたものをχを用いて表すことをここで指導する。 

小学校では算数科でも多くの場面で話し合いの時間を設け、考えを広げたり、深めたり
している。それぞれの考えを集約する場面が小学校では難しい。場面に応じて話合いの観
点を絞って活動を進めていく必要があり以下のようなポイントで話し合うことが多い。 
・簡単にできるのはどれか。 
・わかりやすいのはどれか。 
・いつでもつかえるのはどれか。 
・いい考えなのはどれか。 
・前に学んだことと似ている考えはできないか。 
・まとめて同じところはないか。 など 

＜留意点＞ 小学校では、一般化
を図る場面が多く、意見を絞る活動
では視点が必要になる。多様な考え
や柔軟な発想で問題解決に迫る場面
では適さないので注意を要する。 

   同じ数値が入るという意味で記号だけが使われた式であるが、小学校段階でこの一
般化を理解し、習得するのはなかなか難しいのが実状である。分配・結合だけでなく、交
換法則も合わせて、小学校でも記号による指導は進めるが、中学校でも小学校での既習事
項の確認テストをしたりする必要がある。 


